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Printia LASERプリンタユーティリティ�
FUJITSU PERSONAL COMPUTER PRINTERFUJITSU PERSONAL COMPUTER PRINTER

オンラインマニュアル�

※ 本マニュアルでは、次のプリンタについて説明します。
・XL-5250
・XL-5350
・XL-5750
・XL-6200

本マニュアルの画面例などで、XL-XXXXと表示された箇所は、ご使用の機種に読み替え
てください。
また、機種によっては表示内容が一部異なることがあります。
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プロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかた
印刷に関する設定は、プリンタドライバのプロパティを開いて変更します。
プロパティの開きかたには、次の2種類があります。

アプリケーションソフトから開く
通常の印刷時はこの方法を使います。
操作方法はアプリケーションによって異なりますが、標準的な開きかたは、次の
とおりです。

〔ファイル〕メニューから〔印刷〕を選択する

〔印刷〕ダイアログを表示させ、〔プロパティ〕をクリックする

〔プリンタ〕フォルダから開く
〔プリンタ〕フォルダから開いて設定を行うと、その設定値はアプリケーションソフ
トからプリンタのプロパティを開いたときの初期設定となります。

●Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合

〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する

使用するプリンタのアイコンを右クリックする

Windows 95/98/Me：〔プロパティ〕をクリックする
Windows NT4.0 ：〔ドキュメントの既定値〕をクリックする
Windows 2000 ：〔印刷設定〕をクリックする

●Windows XP/Windows Server 2003の場合

〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕を選択する

〔プリンタとFAX〕フォルダから、使用するプリンタアイコンを右ク
リックし、〔印刷設定〕をクリックする

OSがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003で〔装置オ
プション〕〔Printianavi〕ダイアログを開く場合は、次の操作
をします。
・Windows NT4.0/2000の場合
1.〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する
2.使用するプリンタのアイコンを右クリックし、〔プロパ
ティ〕をクリックする

・Windows XP/Windows Server 2003の場合
1.〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕を選択する
2.使用するプリンタのアイコンを右クリックし、〔プロパ
ティ〕をクリックする
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プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容
プリンタドライバで設定できる内容の概要と、詳しく説明している参照先を以下に
示します。

●基本設定
用紙サイズや種類、印刷の向き等の用紙に関する設定や、給紙、部数印刷、パワー
セーブ解除に関する設定を行います。

「〔基本設定〕ダイアログ」(6ページ)参照

「任意のサイズを設定する」(10ページ)参照

「拡大／縮小印刷」(11ページ)参照

「複数部数／部単位印刷」(13ページ)参照

●便利な機能設定
N-upや両面印刷に関する設定を行います。

「〔便利な機能〕ダイアログ」(15ページ)参照

「N-up印刷」(16ページ)参照

「両面印刷」(17ページ)参照

●グラフィックス設定
解像度やディザパターン、トナーセーブなどの設定を行います。

「〔グラフィックス〕ダイアログ」(23ページ)参照

●印刷オプション設定
スプールに関する設定、プロテクトモード印刷など、印刷に関する設定を行います。

「〔印刷オプション〕ダイアログ」(24ページ)参照

●装置オプション設定
オプションの取り付け状態に関する設定を行います。

「〔装置オプション〕ダイアログ」(26ページ)参照

●Printianaviに関する設定
Printianaviに関するダイアログの表示方法の設定を行います。

「〔Printianavi〕ダイアログ」(27ページ)参照
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〔基本設定〕ダイアログ
印刷についての基本的な設定を行います。

①

②

③

④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨�
⑩�
⑪�

① 用紙サイズ アプリケーションで設定した用紙サイズを選択します。
(初期設定：A4) をクリックし、表示されるリストから選択します。

ユーザ定義サイズ／長尺紙 定型用紙でない（〔用紙サイ
ズ〕リストにない）サイズに印
刷する場合は、〔ユーザ定義サ
イズ〕〔長尺紙〕を選びます。

ユーザ定義サイズの設定方法については、
「任意のサイズを設定する」(10ページ)参
照

② 拡大縮小 アプリケーションで作成したデータを、出力する用紙サ
(初期設定：等倍) イズに拡大／縮小して印刷する場合に設定します。

拡大／縮小印刷については、「拡大／縮小
印刷」(11ページ)参照

③ 用紙方向 印刷する用紙の方向を縦／横で選択します。
(初期設定：縦) 用紙出力方向については、「片面／両面印

刷時の用紙方向について」(20ページ)参照
④ 用紙種類 印刷する用紙の種類を選択します。
(初期設定：普通紙)〔用紙サイズ〕ではがきを選択した場合、本設定は

「厚紙」固定となります。
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⑤ 給紙方法 印刷するときの給紙口を選択します。
(初期設定：自動給紙)「自動給紙」を選択すると、〔用紙サイズ〕で指定したサ

イズの用紙がセットされている給紙口を自動的に選んで
印刷します。
次の場合、本設定は「給紙トレイ」固定となります。
・〔用紙サイズ〕ではがき／ユーザ定義サイズ／長尺紙
を選択した場合

・〔用紙種類〕で厚紙/OHPフィルムを選択した場合
⑥ 部数 印刷する部数を1～999で設定します。
(初期設定：1)

⑦ 部単位に印刷する 2部以上印刷する場合に、1部ごとにまとめて印刷した
(初期設定：チェックなし) いときにチェックします。

複数部数・部単位印刷については、「複数
部数／部単位印刷」(13ページ)参照

⑧〔プリンタの プリンタのウォームアップを印刷する前に行っておく場
パワーセーブを 合にクリックします。この機能を利用することで印刷か
解除する〕ボタン ら出力までの時間を短縮することができます。
(XL-6200のみ)

⑨〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認すること
ボタン ができます。プロパティの双方向通信機能が無効の場合

はグレイアウトされます。
表示内容については、「プリンタの状態表
示」(8ページ)参照

⑩〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑪〔標準に戻す〕 〔基本設定〕ダイアログで設定した内容をすべて標準値
ボタン （初期設定）に戻します。
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プリンタの状態表示

〔基本設定〕ダイアログで〔プリンタ状態表示〕をクリックすると、プリンタの状態
を確認することができます。

●画面の説明
〔簡易表示〕、〔詳細表示〕をクリックすると画面が切り替わります。

②�

③�

①�

④�

④�
⑦�

⑤�

⑥�

③�

【詳細表示】�

【簡易表示】�

① プリンタ装置サマリ プリンタ状態を示すビットマップ、プリンタメモ
リ、オプションを表示します。

② ステータスアイコン 現在のプリンタの状態をアイコンで表示します。
（詳細） アイコンの表示内容については、「●詳細

表示アイコンの種類と意味」（9ページ）
参照

③ プリンタ名 プリンタ名を表示します。
④ プリンタ状態メッセージ 現在のプリンタの状態をメッセージで通知します。
⑤ プリンタ情報 プリンタモデル名、ファームのバージョンを表示し

ます。
⑥ 給紙口情報リスト 給紙口の情報、印刷枚数を表示します。
⑦ ステータスアイコン 現在のプリンタの状態をアイコンで表示します。
（簡易） アイコン表示内容については、「●簡易

表示アイコンの種類と意味」（9ページ）
参照
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●詳細表示アイコンの種類と意味
ステータスアイコン

(青)

情報あり 通信中 オンライン 印刷中

（黄色） （暗い赤色）

警告 トナー少 カートリッジエラー 紙詰まり

(暗い赤色)

ハードエラー カセットエラー 用紙なし 通信エラー

カバーオープン
上記以外のエラー

給紙情報

（黒） （黄色） （暗い赤色） （暗い赤色）

用紙あり 用紙残量 少し 用紙なし カセットエラー

（グレー）

情報未取得

●簡易表示アイコンの種類と意味
ステータスアイコン

(青)

情報あり 通信中 オンライン 印刷中

警告 トナー少 カートリッジエラー 紙詰まり

(暗い赤色)

ハードエラー カセットエラー 用紙なし 通信エラー

カバーオープン
上記以外のエラー
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任意のサイズを設定する

定形用紙でない（〔用紙サイズ〕にない）用紙サイズを、〔ユーザ定義サイズ〕また
は〔長尺紙〕として設定することができます。
設定できる範囲は次のとおりです。（0.1mm単位）

ユーザ定義サイズ ： 幅 1000～ 2970（100～ 297mm）
長さ 1480～ 4200（148～ 420mm）

長尺紙 ： 幅 2970（297mm）固定
長さ 4201～ 9000（420.1～ 900mm）

・長尺紙に印刷する場合は、アプリケーション側で、下端（用
紙方向：縦の場合）、または左端（用紙方向：横の場合）余白
を十分に（10mm以上）とって印刷してください。

・プリンタドライバおよびオペレータパネルで設定した用紙の
サイズと、実際に使用する用紙のサイズは、必ず一致させて
ください。異なるサイズの用紙に印刷した場合、プリンタが
故障するおそれがあります。

設定する操作は次のとおりです。

〔基本設定〕ダイアログの〔用紙サイズ〕リストから、〔ユーザ定義サ
イズ〕または〔長尺紙〕を選択する

用紙の幅と長さを入力し、〔OK〕をクリックする

�入力�

�クリック�

定形用紙と同一のサイズを設定した場合は、自動的に定形サイ
ズに切り替わります。

例：幅 2970(297mm)、長さ 4200(420mm)→用紙サイズ A3
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拡大／縮小印刷

アプリケーションで作成したデータ(文書)を拡大または縮小して印刷します。
画面は、Windows 98の場合です。

②�

①�

① 用紙サイズ 拡大／縮小する前の用紙サイズを指定します。
アプリケーション側の書式設定などで用紙サイズが指定
されているときは、通常、アプリケーション側の設定値
が優先されます。

② 拡大縮小 拡大／縮小した後に、実際に印刷される用紙サイズを指定
します。
等倍 拡大／縮小印刷は行いません。
○○に拡大縮小 用紙サイズと出力用紙の大きさから、

拡大／縮小率を自動的に設定し、出
力する用紙サイズを○○に固定しま
す。
拡大縮小の設定を行うと、〔用紙〕ダ
イアログの左上に用紙サイズと出力
用紙サイズの関係が表示されます。
例えば、「B4→A4」と表示されている
ときは、B4の用紙に収まるように作
成した文書を、A4の用紙に収まるよ
うに縮小印刷することを示します。

プリンタの給紙口に出力用紙として指定したサイズの用
紙が入っていることを確認してから印刷してください。
「用紙サイズ」で「ユーザ定義サイズ」「長尺紙」を選択
した場合、本設定は「等倍」固定となります。

実際に出力する用紙サイズを変更せずに、印刷イメージだけを
50％～150％の範囲で拡大／縮小することもできます。

「イメージサイズの調整」（15ページ）参照
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● 拡大／縮小印刷の設定例 －データを決まった用紙サイズに印刷する－

例1：拡大印刷の時 －A4サイズのデータをB4サイズに拡大して印刷－

B4

125％拡大�

A4

データ� 出力用紙�

このようなときは、次の設定をします。
用紙サイズ .... Windows 95/98/Meの場合

　　「A4(210× 297mm)」を選択します。
Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合
　　「A4」を選択します。

拡大縮小 ......「B4に拡大縮小」を選択します。

例2：縮小印刷の時 －B4サイズのデータをA4サイズに縮小して印刷－

B4

80％縮小�

A4

データ� 出力用紙�

このようなときは、次の設定をします。
用紙サイズ .... Windows 95/98/Meの場合

　　「B4(257× 364mm)」を選択します。
Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合
　　「B4」を選択します。

拡大縮小 ......「A4に拡大縮小」を選択します。
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複数部数／部単位印刷

1回の印刷で同じ文書を２部以上印刷したいときは複数部数印刷を、さらにそれらを
部単位に出力させるときは部単位印刷を行います。
なお、部単位印刷を行う際にOSがWindows 95/98/Meの場合は、64MBのプリンタメ
モリの増設が必要となります。

部単位印刷を行うときは、〔装置オプション〕ダイアログの「部単位印刷機能」で「使
用する」を選択し、〔基本設定〕ダイアログで「部数」と「部単位に印刷する」を指
定します。

●〔装置オプション〕ダイアログ

①�

① 部単位印刷機能 部単位印刷を行う場合は、「使用する」に設定します。

●〔基本設定〕ダイアログ

②�

①�

① 部数 印刷する部数を、1～999部の範囲で指定します。
② 部単位に印刷する 部単位で印刷する場合にチェックします。
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部単位印刷機能をサポートしていない使用環境では、「部単位に
印刷する」にチェックを付けても部単位印刷が行われない場合
があります。部単位印刷機能が使用できる条件は以下のとおり
です。
・標準メモリの場合
標準メモリでご使用の場合、印刷環境およびプリンタのプロ
パティの設定が次の条件を満たす場合のみ、プリンタの部単
位印刷を使用できます。
【印刷環境】
- Windows 95/98/Meから、サーバを経由してWindows
NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の印刷環境を利用
するとき

- Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003から直
接印刷するとき

【プリンタのプロパティの設定】
- Windows 2000/XP/Windows Server 2003のとき
Printianaviを有効にして〔詳細設定〕ダイアログで「印
刷ドキュメントをスプールし、プログラムの印刷処理を
高速に行う」を選択している場合

- Windows NT4.0のとき
Printianaviを有効にしてプリンタのプロパティの〔スケ
ジュール〕ダイアログで「印刷ドキュメントをスプール
し、プログラムの印刷処理を高速に行う」を選択してい
る場合

部単位印刷を実行すると、プリンタの液晶ディスプレイに「メ
モリ フソク ブタンイ インサツ」と表示された後、印刷が
開始されます。また、印刷速度はメモリを増設したときより
遅くなります。

・増設メモリ搭載の場合
64MB以上のメモリを増設している場合は、プリンタの部単
位印刷機能を使用することができます。
プリンタでの部単位印刷機能が使用できない場合は、アプリ
ケーションの印刷メニューにある部単位印刷を使用してくださ
い。
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〔便利な機能〕ダイアログ
印刷するページのN-upおよび片面／両面印刷に関する設定を行います。

①�

②�

③�④�
⑤�
⑥�

① N-up 1枚の用紙に割り付けるページ数を選択します。
（初期設定：1up） 1、2、4、8、16upの 5種類の設定ができます。

〔詳細設定〕ボタン.. 割り付けたページ数に対してペー
ジ配置やページ枠の設定を行いま
す。
「用紙サイズ」で「ユーザ定義サイ
ズ」「長尺紙」を選択した場合、本
設定は「1up」固定となります。

N-up印刷については、「N-up印刷」(16ペー
ジ)参照

② 印刷面 両面印刷やとじしろ位置を設定します。
（初期設定：片面）〔詳細設定〕ボタン.. 選択した印刷に対し、とじしろ量

や白紙印刷等の設定を行います。
「用紙サイズ」で「ユーザ定義サイ
ズ」「長尺紙」「はがき」を選択し
た場合、本設定は「片面」固定と
なります。
〔基本設定〕ダイアログの「用紙種
類」で「厚紙」「OHPフィルム」を
選択した場合、本設定は「片面」
固定となります。

両面印刷については、「両面印刷」(17ペー
ジ)参照

③ イメージサイズの調整 用紙サイズを変更せずに、イメージを拡大縮小する場
(初期設定：100) 合の倍率を設定します。とじしろの設定などでイメー

ジがうまく収まらなくなったときの調整に使うことが
できます。

④〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認するこ
ボタン とができます。プロパティの双方向通信機能が無効の

場合はグレイアウトされます。
状態を確認する画面については、「プリン
タの状態表示」(8ページ)参照

⑤〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑥〔標準に戻す〕 〔便利な機能〕ダイアログで設定した内容をすべて標
ボタン 準値（初期設定）に戻します。
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N-up印刷

〔便利な機能〕ダイアログの「N-up」で1枚に割り付けるページ数を設定します。ま
た、割り付けたページ数をどのように配置するかは、〔詳細設定〕で設定します。

〔便利な機能〕ダイアログの「N-up」で1枚に割り付けるページ数を設
定する

〔詳細設定〕をクリックし、ページ配置等を設定する
(2upを選択したときの画面です。)

④�

③�

②�

①�

① N-up 〔便利な機能〕ダイアログのN-upで選択した内容が表
（初期設定：1up）示されます。この画面での変更もできます。

② ページ配置 割り付けたページをどのような順序で配置するか選択
（初期設定：グレイアウト）します。〔印刷方法〕（縦・横）と〔N-up〕によって、

選択できるページ配置が変わります。
③ ページ枠を付ける 割り付けたページの周囲に枠線を印刷する場合に

(初期設定：チェックなし) チェックします。
④〔標準に戻す〕 〔N-upの詳細設定〕ダイアログで設定した内容をすべ
ボタン て標準値（初期設定）に戻します。

このとき、〔便利な機能〕ダイアログの「N-up」で設
定した値も標準値に戻ります。

〔OK〕をクリックする

〔OK〕をクリックして〔便利な機能〕ダイアログを閉じる

印刷を実行する
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両面印刷

両面印刷を行うには、次の設定を行います。

・次の用紙には、両面印刷できません。
はがき、不定形用紙(「ユーザ定義サイズ」「長尺紙」)、厚紙、
OHPフィルム

・両面印刷を行うには、両面ユニット(オプション)の装着が必
要です。

両面ユニットの取り付け手順については、『取扱説
明書』「第4章 オプションの装着」の「両面ユニッ
トの取り付けかた」参照

● 設定手順

〔装置オプション〕ダイアログで〔両面ユニット〕を〔あり〕に設定する

�「あり」を選択�

〔便利な機能〕ダイアログで「印刷面」の〔両面〕を選択する

�選択�
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〔詳細設定〕をクリックし、とじしろ量、白紙ページを設定する

①�

②�

③�

④�

⑤�

① 印刷面 〔便利な機能〕ダイアログの印刷面で選択した内容が
（初期設定：片面）表示されます。この画面での変更も可能です。

② とじしろ位置 〔便利な機能〕ダイアログのとじしろ位置で選択した
（初期設定：長辺左とじ） 内容が表示されます。この画面での変更も可能です。

③ とじしろ量 とじしろ量を、用紙の表と裏それぞれについて設定し
（初期設定：0） ます。設定できる範囲は、0～30mmです。

④ 両面時に白紙 印刷するデータに含まれる白紙のページを印刷する場
ページを印刷 合にチェックします。
する チェックしない場合は、ページ順序がずれることがあ
(初期設定：チェックあり) ります。

〔N-up〕の〔詳細設定〕の中で「ページ枠を付ける」
をチェックしている場合、本設定は「チェックあり」
固定となります。

⑤〔標準に戻す〕 〔印刷面の詳細設定〕ダイアログで設定した内容をす
ボタン べて標準値（初期設定）に戻します。

このとき、〔便利な機能〕ダイアログの「印刷面」で
設定した値も標準値に戻ります。

〔OK〕をクリックする

〔OK〕をクリックして〔便利な機能〕ダイアログを閉じる

印刷を実行する
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片面印刷時の詳細設定
片面印刷時のとじしろ位置、とじしろ量などを設定します。

● 設定手順

〔便利な機能〕ダイアログで〔印刷面〕の〔片面〕をチェックする

�チェック�

〔詳細設定〕をクリックし、とじしろ量、白紙ページを設定する

①�

②�

③�

④�

⑤�

① 印刷面 〔便利な機能〕ダイアログの印刷面で選択した内容が
（初期設定：片面）表示されます。この画面での変更も可能です。

② とじしろ位置 〔便利な機能〕ダイアログのとじしろ位置で選択した
（初期設定：長辺左とじ） 内容が表示されます。この画面での変更も可能です。

③ とじしろ量 とじしろ量の「表」について設定します。
（初期設定：0） 設定できる範囲は0～30mmです。

印刷面で「片面」を選択している場合、「裏」はグレ
イアウトされ、設定できません。

④ 片面時に白紙 印刷するデータに含まれる白紙のページを印刷する場
ページを印刷 合にチェックします。
する チェックしない場合は、ページ順序がずれることがあ
(初期設定：チェックなし) ります。

〔N-up〕の〔詳細設定〕の中で「ページ枠を付ける」
をチェックしている場合、本設定は「チェックあり」
固定となります。

⑤〔標準に戻す〕 〔印刷面の詳細設定〕ダイアログで設定した内容をす
ボタン べて標準値（初期設定）に戻します。

このとき、〔便利な機能〕ダイアログの「印刷面」で
設定した値も標準値に戻ります。
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片面／両面印刷時の用紙出力方向について
用紙に対し、縦向きに印刷するか、横向きに印刷するかの設定は、プリンタドライ
バのプロパティで〔基本設定〕画面を表示し、「用紙方向」で設定します。

以下に、片面／両面印刷設定時の印字、および出力方向を示します。

● 片面印刷時の用紙方向ととじしろの関係および出力方向
【A5/B5/レター/はがき】

用紙方向縦�

長辺左とじ� 長辺右とじ� 短辺上とじ� 短辺下とじ�

長辺上とじ� 長辺下とじ� 短辺左とじ� 短辺右とじ�

用紙方向横�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

用
紙
排
出
方
向�

用紙排出方向�

【ユーザ定義（用紙横置き）】

用紙方向縦�

長辺左とじ� 長辺右とじ� 短辺上とじ� 短辺下とじ�

長辺上とじ� 長辺下とじ� 短辺左とじ� 短辺右とじ�

用紙方向横�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
�

・
・
・
・
�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
�

・
・
・
・
�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
�

・
・
・
・
�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
�

・
・
・
・
�
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【A3/B4/リーガル/ユーザ定義（用紙横置き）】

用紙方向縦�

長辺左とじ� 長辺右とじ� 短辺上とじ� 短辺下とじ�

長辺上とじ� 長辺下とじ� 短辺左とじ� 短辺右とじ�

用紙方向横�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

用
紙
排
出
方
向�

用紙排出方向�

● 両面印刷時の用紙方向ととじしろの関係および出力方向
【A3/B4/リーガル/A4/B5/レター】

用紙方向縦�

長辺左とじ� 長辺右とじ�

裏
面�

表
面�

裏
面�

表
面�

裏
面�

表
面�

裏
面�

表
面�

短辺上とじ� 短辺下とじ�

用
紙
排
出
方
向�

用
紙
排
出
方
向�

用
紙
排
出
方
向�

用
紙
排
出
方
向�

用
紙
排
出
方
向�

用
紙
排
出
方
向�

用
紙
排
出
方
向�

用
紙
排
出
方
向�
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用紙方向横�

長辺上とじ� 長辺下とじ�

短辺左とじ� 短辺右とじ�

裏面�

表面�

裏面�

表面�

裏面�

表面�

裏面�

表面�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

とじしろ量の調整を行いたい場合
「両面印刷」（17ページ）、および「片面印刷時の詳細設定」（19ペー
ジ）参照

〔印刷オプション〕ダイアログで「印刷イメージを180°回転し
て印刷する」にチェックを付けると、印刷結果はすべて180°回
転して印刷されます。
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〔グラフィックス〕ダイアログ
解像度やディザを変更して印刷結果の調整を行う場合に設定します。

①�
②�
③�

④�

⑤�
⑥�

⑦�
⑧�
⑨�

① 解像度 印刷時の解像度を設定します。解像度が高いほど、き
(初期設定：300dpi) れいに印刷できます。300/600/1200dpi（1200dpiは、

XL-6200/5350でメモリを増設したときのみ）を設定で
きます。

② 写真をきれいに ・OSがWindows 95/98/Meの場合、解像度「600dpi」を
印刷する 選択したときのみ設定できます。解像度「1200dpi」
(初期設定：チェックなし) (XL-6200/5350のみ)を選択したときは、チェックあ

りに固定されます。
・OSがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の
場合で、解像度を「600dpi」「1200dpi」(1200dpiは
XL-6200/5350のみ)にしたときに設定できます。

③ ディザ ディザパターンを選択します。「粗」「普通」「細」の
(初期設定：普通) 3段階で調整を行います。「細」に設定すると、図形や

イメージを精細に印刷できます。
④ 明るさ 全体の明るさを、5段階で調整します。
(初期設定：中央)

⑤ トナーセーブする トナーを節約した印刷を行うときにチェックします。
(初期設定：チェックなし) 600dpi以上を選択した場合、本設定は選択できませ

ん。
⑥ スムージングする 文字や図形のギザギザを滑らかにしたい場合にチェッ

(初期設定：チェックあり) クします。次の場合、本設定は選択できません。
・①の解像度を「1200dpi」(XL-6200/5350のみ)にしたとき
・②の「写真をきれいに印刷する」をチェックしたとき

⑦〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認するこ
ボタン とができます。プロパティの双方向通信機能が無効の

場合はグレイアウトされます。
状態を確認する画面については、「プリンタ
の状態表示」(8ページ)参照

⑧〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑨〔標準に戻す〕 〔グラフィックス〕ダイアログで設定した内容をすべ
ボタン て標準値（初期設定）に戻します。
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〔印刷オプション〕ダイアログ
データのスプール形式や印刷に関する設定を行います。

Windows 95/98/Meのとき Windows NT4.0/2000のとき
①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�

⑨�
⑩�
⑪�

⑧�

⑫�
⑬�
⑫�
⑬�

⑫�
⑬�
⑫�
⑬�⑦�

⑨�
⑩�
⑪�

①�
②�

③�
④�

⑥�

①�
②�

③�
④�

⑥�
⑥�⑤�

※ Windows XP/Windows Server 2003のときは、Windows NT4.0/2000と同じダイア
ログで「太字を強調する」はありません。

① プロテクトモードで 解像度、用紙サイズ、印刷方法（片面／両面）の組み
印刷する 合わせで印刷保証できる必要メモリがプリンタ側で確
(初期設定：チェックなし) 保できない場合、印刷を行わないようにするときに

チェックします。
本設定をチェックせずに、メモリを確保できないデー
タを印刷すると、印刷は開始されますが途中でメモリ
不足エラーとなる場合があります。

② パソコンのメモリを 印刷処理を行う場合に、パソコン上のメモリを節約し
節約して印刷する たいときにチェックします。
(初期設定：チェックなし) Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合に、

〔グラフィックス〕ダイアログで「解像度」を「600dpi」
「1200dpi」（1200dpiは XL-6200/5350のみ）、「写真をき
れいに印刷する」を「チェックあり」にすると、本設定
は「チェックあり」固定となります。

③ EMFでスプールする 印刷データをEMF形式(*1)でスプールする場合に
(初期設定：チェックなし) チェックします。

*1：EMF形式： Enhanced Meta Fileの略で、プリンタ
に依存しない中間データ形式です。こ
の形式は印刷データよりサイズが小さ
いため、印刷を実行してから処理がア
プリケーションに戻るまでの時間を短
縮できます。
「パソコンのメモリを節約して印刷す
る」をチェックしている場合、本設定
は「チェックあり」固定となります。

④ 印刷イメージを 印刷イメージを180°回転させて印刷する場合に
180°回転して チェックします。
印刷する 用紙の出力方向はすべて逆になります。
(初期設定：チェックなし) 通常の印刷時の出力方向については、

「片面／両面印刷時の用紙方向について」
（20ページ）参照
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⑤ 定形横置き用紙 通常、給紙トレイに横置きにする用紙(A4/B5/A5/レ
を縦置きにする ター/はがき)を縦置きにして印刷する場合にチェッ
(初期設定：チェックなし) クします。

縦置きで印刷を行う場合は、給紙トレイ用
紙サイズスイッチを「パネルで設定」にし
てください。
なお、印刷時、液晶ディスプレイの用紙サ
イズ表示は「フテイ」になります。

⑥ 定形用紙のサイズを 給紙トレイから給紙して印刷する際に、指定したサイ
チェックする ズと実際の用紙が違う場合にエラーを通知するときは
(初期設定：チェックあり) チェックします。

「定形横置き用紙を縦置きにする」をチェックしてい
る場合、本設定は「チェックなし」固定となります。

⑦ 文字をイメージ Windows 95/98/Meのみの機能です。
として印刷する 文字データをイメージとして処理したい場合にチェッ
(初期設定：チェックなし) クします。文字がイメージ処理されるとグレーの階調

で印刷されます。
⑧ 太字を強調する Windows NT4.0/2000のみの機能です。

(初期設定：チェックなし) True Typeフォントの文字を太字に指定しても違いが
わかりにくいときにチェックします。

⑨〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認するこ
ボタン とができます。プロパティの双方向通信機能が無効の

場合はグレイアウトされます。
状態を確認する画面については、「プリンタ
の状態表示」(8ページ)参照

⑩〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑪〔標準に戻す〕 〔印刷オプション〕ダイアログで設定した内容をすべ
ボタン て標準値（初期設定）に戻します。

⑫〔印刷位置の微調整〕 設定されている印刷位置を調整する場合に設定しま
ボタン す。

本ボタンをクリックすると、次のダイアログが表示さ
れます。

値をマイナスにすると、用紙に対して左／上方向に印
字が移動します。
値をプラスにすると、用紙に対して右／下方向に印字
が移動します。

⑬〔バージョン〕 プリンタドライバのバージョンを表示します。
ボタン
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〔装置オプション〕ダイアログ
プリンタのオプション状態に関する設定を行います。

Windows 95/98/Meのとき Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�

⑧�⑧�

⑦�⑦�

①�
②�
③�
④�

⑥�
⑦�

⑧�⑧�

① プリンタメモリ プリンタに搭載されているメモリを設定します。
② 部単位印刷機能 部単位印刷機能を使う場合に設定します。

部単位印刷については、「複数部数/部単位
印刷」（13ページ）参照

③ 給紙カセット数 プリンタに取り付けられている給紙カセットの段数を
設定します。

④ 両面ユニット プリンタに両面ユニットが取り付けてあるか設定しま
す。

両面印刷については、「両面印刷」（17ペー
ジ）参照

⑤ メッセージ連携 Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003に関す
サービスの警告 る機能です。
を表示する 以下の場合、管理者権限を持たないユーザはメッセー

ジ連携サービスを登録できません。
・クライアントのOSが Windows NT4.0のとき
・サーバのOSが Windows NT4.0で、Windows NT4.0/
2000/XP/Windows Server 2003のクライアントから
ネットワークプリンタのインストールを行うとき
本設定のチェックを外すと、メッセージ連携サービス
による警告ダイアログは表示されなくなります。

⑥〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認するこ
ボタン とができます。プロパティの双方向通信機能が無効の

場合はグレイアウトされます。
状態を確認する画面については、「プリンタ
の状態表示」(8ページ)参照

⑦〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑧〔プリンタ状態 プリンタに取り付けられているオプション装置の状態
を設定値に反映 を〔装置オプション〕ダイアログ内の設定に反映しま
する〕ボタン す。プロパティの双方向通信機能が無効の場合はグレ

イアウトされます。
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〔Printianavi〕ダイアログ
Printianaviに関する表示方法の設定を行います。

プリンタのプロパティで双方向通信機能が無効になっている場
合、Printianavi機能は無効となり、ダイアログはグレイアウト
されます。

双方向通信機能を有効にする方法については、「Printianavi のメッ
セージが表示されない」（149ページ）参照

①�

②�
③�
④�

⑤�
⑥�
⑦�

① 印刷中のステータス表示 印刷中のステータス情報の表示方法を選択します。
（初期設定：エラー時ポップアップ） エラー時ポップアップ 印刷中のステータスを、タスク

トレイにアイコン表示します。
エラーが発生すると、ポップ
アップ表示します。

ポップアップ 印刷中のステータスをタスクト
レイにポップアップ表示します。

最小化 印刷中のステータスをアイコン
表示します。

表示しない 印刷中のステータスを表示しま
せん。

表示方法については、「印刷中のステー
タス表示の種類」（28ページ）参照

② ステータスを最前面に ステータスを常に最前面に表示させるときに
表示する チェックします。
（初期設定：チェックなし） 他のアプリケーションが起動していて隠れて見え

にくい場合にこの機能が役立ちます。
「印刷中のステータス表示」で「表示しない」が選
択されている場合、本設定は「チェックなし」固
定となります。

③ 印刷の終了を通知する 印刷終了時に通知ダイアログを表示する場合に
（初期設定：チェックなし） チェックします。

④ オプション 印刷中のステータス表示および印刷終了などの
メッセージの通知先や印刷ログに関する設定を行
う〔オプション〕ダイアログを表示します。

〔オプション〕ダイアログについては、
「■〔オプション〕ダイアログ」(31ペー
ジ)参照
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⑤〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認す
ボタン ることができます。

状態を確認する画面については、「プリ
ンタの状態表示」(8ページ)参照

⑥〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑦〔標準に戻す〕 〔Printianavi〕ダイアログで設定した内容をすべ
ボタン て標準値（初期設定）に戻します。

印刷中のステータス表示の種類
印刷中のステータス表示には、ポップアップ表示と最小化表示の２つがあります。
どちらの表示も、印刷が終了すると自動的に終了します。

●ポップアップ表示
画面上にウィンドウで表示します。

②�

③�

①�

①〔 〕（閉じる）ボタン 印刷中のステータス表示を終了するときにク
リックします。

②〔 〕（最小化）ボタン 最小化表示に切り替えるときにクリックしま
〔OK〕ボタン す。

③〔印刷中止〕ボタン 印刷を中止するときにクリックします。

・印刷完了ページは、部単位印刷のときのみ部数が表示されま
す。

・エラー発生時の再開ページ指定
サーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003 で紙
づまりのエラーが発生したときのみ、〔再開ページ指定〕が有
効になります。再開指定機能を使用できない場合は、〔再開
ページ指定〕はグレイアウトされます。
サーバがWindows 95/98/Me の場合は、〔再開ページ指定〕は
表示されません。
〔再開ページ指定〕をクリックする前にプリンタのエラーを解
除すると、印刷が自動的に再開されます。
再開ページを指定するときは、エラーを解除する前に〔再開
ページ指定〕をクリックしてください。

�クリック�

印刷再開ページの設定を
行うことにより、印刷再
開時のページを変更する
ことができます。�
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●最小化表示
タスクトレイにアイコンで表示します。

�

・ダブルクリックすると、ポップアップ表示に切り替わります。�

[Windows 95/98/Meの画面]

・右クリックすると、次のメニューが表示されます。�

・マウスカーソルを合わせると、�
  簡単なステータスを表示します。�
�

〔元のサイズに戻す〕�
ポップアップ表示に�
切り替わります。�

〔印刷中止〕�
印刷を中止します。�

〔再開ページを指定〕�
再開ページを指定し
ます。�

〔ステータス表示の終了〕�
表示を終了します。�

[Windows NT4.0/2000/XP/Windows 
Server 2003の場合、または
Windows NT4.0/2000/XP/Windows 
Server 2003サーバに連携したと
きの画面]

再開ページが指定可能なエラーの場合、右クリックメニューで
再開ページ指定を選択できます。（プリントサーバがWindows
NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合）
なお、プリントサーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server
2003の場合でも、再開ページ指定機能が使用できないときは、グ
レイアウトされます。

各アイコンが示す内容を次の表に示します。

アイコン 説 明
印刷中です。

プリンタが次の状態です。
　ウォームアップ／クールダウン中、印刷準備中、
　印刷待ち、印刷再開準備中
プリンタがエラー状態です。

プリンタのトナーが残り少なくなっているなど、警告の
状態を示します。

プリンタとの通信に異常が起きた状態です。
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印刷の終了を通知する

印刷終了のメッセージを表示するかどうかを指定します。表示するときは、チェッ
クします。

印刷終了のメッセージ例

・印刷終了通知は、印刷が正常に終了した場合のみ通知されま
す。エラー等によって印刷が打ち切られた場合は通知されま
せん。

・部単位印刷を行った場合は、「印刷完了ページ」のページ数の
後ろに指定した印刷部数を表示します。

部単位印刷を行った場合の印刷終了のメッセージ例
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〔オプション〕ダイアログ

〔Printianavi〕ダイアログで〔オプション〕をクリックすると、〔オプション〕ダイ
アログが表示されます。

①�

②�
③�
④�

① ステータスの表示先 印刷時のステータス表示および印刷終了の通知
(初期設定：このコンピュータ) 先を設定します。

・このコンピュータ
印刷を実行したパソコンにメッセージを通知
します

・コンピュータを指定
他のパソコンにメッセージを通知します。

・ホスト名またはIPアドレス
通知先のパソコンのホスト名またはIPアド
レスを指定します。

② Systemwalker Systemwalker PrintMGRと連携して印刷を行う
PrintMGRと連携する 場合にチェックします。
(初期設定：チェックなし)

③ 印刷ログを残す 印刷時に発生したエラーや印刷の記録をログに
(初期設定：チェックあり) 残したい場合にチェックします。

「Systemwalker PrintMGRと連携する」をチェッ
クしている場合、本設定は「チェックなし」固定
となります。
サーバ連携で印刷する場合、サーバ側には、ク
ライアントの設定に関わらず、印刷ログが残り
ます。

④ メッセージ連携 サーバ経由で印刷する場合に、メッセージ（ス
サービスの設定 テータス）を受信するためのサービスの開始／

停止を設定します。
設定については、「メッセージ連携
サービスの設定」（32ページ）参照
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メッセージ連携サービスの設定
サーバ経由で印刷する場合に、メッセージ（ステータス）を受信するためのサービ
スの開始／停止を設定します。開始または停止を設定したときの動作は、次のとお
りです

「開始」状態 ... 印刷中のステータスや印刷終了のメッセージを、印刷を行った
パソコン上に表示することができます。

「停止」状態 ... 印刷中のステータスは、サーバ上に表示されます。印刷終了の
メッセージは表示されません。

クライアントの設定に関わらず、サーバ側には印刷ログが残り
ます。

選択方法には、次の2種類の操作方法があります。なお、現在の設定内容はグレイ
アウトされます。

・マウスで右クリックして選択する ・〔操作〕メニューから選択する

・クライアント・サーバ間でメッセージ連携を行う場合は、ク
ライアントとサーバの両方でメッセージ連携サービスを「開
始」状態にする必要があります。

・双方向通信を利用しない環境や、TCP/IPのネットワークプロ
トコルを使用しない環境では、「停止」状態にしてください。

・OSが Windows NT4.0の場合は、管理者権限でログオンして
ください。

・OSが Windows 2000/XP/Windows Server 2003の場合、管理
者権限以外でログオンすると次のダイアログが表示されま
す。管理者権限のユーザ名／パスワードを入力すると、ネッ
トワーク連携サービスの設定を行うことができます。



第2章
ログ機能

印刷実行の履歴を管理したり、プリンタのプロ
セスカートリッジや定着器の交換時期などの情
報を管理する機能です。

印刷ログ機能印刷ログ機能印刷ログ機能印刷ログ機能印刷ログ機能（（（（（印印印印印刷刷刷刷刷ロロロロログググググビビビビビュュュュューーーーーアアアアア）））））.................................................. 3434343434
印刷ログビューアを起動する ................ 34
印刷ログビューアの見かた .................. 35

消耗品ログ機能消耗品ログ機能消耗品ログ機能消耗品ログ機能消耗品ログ機能（（（（（消消消消消耗耗耗耗耗品品品品品ロロロロログググググビビビビビュュュュューーーーーアアアアア）））））.............................. 3838383838
消耗品ログビューアを起動する .............. 38
消耗品ログビューアの見かた ................ 39
通知 ...................................... 45
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印刷ログ機能印刷ログ機能印刷ログ機能印刷ログ機能印刷ログ機能（（（（（印刷ログビューア）印刷ログビューア）印刷ログビューア）印刷ログビューア）印刷ログビューア）
プリンタドライバの設定で「印刷ログを残す」がチェック（初期設定はチェックあ
り）されていると、印刷時の最後の状態がログとして保存され、印刷ログビューア
より参照することができます。
この機能により、ユーザは印刷が終了してから時間が経過しても自分の印刷物がい
つ、どこに印刷されたかを確認できます。

・本ソフトウェアは、「メッセージ連携サービス」を「開始」に
設定すると、〔スタート〕メニューに登録されます。

・本ソフトウェアは、ログ機能をサポートするXLプリンタをす
べて削除すると、一緒に削除されます。ログファイルは削除
されません。

・印刷ログは各メッセージ（ステータス表示、印刷完了通知）の
表示先にバイナリファイルとして格納されます。（表示先は、
プリンタのプロパティの〔Printianavi〕ダイアログ内の〔オ
プション〕でステータス表示先が示すパソコンです。）

・パソコン1台につき、印刷ログファイルは1個となります。（複
数のプリンタが設定されている場合は、複数のプリンタのロ
グが1ファイルに格納されます。）

・プリンタのプロパティの〔Printianavi〕ダイアログ内のオプ
ションで「Systemwalker PrintMGRと連携する」がチェックさ
れている場合、印刷ログ採取は行いません。

・サーバ経由で印刷を行う場合、サーバにはクライアントの「ロ
グを残す」設定に関わらず、ログが採取されます。

印刷ログビューアを起動する
「印刷ログ一覧」を表示させるには「印刷ログビューア」を起動します。
「印刷ログビューア」を起動するには、〔スタート〕から〔プログラム〕（Windows XP/
Windows Server 2003 のときは、〔すべてのプログラム〕）〔Printianavi〕〔Printia
navi印刷ログビューア〕の順に選択します。
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印刷ログビューアの見かた

印刷ログ一覧

このパソコンで行われた印刷のログを表示します。

①� ②� ③�④�⑤� ⑥� ⑦�

① 分類 ログの分類を表示します。表示内容は次のとおりです。
  印刷完了・印刷打ち切り・エラー表示・保留

② 文書名 印刷を行った文書名を表示します。
③ ユーザ名 印刷を行ったユーザ名を表示します。
④ 印刷枚数 印刷完了枚数を表示します。印刷完了枚数が不確定の場

合は空白となります。
⑤ プリンタ名 印刷先のプリンタ名を表示します。
⑥ 日時 ログが採取された日時を表示します。
⑦ 印刷要求元 印刷を行ったコンピュータ名を表示します。

印刷ログを採取しない場合は、プリンタのプロパティの
〔Printianavi〕ダイアログの〔オプション〕をクリックし、「印
刷ログを残す」のチェックを外してください。
ただし、ネットワークプリンタの場合、この指定に関係なくサー
バ側に、印刷ログが採取されます。
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印刷ログ情報表示

印刷ログ情報を表示するには、次のいずれかの操作をします。
・ 印刷ログ一覧で、情報を表示したいログをダブルクリックする
・ 印刷ログ一覧の〔操作〕メニューから「ログ情報表示」を選択する
印刷ログ情報表示を閉じるには〔OK〕をクリックします。

�①�

②�
�③�
④�
⑤�
⑥�

⑩�⑩�
�
�

⑦�

⑧�⑧�
⑨�⑨�

⑪�

① アイコン プリンタの状態を示すアイコンです。アイコンの種類
と意味は、次のとおりです。

印刷完了 警告 印刷打ち切り

上記のほか、プリンタのエラー内容を示すアイコンが
あります。

② ユーザ名 印刷を行ったユーザ名を表示します。
③ 文書名 印刷を行った文書名を表示します。
④ 印刷完了ページ 印刷完了ページ数を表示します。

ページ数の後に“※要確認”が表示されている場合
は、実際の印刷完了ページ数と異なることがありま
す。

⑤ 印刷完了枚数 印刷完了枚数を表示します。
印刷完了ページの後に“※要確認”が表示されている
場合は、実際の印刷完了枚数と異なることがありま
す。

⑥ 排紙先 用紙の排紙先を表示します。
⑦ 印刷要求元 印刷を行ったコンピュータ名を表示します。
⑧ 発生日時 ログが採取された日時を表示します。
⑨ プリンタ名 印刷先のプリンタ名を表示します。
⑩ 分類 ログの分類を表示します。表示内容は以下のとおりで

す。
　印刷完了・印刷打ち切り・エラー表示・保留

⑪  印刷ログ一覧の情報を、順番に見ることができます。
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印刷ログビューアの環境設定

〔印刷ログ一覧〕ダイアログの〔操作〕メニューから「環境設定」を選択すると、印
刷ログビューアの環境設定を行うことができます。

①�

②�

① 最大ログサイズ ログファイルの最大サイズを示します。
  設定範囲：5～32767KB
  初期設定：50KB

② ログの名前 ログファイルの格納先とログファイル名を示しま
す。

・Windows NT4.0の場合、管理者権限でログオンしてください。
管理者権限以外でログオンした場合はグレイアウトされ、環
境設定できません。

・Windows 2000/XP/Windows Server 2003の場合は、PowerUsers
グループ権限のユーザでも設定できます。
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消耗品ログ機能消耗品ログ機能消耗品ログ機能消耗品ログ機能消耗品ログ機能（（（（（消耗品ログビューア）消耗品ログビューア）消耗品ログビューア）消耗品ログビューア）消耗品ログビューア）
消耗品ログは使用しているプリンタの消耗品の交換時期がいつ発生したかを確認で
きるように管理し、必要に応じてあらかじめ設定していた送信先にEメールにて通
知することができます。

・本ソフトウェアは、「メッセージ連携サービス」を「開始」に
設定すると、〔スタート〕メニューに登録されます。

・本ソフトウェアは、ログ機能をサポートするXLプリンタをす
べて削除すると、一緒に削除されます。ログファイルは削除
されません。

・PrintianaviマネージャV5.1のメンテナンス情報のログとし
て採取した情報を、消耗品ログビューアで表示することがで
きます。

・パソコン1台につき消耗品ログファイルは1個となります。（複
数のプリンタが設定されている場合は、複数のプリンタのロ
グが1か所に格納されます。）

・消耗品ログは、印刷またはプリンタの状態表示を実行したと
き、プリントサーバ側で採取されます。

消耗品ログビューアを起動する
「消耗品ログ一覧」を表示させるには「消耗品ログビューア」を起動します。
「消耗品ログビューア」を起動するには〔スタート〕から〔プログラム〕（Windows XP/
Windows Server 2003 のときは、〔すべてのプログラム〕）〔Printianavi〕〔Printia
navi消耗品ログビューア〕の順に選択します。
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消耗品ログビューアの見かた

消耗品ログ一覧
消耗品ログビューアを起動すると、次の画面が表示されます。
起動時は、登録されているドライバ、およびログを採取したことのある削除された
ドライバについて、すべてのプリンタの消耗品ログが表示されます。
削除されたドライバの情報はドライバ名の後ろに(x)が表示されます。

消耗品ログ一覧の表示内容を設定する(環境設定)
消耗品ログ一覧に表示される管理内容は、〔環境設定〕ダイアログで指定することが
できます。
〔環境設定〕ダイアログを表示するには、〔消耗品ログ一覧〕ダイアログの〔操作〕メ
ニューから〔環境設定〕を選択します。

メンテナンス情報を指定する
メンテナンスに関する情報のうち、管理したい内容を指定します。

トナーが残り少なくなった プリンタのトナーが残り少ないことを示すログを
採取するときにチェックします。

トナーがなくなった プリンタのトナーの残りがなくなったことを示す
ログを採取するときにチェックします。

定着器のメンテナンスが プリンタの定着器のメンテナンスが必要になった
必要となった ことを示すログを採取するときにチェックします。
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ログを表示/保存/送信/初期化する

消耗品ログ一覧では、次のことができます。
・ ログを表示する
・ ログをテキストファイルで保存する
・ ログをEメールで送信する
・ ログを初期化する

〔消耗品ログ一覧〕ダイアログ

●ログを表示するとき
メンテナンス情報のログを表示するプリンタを〔プリンタ選択〕で選択します。
「すべてのプリンタ」を選択すると、登録されているドライバについて、すべてのプ
リンタの情報を表示します。

●ログを送信するとき
〔操作〕から〔送信〕を選択すると、メンテナンス情報のログをＥメールで送信する
ことができます。Ｅメール送信の詳細については「Ｅメールで送信する」（41ペー
ジ）を、通知内容については「通知」（45ページ）を参照してください。

●ログを保存するとき
表示されたログを保存するときは、〔操作〕から〔ファイルに保存〕を選択し、〔消
耗品ログ情報を保存〕ダイアログで、保存先のフォルダとファイル名を指定して〔保
存〕をクリックします。
ログは、テキスト形式で保存されます。

●ログを初期化するとき
表示されたログを初期化するときは、〔操作〕から〔初期化〕を選択します。
ログを1つも採取していない状態では、〔初期化〕は選択できません。
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E メールで送信する

プリンタ一覧に表示されるプリンタの消耗品（プロセスカートリッジ／定着器等）
の消耗状況のログを、Eメール機能を利用して通知させることができます。

●設定方法

〔操作〕から〔環境設定〕を選択する

「ログの採取時にEメールを送信する」をチェックする

〔Eメールの詳細〕をクリックする

〔Eメールの詳細〕ダイアログが表示されます。
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〔Eメールの詳細〕画面

①�
②�

③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�

⑨�

⑫�⑪�⑩�
① SMTPサーバ名 SMTPサーバの名前を指定します。省略できません。
② SMTPポート番号 SMTPサーバが使用しているポート番号を指定します。

  初期設定：25
③ 送信者名 送信者の名前を指定します。省略できません。
④ 送信元アドレス 送信元のEメールアドレスを指定します。複数アドレ

ス指定はできません。省略できません。
⑤ 送信先アドレス 送信先のEメールアドレスを指定します。

複数のアドレスを指定できます。複数のアドレスを指
定するときは、カンマ＋空白、カンマまたは空白で区
切ります。

⑥ 件名 Eメールの題名を指定します。(半角255文字または全
角127文字以内)
  初期設定：「Printianavi消耗品ログビューアから
　　　　　　のお知らせ」

⑦ ユーザ情報を チェックを付けると、〔ユーザ情報〕ダイアログで指
付加する 定した内容が、Eメールの最後に付加されます。（43

ページ参照）
  初期設定：チェックなし

⑧ コピーを作成する コピー送信先アドレスにて指定したEメールアドレス
をBCCとしてEメールを送信します。
複数のアドレスを指定できます。複数のアドレスを指
定するときは、カンマ＋空白、カンマまたは空白で区
切ります。
  初期設定：チェックなし

⑨〔送信テスト〕 クリックすると、〔Eメール送信確認〕ダイアログ
ボタン (44ページ参照)が表示され、Eメールの送信テストを

行うことができます。
⑩〔OK〕ボタン クリックすると指定の変更が有効となり、ウィンドウ

を閉じます。
⑪〔キャンセル〕 クリックすると指定の変更が無効となり、ウィンドウ
ボタン を閉じます。

⑫〔標準に戻す〕 クリックすると各指定項目が標準値(初期設定)に変更
ボタン されます。ただし、〔ユーザ情報〕ダイアログ(43ペー

ジ)で指定した文章はそのまま残ります。
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〔Eメールの詳細〕ダイアログの〔ユーザ情報編集〕をクリック
すると、以下の〔ユーザ情報〕ダイアログが表示されます。

「区切り線」「会社名」「部署名」「電話番号」「E-mail」には、半
角255文字、または全角127文字の文字列、「担当者名」には半
角64文字、または全角32文字の文字列を入力できます。「コメ
ント」には、1行の文字数が半角255文字、または全角127文字
で、最大5行の文字列を設定できます。
初回表示時は、42ページの〔Eメールの詳細〕の「送信者名」と
「送信元アドレス」がそれぞれ「担当者名」と「E-mail」に反映
されます。
〔プレビュー〕をクリックすると、これらの情報を順に文字列結
合した結果を表示します
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〔Eメール送信確認〕ダイアログを表示するには、次の2つの方法があります。
・〔Eメールの詳細〕ダイアログの〔送信テスト〕をクリックする
・ 消耗品ログ画面で〔操作〕〔送信〕の順にクリックする

クリック�

「送信元アドレス」「送信先アドレス」「コピー送信先アドレス」「件名」には〔Eメー
ルの詳細〕ダイアログで設定した値が初期設定となります。
「件名」「内容」に半角カタカナ文字を入力した場合は、全角カタカナ文字に自動的
に変換され、送信されます。

送信テストで通知される内容

送信テストです。�
� ※本ソフトウェアが動作するPCのコンピュータ名�
送信時刻：XXXX/XX/XX  XX:XX:XX�
送信元コンピュータ：XXXXXXXX 
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通知
Eメールにて送信される消耗品ログ情報は以下の内容が通知されます。

●トナーが残り少なくなったとき

概要� ：消耗品情報が発生しました。�
�
発生日� ：XXXX/XX/XX XX:XX:XX�
送信元コンピュータ�：XXXXXXXX�
プリンタ名� ：XXXXXXXXXX�
�

プリンタモデル� ：XL-XXXX�

総印刷枚数� ：XXX 枚�

�

前回記録� ：XXXX/XX/XX XX:XX:XX  XXXXページ�

�

エラー内容� ：トナーの残量が少なくなりました。�

� 　新しいトナーカートリッジを用意してください。�

�

処置� ：【処置】�

� 　純正プロセスカートリッジをおすすめします。�

� 　純正品以外のものをご使用になりますと、プリンタ本体の故障の�

� 　原因になったり、印刷品質が低下するなど、本来の性能が発揮で�

� 　きない場合があります。�

� 　サプライ品については、お買い上げの販売店にご相談ください。�

�

【プリンタモデル】【商品名（商品番号）】�

XL-XXXX          プロセスカートリッジLBXXX(XXXXXXX)�

�

【使用済みプロセスカートリッジ無償回収サービスお問い合わせ先】�

　エコ受付センター�

  　（フリーダイヤル　　：0120-30-0693）�
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●トナーがなくなったとき

概要� ：消耗品情報が発生しました。�
�
発生日� ：XXXX/XX/XX XX:XX:XX�
送信元コンピュータ�：XXXXXXXX�
プリンタ名� ：XXXXXXXXXX�
�

プリンタモデル� ：XL-XXXX�

総印刷枚数� ：XXX 枚�

�

前回記録� ：XXXX/XX/XX XX:XX:XX  XXXXページ�

�

エラー内容� ：トナーがなくなりました。�

� 　新しいトナーカートリッジと交換してください。�

�

処置� ：【処置】�

� 　純正プロセスカートリッジをおすすめします。�

� 　純正品以外のものをご使用になりますと、プリンタ本体の故障の�

� 　原因になったり、印刷品質が低下するなど、本来の性能が発揮で�

� 　きない場合があります。�

� 　サプライ品については、お買い上げの販売店にご相談ください。�

�

【プリンタモデル】【商品名（商品番号）】�

XL-XXXX          プロセスカートリッジLBXXX(XXXXXXX)�

�

【使用済みプロセスカートリッジ無償回収サービスお問い合わせ先】�

　エコ受付センター�

  　（フリーダイヤル　　：0120-30-0693）�
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●定着器のメンテナンスが必要となったとき

概要� ：消耗品情報が発生しました。�
�
発生日� ：XXXX/XX/XX XX:XX:XX�
送信元コンピュータ�：XXXXXXXX�
プリンタ名� ：XXXXXXXXXX�
�

プリンタモデル� ：XL-XXXX�

総印刷枚数� ：XXX 枚�

�

前回記録� ：XXXX/XX/XX XX:XX:XX  XXXXページ�

�

エラー内容� ：定着器の交換時期が近づいてきました。�

�

処置� ：以下の部品は磨耗するため、交換することをおすすめします。�

� 　部品の交換は、ハードウェア修理相談センターにご連絡ください。�

� 　なお部品の交換は有償です。�

�

【プリンタモデル】�【交換部品】� 【交換目安】�

XL-XXXX� 定着器�  XX万ページ�

�

【定着器交換お問い合わせ先】�

　ハードウェア修理センター�

　  （フリーダイヤル　　：0120-422-297）�
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第３章
Printianavi

ネットワークマネージャ

ネットワークに接続されたXLプリンタの状態監
視および環境設定を、パソコンから行う
Printianaviネットワークマネージャの使い方
について説明します。

概　要概　要概　要概　要概　要 ............................................................................................................................................................................... 5050505050
PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動する.................... 5252525252
監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する ........................................................................... 5353535353
「「「「「監監監監監視視視視視リリリリリススススストトトトト」」」」」の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定 ................................................................. 5555555555

メニューバーの機能 ........................ 56
ツールバーの機能 .......................... 58
プリンタの情報の見かた .................... 59
プリンタの通信時間を設定する .............. 60

「「「「「詳詳詳詳詳細細細細細画画画画画面面面面面」」」」」の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定 ........................................................................... 6161616161
〔プリンタ情報〕ダイアログ ................ 62
〔基本情報〕ダイアログ .................... 63
〔オプション情報〕ダイアログ .............. 65
〔SNMP 情報〕ダイアログ .................... 67
〔トラップ通知先〕ダイアログ .............. 68
〔E メール送信設定〕ダイアログ ............. 69
パスワードを変更する ...................... 72
設定を有効にする .......................... 73
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概　要概　要概　要概　要概　要
Printianaviネットワークマネージャは、ネットワークに接続されているXLシリー
ズのプリンタを管理するためのソフトウェアです。
本ソフトウェアを使用することにより、プリンタの状態監視や環境設定をパソコン
から行うことができます。

サポート対象プリンタ

サポート対象プリンタは以下のとおりです。
XL-5250/5310/5320/5330/5340/5350/5710/5720/5730/5750/6010/6100/6200/6700

XL-5310/5320/5330/5340/5710/5720/5730/6010/6100/6700では、
〔プリンタ情報〕ダイアログでのステータス情報表示は簡易表示
となります。
エラー時の用紙サイズ、給紙カセット位置、カバー種類は表示
されません。

機　能

Printianavi ネットワークマネージャは、ネットワーク上に接続されているXLシ
リーズのプリンタに対し、次のことができます。

機　能 内　容
一覧表示 管理するプリンタを、パソコンの画面に一覧表示します。複

数のプリンタに関する情報を、ひと目で確認できます。
一覧表示するプリンタは、任意に指定することができます。

自動検索 管理するプリンタをネットワーク上で自動的に検索し、各プ
リンタに関する情報を一覧表示します。

状態監視 複数のプリンタの状態を同時に監視します。
また、一覧表示されている個々のプリンタに対して、定期監
視を行うかどうかを設定することができます。

環境設定 XLシリーズのプリンタの環境を、パソコンから設定すること
ができます。
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「監視リスト」と「詳細画面」

Printianaviネットワークマネージャを利用中に表示される主な画面に、「監視リス
ト」と「詳細画面」があります。

「監視リスト」
監視中のプリンタの情報を一覧で表示する画面です。
監視するプリンタは、ユーザが任意に指定できます。

画面の詳細は「「監視リスト」の見かたと設定」（55ページ）参照

「詳細画面」
プリンタごとの詳細情報を表示する画面です。

画面の詳細は「「詳細画面」の見かたと設定」（61ページ）参照
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PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動するネットワークマネージャを起動する
Printianaviネットワークマネージャを起動する方法について説明します。
Printianaviネットワークマネージャを起動すると、「監視リスト」が表示されます。

Printianaviネットワークマネージャのインストール方法については、
「第5 章 ネットワークソフトウェアのインストールとネットワーク
ポートの追加」（93ページ）参照

〔スタート〕から〔プログラム〕（Windows XP/Windows Server 2003 の
ときは、〔すべてのプログラム〕）〔Printianavi〕〔ネットワークソフト
ウェア2〕〔Printianaviネットワークマネージャ〕の順に選択する

Printianaviネットワークマネージャを初めて起動したときは、監視するプリン
タを指定する必要があります。

監視するプリンタを登録する操作については、「監視するプリンタを
登録する」(53ページ)参照
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監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する監視するプリンタを登録する
Printianaviネットワークマネージャで監視するプリンタを登録する方法には、次の
2種類があります。

IPアドレスによる登録

監視するプリンタを、IPアドレスとポート番号で指定します。

「監視リスト」の〔プリンタ〕から〔新規登録〕を選択する

IPアドレスとポート番号を設定する

定期監視を行うか指定し、〔OK〕をクリックする

自動検索による登録

ネットワークに接続されているプリンタを自動検索します。

「監視リスト」の〔プリンタ〕から〔プリンタの検索〕を選択する

ネットワークに接続されているプリンタが検索され、「監視リスト」に登録され
ます。(画面例は、「詳細」表示のとき)

〔表示〕から〔一覧〕を選択し、「監視リスト」の表示のしかた
を変えることができます。
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検索範囲を設定する

ネットワークに接続されているプリンタの検索範囲を設定することができます。

「監視リスト」の〔プリンタ〕から〔検索範囲の設定〕を選択する

〔検索範囲の設定〕ダイアログで検索条件を指定する

①�
⑤�
⑥�

⑧�

②�
③�
④�
⑦�

① ローカルネットワーク パソコンが属しているネットワーク内を検索する
を指定 場合に選択します。

② 検索範囲を指定 パソコンが属しているネットワークと異なるネッ
トワークの範囲を検索する場合に選択します。

③ ネットワークアドレス プリンタの検索範囲に追加するネットワークアド
レスを指定します。「0.0.0.0」および
「255.255.255.255」は指定できません。

④ サブネットマスク プリンタの検索範囲に追加するサブネットマスク
を指定します。「255.255.255.255」は指定できま
せん。

⑤ 検索ポート番号 プリンタの検索範囲に追加するポート番号を指定
します。
　　設定範囲：1～65535  初期設定：9313

⑥ 検索時間 プリンタの検索時間（タイムアウト時間）を設定
します。
　　設定範囲：5～30秒  初期設定：5秒

⑦〔追加〕ボタン ①～⑥で指定した内容を、アドレスリストに追加
します。すでに登録されているネットワークアド
レスを指定した場合は、追加されません。

⑧〔削除〕ボタン アドレスリストで選択した項目を削除し、指定し
た内容を①～⑥に反映します。

・ローカルネットワークを追加する場合、「検索ポート番号」と
「検索時間」のみ入力することができます。
・ローカルネットワーク（＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊）の最後の1つを削
除することはできません。
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「「「「「監監監監監視視視視視リリリリリススススストトトトト」」」」」の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定
監視リストの表示のしかたには「一覧」と「詳細」の2種類あります。
表示方法はメニューバーの〔表示〕から選択します。

・〔一覧〕表示 ・〔詳細〕表示

①�

②�

⑤�④�

①�

③�

②�

⑤�④�

① メニューバー 監視リストで実行できる機能を表示します。
② ツールバー 監視リストで実行できる機能をボタンで表示します。
③ 表示項目名 プリンタの情報の項目名です。（「詳細」表示のみ）

項目名をクリックすると、クリックした項目の内容をも
とにプリンタ情報の表示を並び替えることができます。
また、表示する項目を変更したり、順序を入れ換えたり
することができます。

表示する項目を変更する操作については、「表
示する項目と順序を変更する」(59ページ)参照

④ チェックボックス Printianaviネットワークマネージャは、このチェック
ボックスがチェックされているプリンタを定期監視しま
す。
定期監視の間隔は〔ツール〕の〔通信タイマの設定〕で
設定します。

詳細は、「プリンタの通信時間を設定する」(60
ページ)参照

⑤ アイコン プリンタの状態をアイコン形式で表示します。
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メニューバーの機能
「監視リスト」のメニューバーの各機能について説明します。

①� ②� ③� ④�
① プリンタ 新規登録 リストに新規登録するプリンタを指定しま

す。
登録については、「監視するプリン
タを登録する」（53ページ）参照

プリンタの変更 IPアドレス、ポート番号、監視状態の変更
を行います。

詳細は「監視するプリンタを登
録する」（53ページ）参照

監視リストから 「監視リスト」で選択されているプリンタ
削除 を、「一覧表示」から削除します。
プリンタの検索 〔検索範囲の設定〕ダイアログで指定した検

索範囲からプリンタを検索し、「監視リス
ト」に登録します。

検索範囲の設定 プリンタの検索範囲を指定します。
設定の詳細については、「監視す
るプリンタを登録する」（53ペー
ジ）参照

詳細画面の表示 「監視リスト」で選択されているプリンタの
「詳細画面」を表示します。

「詳細画面」の内容については、
「詳細画面」の見かたと設定」
（61ページ）参照

ブラウザで ｢監視リスト｣で選択されているプリンタの
状態を表示 持つPrintia LASER Internet Serviceを

起動します。
詳細については、「第4章
Printia LASER Internet
Service」（75ページ）参照

終了 Printianaviネットワークマネージャを終
了します。

Netscape 6.xを「通常使うブラウザ」に設定している環境で、
〔ブラウザで状態を表示〕機能を使用すると、次の現象が発生す
ることがあります。
・「ブラウザの起動に失敗しました」とメッセージが表示される
Printia LASER Internet Serviceの動作に問題はありませ
ん。メッセージダイアログを閉じてください。

・Internet Explorerが起動していると、Printia LASER
Internet Serverが表示されない
Internet Explorerを閉じてから、再度〔ブラウザで状態を
表示〕を実行してください。
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②表示 ツールバー ツールバーの表示・非表示を指定します。
ステータスバー ステータスバーの表示・非表示を指定しま

す。
一覧 「監視リスト」を一覧モードで表示します。
詳細 「監視リスト」を詳細モードで表示します。
表示項目の設定 「監視リスト」の「表示項目名」に表示する

項目と順序を指定します。
指定方法は「プリンタの情報の
見かた」の「表示する項目と順
序を変更する」（59ページ）参照

全てのプリンタ 「監視リスト」に登録されているすべてのプ
の情報を更新 リンタの情報を最新の情報に更新します。
情報の更新 「監視リスト」で選択されているプリンタの

情報を最新の情報に更新します。
③ツール IPアドレス設定 IPアドレス設定ユーティリティ2を起動し

ユーティリティ2 ます。
を起動する 詳細については、『取扱説明書』

「第6章 ネットワークを利用し
てプリンタを接続する」の「IP
アドレスの設定」参照

定期監視する 選択されているプリンタに対し定期監視を
有効にする場合に選択します。

定期監視しない 選択されているプリンタに対し定期監視を
無効にする（行わない）場合に選択します。

通信タイマの 通信エラーと判断するまでの時間、および
設定 定期監視の間隔を設定します。

設定の詳細については、「プリン
タの通信時間を設定する」（60
ページ）参照

④ヘルプ 目次 「トピックの検索」画面を表示します。
ヘルプ 「監視リスト」のヘルプを表示します。
バージョン情報 「Printianaviネットワークマネージャ」の

バージョン情報を表示します。
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ツールバーの機能
「監視リスト」のツールバーにあるボタンの機能について説明します。

①�②�③�④�⑤�⑥�⑦�⑧�⑨�

① 全てのプリンタの「監視リスト」に登録されているすべてのプリンタの
情報を更新 情報を最新の情報に更新します。

② 詳細画面の表示 ｢監視リスト」で選択されているプりンタの「詳細画
面」を表示します。

詳細画面の内容については、「「詳細画面」
の見かたと設定」（61ページ）参照

③ ブラウザで状態 ｢監視リスト｣で選択されているプリンタの持つ
を表示 Printia LASER Internet Serviceを起動します。

詳細については、「第4章 Printia LASER
Internet Service」（75ページ）参照

④ 新規登録 リストに新規登録するプリンタを指定します。
登録方法の詳細については、｢監視するプリ
ンタを登録する｣（53ページ）参照

⑤ 監視リストから 「監視リスト」で選択されているプリンタを、「一覧表
削除 示」から削除します。

⑥ プリンタの検索 「検索範囲の設定」で指定された検索範囲からプリン
タを検索し、「監視リスト」に登録します。

⑦ 定期監視する 選択されているプリンタに対し定期監視を有効にする
場合に選択します。

⑧ 定期監視しない 選択されているプリンタに対し定期監視を無効にする
（行わない）場合に選択します。

⑨〔ヘルプ〕ボタン 「監視リスト」のヘルプを表示します。

｢監視リスト」のポッアアップメニュー
｢監視リスト」のプリンタモデル名の上でマウスを右クリックす
ると表示されるメニューからは、ツールバーやメニューバーと
同じ機能を実行できます。

〔詳細画面の表示〕ボタン�
〔ブラウザで状態を表示〕ボタン�

〔プリンタの変更〕メニュー�

〔情報の更新〕メニュー�
〔定期監視する〕ボタン�
〔定期監視しない〕ボタン�

〔監視リストから削除〕ボタン�
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プリンタの情報の見かた
チェックボックス、項目名、およびアイコンについて説明します。

表示する項目と順序を変更する

「監視リスト」のプリンタ情報として表示する項目を変更したり、順序を入れ替えた
りする操作について説明します。

「監視リスト」の〔表示〕から「表示項目の設定」を選択する

「監視リスト」に表示する項目を設定する

●表示する項目を変更する
「監視リスト」の初期設定は、「プリンタモデル名」「IPアドレス」「ポート番号」「MAC
アドレス」「ステータス」「プリンタ装置名」「設置場所」の順に表示されています。
表示したくない項目については、チェックボックスのチェックをはずします。

�表示しない項目の�
チェックをはずす�

�クリック�

すべてのチェックを外すことはできません。最低1つは、必ず
チェックしてください。

●項目の順序を並び替える
「監視リスト」の項目を表示する順序を変える場合は、〔上へ〕〔下へ〕をクリックし
て順番を並び替えます。
「表示項目の一覧」の上から下の順序で、「監視リスト」の左から右に表示されます。

�項目を並び替え�

�クリック�
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アイコンの見かた

「監視リスト」のプリンタの情報に表示される各アイコンは、次の内容を示します。

通常 通信中 通信エラー 警告 その他のエラー

プリンタの通信時間を設定する
「監視リスト」および「詳細画面」に表示されるプリンタの情報を更新する間隔、お
よびプリンタとデータを送受信する際のタイムアウト時間を設定します。

Printianaviネットワークマネージャが最小化表示のときは、こ
こで説明する設定に関わらず定期監視は行われません。

「監視リスト」の〔ツール〕から〔通信タイマの設定〕を選択する

必要に応じて時間を設定し、〔OK〕をクリックする

①�

②�

① 定期監視 「監視リスト」および「詳細画面」に表示中のプリ
ンタの情報更新間隔を設定します。
　　設定範囲：5～180秒　初期設定：20秒

② タイムアウト プリンタからの応答を待ち合わせる最大値を設定
します。設定時間をオーバーした場合は｢通信エ
ラー｣となります。
　　設定範囲：5～180秒　初期設定：5秒
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「「「「「詳詳詳詳詳細細細細細画画画画画面面面面面」」」」」の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定の見かたと設定
詳細画面は、「監視リスト」で選択中のプリンタの詳細な情報を表示します。
「詳細画面」を表示するには、次の4種類の方法があります。
・「監視リスト」でプリンタを選択し、〔プリンタ〕から〔詳細画面の表示〕を選
択する

・「監視リスト」でプリンタを選択し、ダブルクリックする
・「監視リスト」でプリンタを選択し、右クリックして「詳細画面の表示」を選択
する

・「監視リスト」でプリンタを選択し、〔詳細画面の表示〕（ ）をクリックす
る

詳細画面は、6つのタブから構成されています。各タブで参照できる内容は、次のと
おりです。
プリンタ情報 ..... プリンタのステータス情報を表示します。
基本情報 ............ TCP/IPの構成情報を表示、設定します。
オプション情報 ...「DNSサーバ情報」および「NetWare情報」を表示、設定し

ます。（DNSおよびNetwareをサポートしているプリンタの
み）

SNMP情報 ......... SNMP基本情報を表示、設定します。
トラップ通知先 ... SNMPトラップ通知先情報を表示、設定します。
Eメール送信設定 .. Eメール構成情報を表示、設定します。

(Eメール送信をサポートしているプリンタのみ)

各ダイアログで表示、設定できる内容については、次ページ以降で説明します。
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〔プリンタ情報〕ダイアログ

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦� ⑧� ⑨� ⑩�
① ステータス情報 ステータスアイコン プリンタのステータス情報をアイコ

ンで表示します。
本アイコンをクリックすると、プリ
ンタ情報が最新の内容に更新されま
す。

ステータス情報 プリンタの詳細な状態を表示します。
② 装置情報 プリンタモデル名 プリンタのモデル名を表示します。

ROM Ver: プリンタのファームウェアバージョ
ンを表示します。

プリンタメモリ 搭載されているプリンタメモリのサ
イズを表示します。

③ カセット情報 給紙口にセットされている用紙に関する各種情報を表示
します。

④ 印刷枚数 総印刷枚数 プリンタを設置してから現在までに
印刷した総枚数を表示します。

電源投入後 電源投入後に印刷した総枚数を表示
します。

⑤ 排紙口 プリンタの排紙口の状態を表示します。
⑥ オプション プリンタがサポートしているオプション機能とその装着

状態を表示します。
⑦ 〔パスワードの変更〕 パスワードを変更する画面を表示します。

ボタン パスワードの変更については、「パスワードを
変更する」(72ページ)参照

⑧〔閉じる〕ボタン 設定した値を無効とし、「詳細画面」を閉じます。
⑨ 〔保存して閉じる〕パスワード入力画面を表示後、設定情報をプリンタに反
ボタン 映して「詳細画面」を終了します。

詳細については、「設定を有効にする」(73ペー
ジ)参照

⑩〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。

XL-5310/5320/5330/5340/5710/5720/5730/6010/6100/6700では、
〔プリンタ情報〕ダイアログでのステータス情報表示は簡易表示
となります。
エラー時の用紙サイズ、給紙カセット位置、カバー種類は表示
されません。
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〔基本情報〕ダイアログ
選択中のプリンタに関するネットワーク情報を表示、設定します。

①�

②�

③� ④� ⑤� ⑥�

⑦�

① 基本情報 MACアドレス プリンタのMACアドレスを表示します。
設定は変更できません。

Ethernetタイプ プリンタのEthernetタイプを表示、設
定します。
　設定項目：自動認識、100Mbps Full、

lOOMbps Half、10Mbps
TCP/IPプロトコル TCP/IP設定の有効・無効を表示、設定

します。
　設定項目：有効、無効

NetWare設定 NetWere設定の有効・無効を表示、設定
します。
　設定項目：有効、無効
NetWere機能をサポートしていないプリ
ンタは「未サポート」と表示され、変
更はできません。

IPPサポート情報 サポートしているIPPのバージョン情報
を表示します。設定は変更できません。
IPP印刷をサポートしていないプリンタ
は「未サポート」と表示され、変更は
できません。

プリンタのURL IPPモードで印刷するときに、
Printianaviネットワークポートモニタ
に指定するURLを設定します。URLは、
次の形式で表示、設定します。
「プリンタのIPアドレスまたはホスト名＋
ドメイン」＋「/」＋「IPPプリンタ名」
　設定範囲：63文字以内
IPPプリンタ名が「/」＋「IPPプリンタ
名」の形式で指定されていない場合は、
初期値の「ipp」をIPPプリンタ名とし
て付加します。
IPP印刷をサポートしていないプリンタ
は設定できません。
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②TCP/IP情報 DHCP設定 IPアドレスをDHCPより自動取得するか
どうかを表示、設定します。
　設定項目：自動取得する、自動取得しない

印刷ポート番号 印刷を受け付ける際に使用するポート
番号を表示、設定します。
　設定範囲：1～65535

検索ポート番号 ネットワーク内のXLプリンタの検索に
使用するポート番号を表示、設定しま
す。
　設定範囲：1～65535

IPアドレス プリンタのIPアドレスを表示、設定し
ます。
  例：192.168.0.10
｢DHCP設定｣で｢自動取得する｣を設定し
ている場合は、設定できません。

サブネットマスク プリンタのサブネットマスクを表示、
設定します。
  例：255.255.255.128
｢DHCP設定｣で｢自動取得する｣を設定し
ている場合は、設定できません。

ゲートウェイ プリンタのゲートウェイアドレスを表
示、設定します。
  例：192.168.0.1
｢DHCP設定｣で｢自動取得する｣を設定し
ている場合は、設定できません。

③ 〔パスワードの変更〕 パスワードを変更する画面を表示します。
ボタン パスワードの変更については、「パスワードを

変更する」(72ページ)参照
④〔閉じる〕ボタン 設定した値を無効とし、「詳細画面」を閉じます。
⑤〔保存して閉じる〕パスワード入力画面を表示後、設定情報をプリンタに反映
ボタン して「詳細画面」を終了します。

詳細については、「設定を有効にする」(73ペー
ジ)参照

⑥〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑦ 〔元に戻す〕ボタン〔基本情報〕ダイアログの内容を変更前に戻します。

・ご使用のプリンタによってはポート番号の名称が次の表示に
なることがありますが、同じ項目です。
- 印刷ポート番号 → ポート番号1
- 検索ポート番号 → ポート番号2

・通常の場合、ポート番号の変更は不要です。変更した場合は、
Printianaviネットワークポートモニタの設定も同じ値にして
ください。

・「プリンタのURL」のプリンタ名を指定・変更した場合、IPP印
刷時にPrintianaviネットワークポートモニタのプリンタURL
を同じ値に設定してください。

・複数台のパソコンから同時にネットワーク設定の変更（更新）
を行わないでください。変更に失敗する場合があります。

・ネットワーク設定を変更すると、プリンタでは変更情報を反
映するために初期化処理が行われます。
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〔オプション情報〕ダイアログ
選択されたプリンタの〔DNSサーバ情報〕および〔NetWare情報〕の表示および設定
を行います。
ただし、当該機能をサポートしていない場合はグレイアウト、またはダイアログが
非表示となります。
DNSサーバとNetwareのどちらもサポートしていない機種では、本ダイアログは表示
されません。

①�

②�

③� ④� ⑤� ⑥�

⑦�

DNSサーバサポートの機種の場合

①�

②�

③�

⑦�

④� ⑤� ⑥�
NetWareのみサポートの機種の場合
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① DNSサーバ情報 DNS サーバのアドレスを DNS情報をDHCPサーバから自動取得す
自動的に取得する る場合に選択します。〔基本情報〕ダイ

アログの「DHCP設定」を「自動取得す
る」にしていない場合は、チェックで
きません。
本項目を選択している場合、ほかの設
定箇所はグレイアウトされます。

次のDNSサーバを DNS情報を設定する場合に選択します。
参照する
プライマリ プライマリDNSサーバのIPアドレスを
サーバアドレス 設定します。

  例：192.168.0.10
セカンダリ セカンダリDNSサーバのIPアドレスを
サーバアドレス 設定します。

  例：192.168.0.11
DNSドメイン名 DNSのドメイン名を設定します。

　設定範囲：半角63文字以内
② NetWare情報 NetWareマシン名 マシン名を半角31文字、または全角15

文字以内で設定します。
NetWareポート名 NetWareプリンタポート名を半角31文

字、または全角15文字以内で設定しま
す。

動作モード プリンタの動作モードを選択、設定し
ます。
  設定項目：リモートプリンタ、プリントサーバ

パケット形式 プリンタの使用するパケットタイプを
選択、設定します。
  設定項目：Ethernet-Ⅱ、IEEE802.3、
            IEEE802.2、SNAP

③ 〔パスワードの変更〕 パスワードを変更する画面を表示します。
ボタン パスワードの変更については、「パスワードを

変更する」(72ページ)参照
④〔閉じる〕ボタン 設定した値を無効とし、「詳細画面」を閉じます。
⑤〔保存して閉じる〕パスワード入力画面を表示後、設定情報をプリンタに反

ボタン 映して「詳細画面」を終了します。
詳細については、「設定を有効にする」(73ペー
ジ)参照

⑥〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑦ 〔元に戻す〕ボタン〔オプション情報〕ダイアログの内容を変更前の状態に戻

します。

・DNSサーバの検索は、プライマリサーバ→セカンダリサーバの
順で行われます。セカンダリサーバが存在しない場合は、設
定は不要です。

・〔Eメール送信設定〕ダイアログにおいて、SMTPサーバをホス
ト名で設定している場合には、DNSサーバの設定が必要です。

・Printianaviネットワークマネージャで設定できる内容だけ
では、NetWare環境で使用することはできません。
NetWare環境で使用するためには、Printianaviネットワー
ク設定ユーティリティで設定を行ってください。

・複数台のパソコンから同時にネットワーク設定の変更（更新）
を行わないでください。変更に失敗する場合があります。

・ネットワーク設定を変更すると、プリンタでは変更情報を反
映するために初期化処理が行われます。
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〔SNMP情報〕ダイアログ
選択されたプリンタのSNMP情報の表示および設定を行います。

③�

①�

②�

⑦�

④� ⑤� ⑥�
① コミュニティ名 トラップ発行 トラップ発行時のコミュニティ名を表

示、設定します。
　設定範囲：半角英数字15文字以内

MIB参照 MIB参照時のコミュニティ名を表示、設
定します。
　設定範囲：半角英数字15文字以内

② 情報 システム管理者 システム管理者名を表示、設定します。
　設定範囲：半角英数字63文字以内

プリンタ装置名 プリンタ装置名を表示、設定します。
　設定範囲：半角英数字63文字以内

設置場所 設置場所を表示、設定します。
　設定範囲：半角英数字63文字以内

プリンタ管理者 プリンタ管理者を表示、設定します。
　設定範囲：半角英数字63文字以内

故障時の連絡先 故障時の連絡先を表示、設定します。
　設定範囲：半角英数字63文字以内

③ 〔パスワードの変更〕 パスワードを変更する画面を表示します。
ボタン パスワードの変更については、「パスワードを

変更する」(72ページ)参照
④〔閉じる〕ボタン 設定した値を無効とし、「詳細画面」を閉じます。
⑤ 〔保存して閉じる〕パスワード入力画面を表示後、設定情報をプリンタに反
映ボタン して「詳細画面」を終了します。

詳細については、「設定を有効にする」(73ページ)参照
⑥〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑦ 〔元に戻す〕ボタン〔SNMP情報〕ダイアログの内容を変更前に戻します。

・XL シリーズプリンタから発行されたトラップをSNMP マネー
ジャが受信するには、両方が同じコミュニティ（管理グルー
プ）に存在することが必要です。コミュニティ名が空白また
は不一致の場合は、SNMPマネージャはトラップを受信できま
せんのでご注意ください。コミュニティ名はセキュリティ対
策のため、初期値（public）を変更することをおすすめします。

・情報の設定は、全角での入力も可能ですが、記号や半角カナ
には対応しておりません。また、お使いの環境によっては正
しく表示されない場合がありますので、半角英数字での入力
をおすすめします。

・複数台のパソコンから同時にネットワーク設定の変更（更新）
を行わないでください。変更に失敗する場合があります。

・ネットワーク設定を変更すると、プリンタでは変更情報を反
映するために初期化処理が行われます。
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〔トラップ通知先〕ダイアログ
SNMPのトラップ情報の表示および設定を行います。
トラップの通知先は4つまで設定できます。

⑦�

③� ④� ⑤� ⑥�

①�

②�

① トラップ通知先 IPアドレス トラップ通知先のIPアドレスを表示、
1～4 設定します。

  例：192.168.0.11
電源投入時に 電源投入時にトラップを発行したいと
通知する きにチェックします。
認証エラー時に 認証エラー時にトラップを発行したい
通知する ときにチェックします。
プリンタエラー プリンタエラー時にトラップを発行し
時に通知する たいときにチェックします。

② プリンタエラーは プリンタエラー時のトラップ通知を、ハードエラーに限
ハードエラーに 定するときにチェックします。トラップ通知先1～4す
限定する べての設定で有効となります。

③ 〔パスワードの変更〕 パスワードを変更する画面を表示します。
ボタン パスワードの変更については、「パスワードを

変更する」(72ページ)参照
④〔閉じる〕ボタン 設定した値を無効とし、「詳細画面」を閉じます。
⑤〔保存して閉じる〕パスワード入力画面を表示後、設定情報をプリンタに反
ボタン 映して「詳細画面」を終了します。

詳細については、「設定を有効にする」(73ペー
ジ)参照

⑥〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑦ 〔元に戻す〕ボタン〔トラップ通知先〕ダイアログの内容を変更前に戻しま

す。

・複数台のパソコンから同時にネットワーク設定の変更（更新）
を行わないでください。変更に失敗する場合があります。

・ネットワーク設定を変更すると、プリンタでは変更情報を反
映するために初期化処理が行われます。
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〔E メール送信設定〕ダイアログ
通知のタイミングはEメール情報内に含まれます。

・詳細は、ネットワークマネージャの実際の画面を参照してく
ださい。

・Eメール送信をサポートしていない場合は、このダイアログは
表示されません。

・サポートしていない通知タイミングは、グレイアウトされま
す。

表示、設定内容

②�

③�

⑦�⑦� ⑧�⑧�

①�

 ④� ⑤� ⑥�
① Eメール情報 送信元名 本装置の名称（Eメールを送信する装置

名）を表示、設定します。
　設定範囲：半角31文字、全角15 文字以内

送信元アドレス プリンタから送信するEメールの送信元
のメールアドレスを表示、設定します。
　設定範囲：半角63文字、全角31 文字以内

送信先アドレス プリンタから送信するEメールの送信先
のメールアドレスを表示、設定します。
　設定範囲：半角127文字、全角63文字以内

SMTPサーバ名 SMTPサーバのサーバ名を表示、設定し
ます。
  設定範囲：半角63文字、全角31文字以内

SMTPサーバ SMTPサーバのポート番号を表示、設定
ポート番号 します。
　   設定範囲：1～65535

② 通知のタイミング トナーが残り少なく トナーが残り少なくなったことをEメー
なった時に通知する ルで通知させる場合にチェックします。
トナーがなくなった トナーがなくなったことをEメールで通
時に通知する 知させる場合にチェックします。
定着器の交換時期が 定着器が交換時期になったことを通知
近づいた時に通知する させる場合にチェックします。
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③ 〔パスワードの変更〕 パスワードを変更する画面を表示します。
ボタン パスワードの変更については、「パスワードを

変更する」(72ージ)参照
④〔閉じる〕ボタン 設定した値を無効とし、「詳細画面」を閉じます。
⑤〔保存して閉じる〕パスワード入力画面を表示後、設定情報をプリンタに反
ボタン 映して「詳細画面」を終了します。

詳細については、「設定を有効にする」(73ペー
ジ)参照

⑥〔ヘルプ〕ボタン ヘルプ画面を表示します。
⑦〔送信テスト〕 Eメール送信設定で設定した送信先アドレスに、テスト

ボタン メールを送信します。
⑧ 〔元に戻す〕ボタン〔Eメール送信設定〕ダイアログの内容を変更前に戻しま

す。

・SMTPサーバをホスト名で設定する場合は、〔オプション情報〕
ダイアログでDNSサーバの設定が必要です。

・複数台のパソコンから同時にネットワーク設定の変更（更新）
を行わないでください。変更に失敗する場合があります。

・ネットワーク設定を変更すると、プリンタでは変更情報を反
映するために初期化処理が行われます。

Eメールで通知する
ここでは、送信テスト、カートリッジ／定着器の交換要求が発生したときに通知さ
れるEメールの内容について説明します。

●送信テスト
〔Eメール送信設定〕ダイアログの〔送信テスト〕をクリックします。

�クリック�

送信テストで通知される内容
タイトル：メンテナンス情報のお知らせ(送信テスト)

送信テストです。�

送信元名:XL-XXXX�
プリンタ管理情報：XL-XXXX-YYYYYYYYYYYY�
総印刷枚数：XXXXXXXXXX枚�

X：数字、プリンタ名が通知されます。
Y：MACアドレスが通知されます。
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●メンテナンス交換要求の通知
トナーカートリッジ／定着器の交換要求が発生した場合、次の内容のメールが通知
されます。

〔トナー少〕
タイトル:メンテナンス情報のお知らせ(トナーlow)

メンテナンス情報が発生しました。�
�
送信元名：XL-XXXX�
プリンタ管理情報：XL-XXXX-YYYYYYYYYYYY�
総印刷枚数：XXXXXXXXXX枚�
�
トナーの残量が少なくなりました。�
�
【プロセスカートリッジ商品名（商品番号）】 �

プロセスカートリッジ  LB3XXX(XXXXXXX) �
プロセスカートリッジ  LB3XXX(XXXXXXX)�

�
【使用済みプロセスカートリッジ�

無償回収サービスお問い合わせ先】�
エコ受付センター�
（フリーダイヤル：0120-30-0693）�

X：数字、プリンタ名が通知されます。
Y：MACアドレスが通知されます。

〔定着器交換〕
タイトル:メンテナンス情報のお知らせ(定着器交換)

メンテナンス情報が発生しました。�
�
送信元名：XL-XXXX�
プリンタ管理情報：XL-XXXX-YYYYYYYYYYYY�
総印刷枚数：XXXXXXXXXX枚�
�
定着器の交換時期が近づいてきました。�
�
【定着器交換お問い合わせ先】�

ハードウェア修理相談センター �
（フリーダイヤル：0120-422-297）�

X：数字、プリンタ名が通知されます。
Y：MACアドレスが通知されます。
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パスワードを変更する
プリンタが工場出荷時の初期状態のままの場合は、パスワードは設定されていませ
ん。
〔パスワードの変更〕をクリックし、パスワードを設定します。

①�

④� ⑤�

②�
③�

① 現在のパスワード 現在設定されているパスワードを入力します。
② 新しいパスワード パスワードを入力します。

  設定範囲：半角英数字15文字以内
③ 新しいパスワード パスワードを再入力します。
の確認入力

④〔OK〕ボタン 新しいパスワードに変更します。
⑤〔キャンセル〕ボタン パスワードを変更せず画面を閉じます。

次の場合、パスワードは変更できません。
・「現在のパスワード」に入力した値が正しくない場合
・「新しいパスワード」と「新しいパスワードの確認入力」の値
が一致しない場合

「パスワードが違います」と表示されたら〔再試行〕をクリック
して設定し直すか、〔キャンセル〕をクリックしてください。
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設定を有効にする
現在設定されているパスワードを入力して〔OK〕をクリックすると、設定した値を
プリンタに反映して画面を閉じます。
各画面で〔保存して閉じる〕をクリックすると、〔パスワード〕画面が表示されます。

パスワードの設定方法については、「パスワードを変更する」（72ペー
ジ）参照。

プリンタに設定が反映されると正常終了画面が表示されます。〔OK〕をクリックして
設定を完了します。

入力したパスワードが設定されているパスワードと異なると、
設定が反映されずエラーが表示されます。〔再試行〕をクリック
して、再度パスワードを入力するか、〔キャンセル〕をクリック
してください。

〔基本情報〕ダイアログの「DHCP設定」で「自動取得する」を選
択している場合は、設定を完了すると次の画面が表示されます。
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第４章
Printia LASER

Internet Service

Printia LASER Internet Serviceは、Webブラ
ウザからインターネットやLAN（TCP/IP）に接
続されたXLプリンタの状態を参照したり、ネッ
トワークに関する設定を変更したりすることが
できます。
この章では、Printia LASER Internet Service
の使い方について説明します。
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概概概概概          要要要要要
ここでは、Printia LASER Internet Serviceをご使用になる上で必要なことがら
について説明します。

Printia LASER Internet Serviceとは
Printia LASER Internet Serviceは、インターネットやLAN（TCP/IP）に接続され
たＸＬプリンタの状態を参照したり、プリンタのネットワークに関する設定を変更
するためのコンテンツです。
プリンタに直接搭載されているため、Webブラウザがインストールされたパソコンで
あれば、専用ソフトのインストールなしで使用することができます。

動作環境
Printia LASER Internet Serviceは、以下の製品版Webブラウザで動作します。

・Netscape  Communicator 4.0 以上

・Microsoft  Internet Explorer 4.0 以上

Netscape 6.xを「通常使うブラウザ」に設定している環境で、
Prinrianavi ネットワークマネージャから〔ブラウザで状態を
表示〕機能を使用すると、次の現象が発生することがあります。
・「ブラウザの起動に失敗しました」とメッセージが表示される
Printia LASER Internet Serviceの動作に問題はありませ
ん。メッセージダイアログを閉じてください。

・Internet Explorerが起動していると、Printia LASER
Internet Serviceが表示されない
Internet Explorerを閉じてから、再度〔ブラウザで状態を
表示〕を実行してください。

なお、ご使用になるブラウザで次の機能を使用可能にしておいてください。（設定方
法の詳細については、Webブラウザの取扱説明書やヘルプ等を参照してください。）
・ JavaScript（必須）
ステータス表示の自動更新や設定時の処理にJavaScript を使用しているため、
JavaScript未対応のブラウザでは正しく動作しません。

・ スタイルシート（推奨）
スタイルシートが使用できない場合でも、Printia LASER Internet Serviceの
機能には差し支えありませんが、表示が見にくくなる場合があります。

・ Cookieの使用（任意）
Cookieが使用可能な場合は、ユーザ（Webブラウザ）ごとにステータス表示の自
動更新に関する設定を行うことができます。Cookieを使用したくない場合は、プ
リンタ側に設定された初期設定で動作するようにも設定できます。（「情報更新設
定」（83ページ）および「管理者情報」（90ページ）参照）
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Printia LASER Internet ServicePrintia LASER Internet ServicePrintia LASER Internet ServicePrintia LASER Internet ServicePrintia LASER Internet Serviceの使いかたの使いかたの使いかたの使いかたの使いかた
ここでは、Printia LASER Internet Serviceの使い方について説明します。

準備
Printia LASER Internet Serviceをご使用になるには、プリンタのIPアドレスの
設定が済んでいることが必要です。
また、プリンタがLANに接続され、電源が入っていることを確かめてから操作を行っ
てください。
IPアドレスの設定方法については、『取扱説明書』「第6章 ネットワークを利用し
てプリンタを接続する」の「IPアドレスの設定」を参照してください。

Printia LASER Internet Serviceを表示する
Webブラウザを起動し、Printia LASER Internet Serviceの URLを次のどちらかの
方法で指定します。

・ DNSサーバで登録した名前を指定する場合
「http://」の後に、DNSサーバで設定したホスト名＋ドメイン名を指定します。

例：http://xlprn.xxx.fujitsu.com
(ホスト名：xlprn、ドメイン名：xxx.fujitsu.comの場合)

・ IPアドレスで指定する場合
「http://」の後に、直接プリンタのIPアドレスを指定します。

例：http://192.168.0.11
（プリンタのIPアドレスが192.168.0.11の場合）

Printianaviネットワークマネージャから以下の方法で起動する
こともできます。
1.〔スタート〕から〔プログラム〕（Windows XP/Windows Server
2003 のときは、〔すべてのプログラム〕）〔Printianavi〕〔ネッ
トワークソフトウェア2〕〔Printianaviネットワークマネー
ジャ〕の順に選択する

2. 表示させるプリンタを選択する
3. アイコン をクリックするか、〔プリンタ〕の〔ブラウザで
状態を表示〕を選択する

�クリック�
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Printianaviネットワークマネージャのインストールについては、「第
5章 ネットワークソフトウェアのインストールとネットワークポート
の追加」（93ページ）参照

P r i n t i a n a v i ネットワークマネージャについては、「第 3 章
Printianaviネットワークマネージャ」（49ページ）参照

指定したURLでプリンタに正しく接続されると、次のような画面が表示されます。
※ 画面の例はMicrosoft  Internet Explorerです。

①�

②�

③�
④�

① タイトル タイトルロゴ以外に、プリンタモデル名と簡易ス
テータスアイコンを表示します。

② モード切り替えボタン ユーザーモードと管理者モードを切り替えます。
③ メニュー 画面の切り替えやリンク先のページを表示します。
④ 情報 メニューで選択した項目の情報を表示します。
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基本操作

必要に応じてモードを切り替える

モード切り替えボタンの文字が黄色く光っている方が現在のモードです。
ユーザーモードでは、プリンタの状態や設定の表示のみ行えます。
管理者モードでは、プリンタの状態表示と設定の変更を行えます。

【管理者モードに切り替えるとき】
〔管理者モード〕をクリックすると、ユーザー名とパスワードの入力画面が表示さ
れます。

①�

②�
① ユーザー名 「xladmin」固定です。
② パスワード Printianaviネットワークマネージャと共通のパスワード

です。工場出荷時（初期設定）の場合は設定されていま
せん。

１度認証されたパスワードは、Webブラウザを終了するまで有効
です。その間は管理者モードに何度切り替えてもパスワードの
入力画面は表示されません。

【ユーザーモードに切り替えるとき】
〔ユーザーモード〕をクリックすると、ユーザーモードに切り替わります。
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表示または設定する情報を選択する

左側のメニューで表示または設定を行う情報をクリックします。

①�
②�
�
③�
④�
�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
�
⑨�
�
⑩�

① プリンタステータス／ プリンタの状態や給紙口、オプションの装着状態
詳細情報 などを参照します。

② 情報更新設定 プリンタの状態表示の更新間隔をプリンタユーザ
ごとに設定します。

③ 基本情報 プリンタのネットワークに関する基本情報を表示、
設定します。

④ SNMP情報 SNMPに関する情報を表示、設定します。
⑤ お気に入り メニューの〔お気に入り〕に登録するURLを表示、

設定します。
⑥ バージョン情報 Printia LASER Internet Serviceのバージョン情

報を表示します。
⑦ ヘルプ ヘルプを表示します。
⑧ お気に入り 〔オプション情報〕の〔お気に入り〕で登録された

URLのページを表示します。
（お気に入りの初期設定はFMWORLD.NET）

⑨ 管理者にメール 管理者モードの管理者情報で登録した管理者のE
メールアドレスに対し、メール送信画面を開きま
す。（ユーザーモードのみ）

⑩ FUJITSU 富士通のホームページ(http://jp.fujitsu.com)を
表示します。

詳細については、「各画面の詳細」（82ページ）の各画面の説明を参照してください。

ヘルプはメニューから選択する以外に、 をクリックしても表
示できます。
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必要に応じてプリンタの設定を変更し、〔設定〕をクリックする（管理
者モードのみ）

〔設定〕をクリックする前に〔元に戻す〕をクリックすると、変更前の状態に戻
ります。

〔設定〕をクリックせずに他の画面を表示すると、入力した値
は設定されることなく削除されます。他のページの情報の設
定や表示を行う前に、必ず〔設定〕をクリックして設定を更
新してください。

設定を反映するため、プリンタ
がリセットされ左の画面が表示
されます。

「Eメール送信設定」の設定を変
更した場合は、プリンタの設定
は更新しますが、リセットは行
いません。

リセットが完了すると、左の画
面が表示されます。
〔戻る〕をクリックすると、〔管理
者モード〕の〔プリンタステータ
ス〕画面が表示されます。
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各画面の詳細各画面の詳細各画面の詳細各画面の詳細各画面の詳細

ステータス情報

プリンタステータス／詳細情報

プリンタの状態を参照することができます。
※画面の例は〔ステータス情報〕の〔詳細情報〕（管理者モード）です。

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧� ⑨�

プリンタステータス
プリンタステータスと給紙口の情報を表示します。

詳細情報
プリンタステータス、給紙口の情報に加え、装着されているオプションや印刷枚
数など詳しい情報を表示します。

① プリンタステータス プリンタの状態が正常かエラーが発生しているかを表
示します。

② 印刷中文書 印刷中文書のユーザ名と文書名を表示します。印刷中
文書がない場合、「印刷中文書はありません」と表示
します。

③ 給紙口 プリンタの給紙口の装着状態およびセットされている
用紙のサイズと残量を表示します。
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④ オプション機能 プリンタのオプション機能のサポート情報および状態
を表示します。（[詳細情報]のみ）

⑤ メモリ情報 プリンタに装着されているメモリ容量を表示します。
（[詳細情報]のみ）

⑥ 保守情報 印刷枚数（両面印刷時は、表／裏を各1枚としてカウ
ントします）やファームウェアバージョン等、プリン
タの保守に関連する情報を表示します。（[詳細情報]
のみ）

⑦ 警告情報 トナーカートリッジや定着器の交換時期などの、メン
テナンスに関する警告情報を表示します。（[詳細情
報]、管理者モードのみ）

⑧〔ステータス情報更新〕 プリンタの状態表示を最新の情報に更新します。
ボタン

⑨ 情報更新間隔 プリンタの状態表示を表示されている秒数間隔で自動
更新します。「自動更新しない」と表示されていると
きは自動更新しません。

プリンタが正常かエラーかの状態は、タイトルの右側に表示さ
れている簡易ステータスアイコンでも参照できます。

....... プリンタは正常な状態です。

....... プリンタがエラー状態です。

情報更新設定

①�
②�

プリンタの状態表示の自動更新の有無や、自動更新時の更新間隔の設定をユーザご
とに行うことができます。ユーザーモードと管理者モードのどちらでも設定できま
す。

① 自動更新する 自動更新するときにチェックします。
② 更新間隔 自動更新するときの更新間隔を5～3600秒の範囲で

設定します。

本機能は、管理者がユーザ固有の情報更新設定を許可している
ときに設定できます。また、本機能を使用するには、あらかじ
めWebブラウザでCookieの使用を許可しておく必要があります。
設定を行わない場合や、Cookie の使用を禁止している場合は、
管理者が設定した初期設定で動作します。（「管理者情報」（90
ページ）参照）
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ネットワーク情報

基本情報、TCP/IP情報

ユーザーモード 管理者モード

①�
②�
③�
④�
⑤�

①�
②�
③�
④�

⑫�
⑬�
⑭�

⑤�⑥�
⑦�
⑧�
⑨�
⑩�
⑪�

●基本情報
プリンタのネットワーク関連の基本的な情報を表示、設定します。

① MACアドレス MACアドレスを表示します。変更はできません。
② Ethernetタイプ 次のうちから１つのEthernetタイプを表示、設定

します。
  初期設定：自動認識
  設定項目：自動認識、100Mbps Full、
　　　　　　100Mbps Half、10Mbps

③ TCP/IPプロトコル TCP/IPプロトコルの状態を表示、設定します。
  初期設定：有効
※「無効」設定時はPrintia LASER Internet
Serviceは使用できません。

④ IPPサポート情報 サポートするIPPのバージョンを表示します。変
更はできません。

⑤ プリンタのURL IPPモードで印刷する際に、Printianaviネット
ワークポートモニタに指定するURLを「プリンタ
のIPアドレスまたはホスト名＋ドメイン名」＋
「/」＋「IPPプリンタ名」の形式（半角63文字ま
たは全角31文字以内）で表示、設定します。
また、IPPプリンタ名は、ブラウザのタイトル
バーにも表示されます。

・プリンタのURLのIPPプリンタ名を指定・変更した場合、IPP
印刷時はPrintianaviネットワークポートモニタのプリンタ
URLも同じ値に設定する必要があります。

・IPPプリンタ名には、半角空白文字および次の文字は使えません。
;/?:@&=+$,{}|¥^[]｀ <>#%”
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・〔アドレス取込み〕をクリックすると、Webブラウザで表示さ
れているアドレスを「プリンタのURL」の「プリンタのIPア
ドレスまたはホスト名＋ドメイン名」に反映することができ
ます。（管理者モードのみ）
このときIPPプリンタ名が「／」＋「IPPプリンタ名」の形式
で指定されていない場合は、初期設定の「ipp」をIPPプリン
タ名として付加します。
ただし、取り込みによって文字列の合計が半角63文字または
全角31文字を超えた場合は、入力エラーとなりますので値を
調整してください。

●TCP/IP情報
プリンタのTCP/IP関連の情報を表示、設定します。（管理者モードのみ）

⑥ DHCP自動取得 DHCPによるIPアドレス自動取得の状態を表示、設定
します。（初期設定：設定）
設定…IPアドレスをDHCPにより取得します。
解除…IPアドレスを直接設定します。

⑦ IPアドレス IPアドレスを表示、設定します。
⑧ サブネットマスク サブネットマスクを表示、設定します。
⑨ ゲートウェイ ゲートウェイアドレスを表示、設定します。
⑩ 印刷ポート番号 印刷を受け付ける際に使用するポート番号を表示、設

定（1～65535）します。
⑪ 検索ポート番号 ネットワーク内のXLプリンタの検索に使用するポー

ト番号を表示、設定（1～65535）します。

ポート番号は通常お使いになる場合は変更の必要はありません。
変更した場合は、Printianaviネットワークポートモニタの設定
も同じ値に変更してください。

●DNSサーバ情報
プリンタのDNSサーバ関連の情報を表示、設定します。（管理者モードのみ）

⑫ DNS情報の自動取得 DNSサーバの情報を自動取得するかを表示、設
定します。

⑬ プライマリサーバアドレス／ プライマリとセカンダリのDNSサーバのIPア
セカンダリサーバアドレス ドレスを表示、設定します。

  初期設定：なし
⑭ DNSドメイン名 DNSのドメイン名を表示、設定します。

設定は半角63文字、全角31文字以内で記入し
ます。
  初期設定：なし

「DNS情報の自動取得」を「設定」としている場合、DNSサーバ情
報を変更することはできません。
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SNMP情報

プリンタのSNMP関連の情報を表示、設定します。

ユーザーモード 管理者モード

①�
②�

③�
④�

⑤�

①�
②�

⑤�

③�
④�

●コミュニティ名
① トラップ発行 トラップ発行時のコミュニティ名を表示、設定（半角

英数15文字以内）します。
② MIB参照 MIB参照時のコミュニティ名を表示、設定（半角英数

15文字以内）します。

・XL シリーズプリンタから発行されたトラップをSNMPマネー
ジャが受信するためには、両方が同じコミュニティ（管理グ
ループ）に存在することが必要です。コミュニティ名が空白
または不一致の場合は、SNMPマネージャはトラップを受信で
きませんのでご注意ください。

・セキュリティ対策のため、初期値（public）を変更すること
をおすすめします。

●情報
SNMPマネージャに通知する情報（システム管理者、プリンタ装置名、設置場所、プ
リンタ管理者、故障時の連絡先）を表示、設定（各項目半角63文字以内）します。

情報の設定は、全角 31 文字以内での入力も可能ですが、記号
（｢㈱｣｢℡｣など）や半角カナには対応していません。また、お使
いの環境によっては正しく表示されない場合があるので、半角
英数字での入力をおすすめします。
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●トラップ通知先
４か所までのトラップ通知先と発行条件を表示、設定します。

③ IPアドレス トラップ発行先IPアドレスを表示、設定します。
④ トラップ発行条件 トラップ発行条件を表示、設定（通知する条件に

チェック）します。
⑤ プリンタエラーは プリンタエラー発生時のトラップ発行を、ハードエ
ハードエラーに ラーが発生した場合のみに限定します。
限定する ※「プリンタエラーはハードエラーに限定する」は、

通知先１～４で共通となります。

E メール送信設定（管理者モードのみ）

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�

⑦� ⑧� ⑨�
トナーが残り少なくなったことや、定着器交換要求が発生したことを、Eメールで通
知するための設定を行います。

① 送信元名 本装置の名称を、半角31文字または全角15文
字以内で設定します。

② 送信元アドレス プリンタから送信するEメールの送信元のメー
ルアドレスを、半角63文字または全角31文字
以内で設定します。

③ 送信先アドレス プリンタから送信するEメールの送信先のメー
ルアドレスを、半角127文字または全角63文
字以内で設定します。

④ SMTPサーバ名 SMTPサーバのサーバ名を、半角63文字または
全角31文字以内で設定します。

⑤ SMTPポート番号 SMTPサーバのポート番号を、1～65535の範囲
で設定します。　 　

⑥ 通知のタイミング Eメールで通知する内容を設定します。
通知するタイミングは、「トナーが残り少なく
なった時」および「定着器の交換時期が近づい
た時」です。
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⑦〔設定〕ボタン 設定画面で設定した内容をプリンタに送信、書
き込みます。
ボタンをクリックしてもプリンタは再起動され
ませんが、設定内容はプリンタに反映されます。

⑧〔送信テスト〕ボタン ボタンをクリックすると設定画面で設定した内
容をプリンタに送信、書き込むとともに「送信
先アドレス」に対し、テストメールを送信しま
す。

⑨〔元に戻す〕ボタン 〔設定〕をクリックする前の状態に戻します。

送信元名、送信元アドレス、送信先アドレスが間違っていても
エラーとして検出しません。設定時に確認してください。

Eメールで通知する
ここでは、送信テスト、カートリッジ／定着器の交換要求が発生したときに通知さ
れる内容について説明します。

●送信テスト
〔送信テスト〕をクリックします。

�クリック�

送信テストで通知される内容
タイトル：メンテナンス情報のお知らせ(送信テスト)

送信テストです。�

送信元名:XL-XXXX�
プリンタ管理情報：XL-XXXX-YYYYYYYYYYYY�
総印刷枚数：XXXXXXXXXX枚�

X：数字、プリンタ名が通知されます。
Y：MACアドレスが通知されます。
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●メンテナンス交換要求の通知
トナーカートリッジ／定着器の交換要求が発生した場合、次の内容のメールが通知
されます。

〔トナー少〕
タイトル:メンテナンス情報のお知らせ(トナーlow)

メンテナンス情報が発生しました。�
�
送信元名：XL-XXXX�
プリンタ管理情報：XL-XXXX-YYYYYYYYYYYY�
総印刷枚数：XXXXXXXXXX枚�
�
トナーの残量が少なくなりました。�
�
【プロセスカートリッジ商品名（商品番号）】 �

プロセスカートリッジ  LB3XXX(XXXXXXX) �
プロセスカートリッジ  LB3XXX(XXXXXXX)�

�
【使用済みプロセスカートリッジ�

無償回収サービスお問い合わせ先】�
エコ受付センター�
（フリーダイヤル：0120-30-0693）�

X：数字、プリンタ名が通知されます。
Y：MACアドレスが通知されます。

〔定着器交換〕
タイトル:メンテナンス情報のお知らせ(定着器交換)

メンテナンス情報が発生しました。�
�
送信元名：XL-XXXX�
プリンタ管理情報：XL-XXXX-YYYYYYYYYYYY�
総印刷枚数：XXXXXXXXXX枚�
�
定着器の交換時期が近づいてきました。�
�
【定着器交換お問い合わせ先】�

ハードウェア修理相談センター �
（フリーダイヤル：0120-422-297）�

X：数字、プリンタ名が通知されます。
Y：MACアドレスが通知されます。
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オプション情報

管理者情報（管理者モードのみ）

①�

②�

③�

① 管理者情報 連絡先 ユーザーモードのメニューにある〔管理
メールアドレス 者にメール〕の送信先メールアドレスを

半角63文字または全角31文字以内で設
定します。
※ ここで設定したメールアドレスとメ
ンテナンス情報のEメール機能（41
ページ）とはリンクしていません。

② 情報更新設定 自動更新する 一定時間間隔で自動更新を行う場合に
チェックします。

　   初期設定：チェックあり（自動更新する）
更新間隔 自動更新する間隔を5～3600秒の間で設

定します。
　初期設定：60秒

ユーザー固有 チェックすると、〔ステータス情報〕の
の更新設定を 〔情報更新設定〕の設定変更が、ユーザ
可能にする （ブラウザ）ごとに可能になります。

Cookieの使用を禁止させたい場合は
チェックを外します。チェックを外すと、
更新間隔は上記の値で固定となり、〔ス
テータス情報〕の〔プリンタステータス〕
／〔詳細情報〕の情報更新間隔表示の下
に「（管理者設定）」と表示されます。
　初期設定：チェックあり（可能）

③ 印刷中文書表示設定 プリンタステータスの印刷中文書を表示
するか設定します。
　初期設定：チェックあり（表示する）
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パスワード（管理者モードのみ）

①�
②�
③�

プリンタのパスワードを変更します。
パスワードは、次の場合に使用されます。
・Printia LASER Internet Serviceで管理者モードに入るとき
・Printianaviネットワークマネージャで管理者機能関連の設定を行うとき
① 古いパスワード 現在設定されているパスワードを入力します。
② 新しいパスワード 変更するパスワードを半角英数15文字以内で

入力します。
③ 新しいパスワードの 「新しいパスワード」の確認入力を行います。
確認入力

パスワードはPrintianaviネットワークマネージャと共通です。
初期設定は「なし」（何も入力しない）です。
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お気に入り

ユーザーモード 管理者モード

①�
②�
③�
①�
②�
③�

 ①�
②�
③�
①�
②�
③�

メニューの〔お気に入り〕に登録するURLを表示、設定します。（最大２か所まで）

① 名前 メニューの〔お気に入り〕に表示する名前を表示、設定
（半角31文字または全角15文字以内）します。

② URL リンク先URLを表示、設定（半角63文字または全角31文
字以内）します。

③ 説明 リンク先の説明を表示、設定（半角31文字または全角15
文字以内）します。

・初期設定として、「お気に入り１」にはFMWORLD.NET（http:/
/www.fmworld.net/）が登録されています。

・URLの先頭に「http：//」が指定されていない場合は、設定時
に自動的に「http：//」が付加されます。

バージョン情報

Printia LASER Internet Serviceのバージョン情報を表示します。

ヘルプ

ヘルプを表示します。

ヘルプは、メニューから選択する以外に、 をクリックしても
表示できます。



第５章
ネットワークソフトウェアの

インストールとネットワークポートの追加

この章では、ネットワークソフトウェアのインス
トール方法とネットワークポートの追加について
説明します。
※ 本章の中では、ネットワークソフトウェアを本ソフトウェアと表記しま
す。

ネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストール ............... 9494949494
新規インストール .......................... 95
コンポーネントの追加、削除 ............... 103

ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加 ............................................................................................................................................ 107107107107107
LANポートの追加 .......................... 108
IPPポートの追加 .......................... 112
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ネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのインストールインストールインストールインストールインストール
本ソフトウェアはLANの設定、IPP設定、および管理機能に必要なモジュールとプリ
ンタドライバを、一括してインストールするアプリケーションです。

本ソフトウェアは以下のときに使用します。
･ LAN（TCP/IP）に直接接続して印刷する場合
･ IPPでの印刷を行う場合
･ ネットワーク上にある複数のプリンタを一括して管理する場合

ネットワークソフトウェアの動作には、次の3つのタイプがあります。運用形態、環
境に合わせて選択してください。
セットアップタイプ 設定環境 インストールされるもの
一般ユーザ向け クライアント側の設定 ・Printianaviネットワーク
セットアップ (プリンタ管理者以外) ポートモニタ（*1）

・プリンタドライバ（*2）
プリンタ管理者向け サーバ側の設定 ・Printianaviネットワークポート
セットアップ モニタ

・Printianaviネットワークマ
ネージャ（*3）

・Printianavi IP アドレス設定
ユーティリティ2（*4）

・プリンタドライバ（*2）
カスタム 個別の機能（管理者 ・Printianaviネットワーク
セットアップ 機能・ポート作成） ポートモニタ（*1）

の設定 ・Printianaviネットワークマネー
（すべて選択制） ジャ（*3）

・Printianavi IP アドレス設定
ユーティリティ2（*4）

・プリンタドライバ（*2）
*1 ：LAN（TCP/IP）やIPPで接続したXLプリンタに対し、印刷先のポートを作成す

るのに必要なソフトウェアです。
*2 ：「プリンタの追加」を選択したときのみインストールされます。
*3 ：ネットワーク上のXLシリーズのプリンタを一括して管理できるソフトウェア

です。プリンタのステータス表示やネットワークに関する各種設定を行うこと
ができます。

*4 ：プリンタのIPアドレスを新規に設定、または変更するためのソフトウェアで
す。新規の設定は、XL-6200/5750/5350/5250以降のプリンタでのみ行えます。
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新規インストール
ここでは、管理機能について必要なモジュールとプリンタドライバを一括してイン
ストールする方法を説明します。

準　備
あらかじめプリンタのIPアドレスを設定しておいてください。

IPアドレスの設定方法については、『取扱説明書』「第6章  ネット
ワークを利用してプリンタを接続する」の「接続とインストールの手
順」の「②IPアドレスの設定」参照

インストール

プリンタの電源を入れて以下の操作をします。

添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットし、〔ネットワークでプリン
タを使う〕を選択する

�クリック�

・上の画面が自動的に表示されない場合は、エクスプローラで
CD-ROMの直下のSetup.exe（CD-ROMドライブがD:のときは「D:
¥Setup.exe」）を実行してください。

・OSが Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003 の場合
は、管理者権限でログオンしてください。

〔次へ〕をクリックする
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〔参照〕をクリックしてPrintianaviネットワークソフトウェアのイン
トール先を選択し、〔次へ〕をクリックする

②�クリック�

①インストール
先を選択�

�

�

セットアップタイプを選択し、〔次へ〕をクリックする

それぞれの説明の項目へ進んでください。
一般ユーザ向け／プリンタ管理者向け ..... 97ページ
カスタム ............................... 101ページ

�②クリック�

�①選択�
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● 一般ユーザ向け/プリンタ管理者向け

プログラムフォルダを指定し、〔次へ〕をクリックする

ここで指定した名前がスタートメニューに追加されます。
初期設定は「Printianavi¥ネットワークソフトウェア2」です。

ファイルのコピーが開始されます。�

�②クリック�

中断するときは�
クリック�

�①フォルダを�
指定�

・V5.1より前のPrintianaviネットワークポートモニタがインス
トールされている場合は、次の画面が表示されるので、〔OK〕を
クリックします。

・V5.1で設定されたポートの情報は引き継がれます。
・Printianaviネットワークポートモニタ V3.1以前と置き換える
場合は、次の画面が表示されるので、〔はい〕をクリックします。

・〔Printianaviネットワークポート管理〕は、で設定したフォ
ルダに移動されます。
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V7.1より前のPrintianaviネットワークポートモニタを削除した場合
は、Windowsを再起動する

すぐに起動するかどうかを選択し、〔完了〕をクリックします。

�②クリック�

①再起動するかどうか
を選択�

「はい、今すぐコンピュータを再起動します」を選択すると、Windowsを再起動
後、 の処理から自動的に再開されます。(*1)

「いいえ、あとでコンピュータを再起動します」を選択すると、インストールを
終了します。
なお、再起動を行わない場合の動作保証はされません。プリンタを使用する前に
必ず再起動してください。
*1：Windows再起動後、ポートの追加画面が他の画面の後ろに隠れている場合があります。

この場合は、タスクバーに表示されている「Printianaviネットワークソフトウェア
2」をクリックしてください。

「ポートを追加する」を選択し、〔次へ〕をクリックする

「ポートを追加しない」を選択した場合は、手順に に進みます。

�②クリック�

�①選択�

Windows NT4.0でSpoolerサービスの「デスクトップとの対話を
サービスに許可」をチェックしていない場合、ポートの追加が
正しく行われません。
プリンタドライバのインストールを行った後、Spoolerサービス
の「デスクトップとの対話をサービスに許可」をチェックし、必
要な操作を行った後、再度ポートの追加を行ってください。

Spoolerサービスの設定方法については
「ポートが追加できない」の〈対処〉（155ページ）参照
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ポートの追加処理を行う

ポートの追加処理については、以下を参照してください。

LANによる印刷を行いたいとき
「LANポートの追加」（108ページ）参照
IPPによる印刷を行いたいとき
「IPPポートの追加」（112ページ）参照

「追加したポートに接続するプリンタを追加する」を選択し、〔次へ〕を
クリックする

�②クリック�

�①選択�

手順 で「ポートを追加しない」を選択した場合は、次の画面が
表示されます。「プリンタを追加しない」を選択して〔次へ〕を
クリックし、に進みます。

プリンタの追加（プリンタドライバのインストール）を行う

「第6章　プリンタドライバのインストール」（117ページ）へ進んでください。



100

オンラインマニュアル
第５章    ネットワークソフトウェアのインストールとネットワークポートの追加

〔完了〕をクリックする

Windowsを再起動する画面が表示されます。
Windowsが起動したらインストールの完了です。

�クリック�

手順 でプリンタの追加を行わなかった場合、以下の画面が表示
されます。〔完了〕をクリックします。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタの共有の設定をしたいとき
『取扱説明書』「第7章  プリンタ共有の設定」参照

実際に印刷したいとき
『取扱説明書』「第8章  日常の操作」参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
『取扱説明書』「第11章  困ったときは」参照
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● カスタム
ユーザがインストールするコンポーネントを選べるモードです。

インストールしたいコンポーネントにチェックを付け、〔次へ〕をク
リックする

プログラムフォルダを指定し、〔次へ〕をクリックする

ここで指定した名前がスタートメニューに追加されます。
初期設定は「Printianavi¥ネットワークソフトウェア2」です。

 ファイルのコピーが開始されます。
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・V5.1 以前のPrintianavi ポートモニタと置き換える場合は、
次の画面が表示されるので、〔OK〕をクリックします。

・V5.1で設定されたポートの情報は引き継がれます。
・Printianaviネットワークポートモニタ V3.1以前と置き換える
場合は、次の画面が表示されるので、〔はい〕をクリックします。

・〔Printianaviネットワークポート管理〕は、で設定したフォ
ルダに移動されます。

V7.1より前のPrintianaviポートモニタを削除した場合は、Windowsを
再起動する

すぐに起動するかどうかを選択し、〔完了〕をクリックします。

�②クリック�

①再起動するかどうか
を選択�

「はい、今すぐコンピュータを再起動します」を選択すると、Windowsを再起動
後、 の処理から自動的に再開されます。(*1)

「いいえ、あとでコンピュータを再起動します」を選択すると、インストールを
終了します。
なお、再起動を行わない場合の動作保証はされません。プリンタを使用する前に
必ず再起動してください。
*1：Windows再起動後ポートの追加画面が他の画面の後ろに隠れている場合があります。

この場合は、タスクバーに表示されている「Printianaviネットワークソフトウェア
2」をクリックしてください。

の「インストールしたいコンポーネントの選択」によってこの先の処理画面は変わ
ります。選択に合わせた手順へ進んでください｡

「Printianaviネットワークマネージャ」を選択している場合
「一般ユーザ向け/プリンタ管理者向け」の（98ページ）へ

「Printianaviネットワークポートモニタ」を選択していない場合
「一般ユーザ向け/プリンタ管理者向け」の の処理へ（99ページ）

Printianaviネットワークポートモニタを選択すると、ポートの
追加およびプリンタの追加処理画面が表示されます。選択して
いない場合は、プリンタドライバのインストールに進みます。
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コンポーネントの追加、削除
一度インストールしたネットワークソフトウェアのコンポーネントのインストール
内容を変更したり、再セットアップをする場合、本ソフトウェアを起動すると変更、
修正、削除選択画面が表示されます。

この機能はプリンタドライバの削除は行いません。
プリンタドライバの削除については、『取扱説明書』
「第8章  日常の操作」の「プリンタドライバの削除」
参照

目的に合わせて選択し〔次へ〕をクリックする

�クリック�

�目的に合わせて�
選択�

変更 .... コンポーネントの追加、インストール済みのコンポーネントの削除を
したい場合

修正 .... 現在インストールされているすべてのコンポーネントを再インストー
ルしたい場合

削除 .... インストールしたすべてのコンポーネントを削除したい場合



104

オンラインマニュアル
第５章    ネットワークソフトウェアのインストールとネットワークポートの追加

変更を選択した場合

コンポーネントを追加する、またはインストールされているコンポーネントを削除
します。

必要なコンポーネントにチェックを付け、削除したいコンポーネント
はチェックを外し、〔次へ〕をクリックする

「新規インストール」の「カスタム」（101ページ）参照

 画面の指示に従って進めてください。

プリンタと関連付けられているPrintianaviネットワークポート
モニタは削除できません。
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修正を選択した場合

現在インストールされているすべてのコンポーネントを再インストールします。
画面の指示に従って進めてください。

�クリック�
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削除を選択した場合

現在インストールされているすべてのコンポーネントを削除します。

〔OK〕をクリックする

すべてのコンポーネン
トを削除すると次の画
面が表示されます。�

�クリック�

削除を行うと、スタートメニューの登録も削除されます。

プリンタと関連付けられているPrintianaviネットワークポート
モニタは削除できません。
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ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加
ここでは、ネットワークポートの追加方法について説明します。
ネットワークポートには、LAN（TCP/IP）に直接接続して印刷する「LANポート」と
インターネットに接続されたプリンタに印刷する「IPPポート」があります。
まず、下記の方法でポートの追加方法を選択してください。

● プリンタのプロパティから印刷先ポートを追加する場合
OSによってポートの追加画面までの操作が異なります。

操作については、『取扱説明書』「第8章 日常の操作」の「プリンタ
の接続方法を変更するとき(印刷ポートの追加と変更)」参照

● Printianavi ネットワークポート管理から印刷先ポートを追加する場合

Windowsを起動する

Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合は、管理者権限でログオ
ンします。

〔スタート〕から〔プログラム〕（Windows XP/Windows Server 2003 の
ときは、〔すべてのプログラム〕）〔Printianavi〕〔ネットワークソフト
ウェア2〕〔Printianaviネットワークポート管理〕の順に選択する

「Printianaviネットワークポート管理」が起動します。

〔ポートの追加〕をクリックする

�クリック�

Windows NT4.0でSpoolerサービスの「デスクトップとの対話を
サービスに許可」をチェックしていない場合、ポートの追加が
正しく行われません。
プリンタドライバのインストールを行った後、Spoolerサービス
の「デスクトップとの対話をサービスに許可」をチェックし、必
要な操作を行った後、再度ポートの追加を行ってください。

Spoolerサービスの設定方法については
「ポートが追加できない」の〈対処〉（155ページ）参照

LAN（TCP/IP）に接続して印刷するとき
「LANポートの追加」処理へ（108ページ）

インターネットに接続されたプリンタに印刷するとき
「IPPポートの追加」処理へ（112ページ）



108

オンラインマニュアル
第５章    ネットワークソフトウェアのインストールとネットワークポートの追加

LANポートの追加
LAN（TCP/IP）に直接接続して印刷を行うときの設定について説明します。

接続先、ポート名を設定し〔OK〕をクリックする

�②ポート名を入力�

①IPアドレスまたは
ホスト名も入力�

① IPアドレスは半角数字とピリオドで「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で指定しま
す。（各XXXは 0～ 255の範囲の半角数字）
ホスト名はネットワーク上で定義されているプリンタのホスト名を指定しま
す。（最大255バイト文字）

② システムに登録する任意のポート名を日本語/半角英数字を含め、63バイト
文字または全角31文字以内で指定します。

ポート名を指定しなかった場合は、IPアドレスまたはホスト名
入力域の設定情報の先頭に「Fjxl_」を付加したものをポート名
として自動生成します。

● ネットワーク上にあるプリンタの一覧を表示する
〔ポートの追加〕画面でIPアドレスを設定する際、〔参照〕をクリックすると、ネッ
トワーク上に接続されているXLプリンタ装置を、〔プリンタの一覧〕に表示するこ
とができます。
設定したいIPアドレスを選択して〔OK〕をクリックすると、「接続先」に反映する
ことができます。

�クリック�

�選択�
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● プリンタとの通信に必要な情報を設定する
プリンタとの通信に必要な情報を設定する必要がある場合は、〔ポートの追加〕ダイ
アログで〔オプション〕をクリックし、必要箇所を入力し〔OK〕をクリックします。

①�

②�

③� ⑤

④

① ポート番号 プリンタとの通信で使用するポート番号を指定します。
通常は、初期設定の9313のままにします。
変更する場合は、プリンタ側のポート番号と同じ値に
してください。
プリンタ側のポート番号は、次の操作で確認できます。
1.プリンタのオペレータパネルの「メニュー」スイッ
チを押す

2.「 」スイッチを押して「LANセッテイ」を表示する
3.「 」スイッチを1回押し、「 」スイッチで「ポート
バンゴウ」を表示する

4.「 」スイッチを1回押し、「 」スイッチで「ケンサ
クポートバンゴウ」を選択し、「 」スイッチを押す

オペレータパネルの操作については、「オペ
レータパネルからの設定（メニューモード）」
（128ページ）参照

② プリンタタイム プリンタからの応答を待ち合わせる時間を60～ 7200秒
アウト監視時間 の範囲で設定します。

  初期設定：300秒
③ プリンタの チェックを付けると、プリンタとの通信異常を検出し
IPアドレス変更を た場合はネットワークに接続されたXLプリンタを検索
自動認識する し、XLプリンタのIPアドレスが変更された場合は変更

後のIPアドレスを自動認識して、プリンタとの通信を
続行します。

④ 標準に戻す この画面の設定値を標準値(初期設定)に戻します。標
準値は以下のとおりです。
・ポート番号：9313
・プリンタタイムアウト監視時間：300秒
・プリンタのIPアドレス変更を自動認識する：チェックあり

⑤ プリンタ検索範囲 ネットワークに接続されたXLプリンタの検索範囲を指
定する画面を表示します。

詳細設定については、「●プリンタの検索範
囲を設定する」（110ページ）参照
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「ネットワークソフトウェアのインストール」より「ポートの追
加」を行った場合は、〔プリンタの追加〕画面で「追加したポー
トに接続するプリンタを追加する」を選択し、「LANポートの追
加」で設定したLANポートを指定してプリンタドライバをインス
トールします。
以降の操作は、取扱説明書「第６章 ネットワークを利用してプ
リンタを接続する」の「④ネットワークソフトウェアとプリン
タドライバのインストール」を参照してください。

プリンタドライバのインストールについては「第6
章 プリンタドライバのインストール」(117ページ)
参照

● ポート名を変更する
「ポート名」には初期値として「Fjxl_」＋「プリンタのIPアドレスまたはホスト名」
が設定されます。
必要に応じて変更してください。（日本語/英数を含め半角63文字または全角31文
字以内）

・バックスラッシュ、円記号(¥)、カンマ(,)記号が含まれるも
のおよび先頭が半角空白である文字列をポート名として指定
することはできません。

・Windows 95/98/Meの場合、すでに作成したポート名が含まれ
る文字列（「Fj x l _ i p p 1」があるとき、「Fj x l _ i p p」や
「Fjxl_ipp11」など）をポート名として指定することはできま
せん。

●プリンタの検索範囲を設定する
ネットワークに接続されているプリンタを検索するための条件（検索範囲）を設定
することができます。検索範囲を指定する画面を表示させるには、次のいずれかの
操作を行います。
・〔ポートの追加〕の〔参照〕をクリックして〔プリンタの一覧〕ダイアログを表示
し、〔プリンタ検索範囲〕をクリックする

・〔オプション〕をクリックして〔オプション〕ダイアログを表示し、〔プリンタ検
索範囲〕をクリックする

①� ②� ③�

④� ⑤� ⑥�
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①〔追加〕ボタン 検索範囲を追加します。
このボタンをクリックすると、次のダイアログが表示
されます。

各項目を設定して〔OK〕をクリックすると、設定した
内容が、〔プリンタ検索範囲の一覧〕画面に追加され
ます。

②〔変更〕ボタン 検索範囲の内容を変更します。
このボタンをクリックすると、次のダイアログが表示
されます。

変更内容を入力して〔OK〕をクリックすると、設定し
た内容が〔プリンタ検索範囲の一覧〕画面に反映され
ます。

③〔削除〕ボタン 登録されている検索範囲を削除します。
一覧から削除する検索範囲を選択してこのボタンをク
リックします。ただし、***.***.***.***は削除でき
ません（設定するパソコンと同一のネットワークセグ
メント（検索範囲）であるため）。

④〔標準に戻す〕 一覧に表示されている情報をすべて削除し、標準値
ボタン (初期設定)を表示します。

初期設定：ネットワークアドレス ***.***.***.***(*1)
サブネットマスク ***.***.***.***(*1)
ポート番号 9313
タイムアウト時間 5秒

*1：設定するパソコンと同一ネットワークセグメント
（検索範囲）です。

⑤〔OK〕ボタン 設定した内容をシステムに反映し、〔プリンタ検索範
囲の一覧〕画面を閉じます。

⑥〔キャンセル〕ボタン 設定した内容を無効にし、〔プリンタ検索範囲の一覧〕
画面を閉じます。
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IPPポートの追加

「IPP」を選択し、プリンタのURLを入力して〔OK〕をクリックする

取扱説明書「第6章  ネットワークを利用してプリンタを接続する」
の「プリンタのURL設定（IPPのみ）」参照

�②プリンタURLを入力�

①IPPを選択�

プリンタのURLは、次の方法で確認することができます。（プリ
ンタに設定済みの場合のみ）
・Printia LASER Internet Serviceの〔ネットワーク情報〕〔基
本情報〕を参照する

・プリンタを設置する際に印刷する「設定の印刷」を参照する
・Printianaviネットワークマネージャの〔詳細画面の表示〕、
〔基本情報〕を参照する

〔ポートの追加〕ダイアログでは、必要に応じて次の設定を行います。
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●プロキシサーバの設定をする
プリンタとの接続にプロキシサーバを使用する場合は、「プロキシサーバを使用する」
にチェックを付け、〔プロキシ設定〕をクリックします。〔プロキシ設定〕ダイアロ
グで、プロキシサーバの設定を行ってください。

①�

②�

③�
⑤�
④�

① プロキシサーバの プロキシサーバのIPアドレス、またはネットワーク
アドレス 上のホスト名を入力します。

② プロキシサーバの プロキシサーバのポート番号を入力します。
ポート番号

③ 継続通信モードを プロキシサーバによっては、継続通信モードにする
有効にする と正しく印刷できない場合があります。プリンタの

接続を確認できているのに印刷時に通信エラーとな
る、印刷データがプリンタに通信されないなどの現
象が発生するときは、チェックを外すと正常に印刷
できることがあります。

④ 標準として設定 現在入力されている設定値を標準にする場合、ク
リックします。

⑤ 標準に戻す 〔標準として設定〕に設定した値に戻します。標準値
(初期設定)が設定されていない場合は、空欄に戻し
ます。

● ポート名を変更する
「ポート名」には、初期設定として「Fjxl_http://」＋「プリンタのURL」が設定さ
れます。
必要に応じて変更してください。（日本語/英数を含め半角63文字または全角31文
字以内）

・バックスラッシュ、円記号(¥)、カンマ(,)記号が含まれるも
のおよび先頭が半角空白である文字列をポート名として指定
することはできません。

・Windows 95/98/Meの場合、すでに作成したポート名が含まれ
る文字列（「Fj x l _ i p p 1」があるとき、「Fj x l _ i p p」や
「Fjxl_ipp11」など）をポート名として指定することはできま
せん。
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● オプションの設定をする
〔オプション〕をクリックすると、〔オプション〕ダイアログが表示されます。

①�

① プリンタタイム プリンタからの応答を待ち合わせる監視時間を、
アウト監視時間 60～ 7200秒の範囲で設定します。ここで指定した

時間プリンタから何も応答がないときは、ネット
ワークが切断されているとみなし、エラーを通知し
ます。

「ネットワークソフトウェアのインストール」より「ポートの追
加」を行った場合は、〔プリンタの追加〕画面で「追加したポー
トに接続するプリンタを追加する」を選択し、「IPPポートの追
加」で設定したIPPポートを指定してプリンタドライバをインス
トールします。
以降の操作は、『取扱説明書』「第６章 ネットワークを利用して
プリンタを接続する」の「④ネットワークソフトウェアとプリ
ンタドライバのインストール」を参照してください。

プリンタドライバのインストールについては「第6
章 プリンタドライバのインストール」(117ページ)
参照
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接続の確認

ポートの追加またはポートの設定画面では、IPPポートの接続を確認することができ
ます。

あらかじめプリンタをネットワークに接続し、電源を入れてお
いてください。

ポートの追加画面終了後に確認を行うには、ポートの設定画面を次の手順で表示し
てください。

Windowsを起動する

Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合は、管理者権限でログオ
ンします。

〔スタート〕から〔プログラム〕（Windows XP/Windows Server 2003 の
ときは、〔すべてのプログラム〕）〔Printianavi〕〔ネットワークソフト
ウェア2〕〔Printianaviネットワークポート管理〕の順に選択する

確認を行うポートを選択し、〔ポートの構成〕をクリックする

�クリック�
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〔接続確認〕をクリックする

プリンタと正常に接続されると、「指定されたプリンタと接続できました」と表
示されます。
確認が終わったら、〔OK〕をクリックします。

�クリック�

接続の確認で指定されたプリンタと接続できない場合は、次の
点を確認してください。
・指定したプリンタのURLが間違っていませんか
・プロキシサーバの設定が間違っていませんか
・プリンタの電源が投入されていますか

IPPでの印刷を行う場合は、次の点にご注意ください。
・ XLシリーズ以外のIPP対応プリンタで接続確認が行える
場合でも印刷は保証されません。
PrintianaviネットワークポートモニタでのIPP印刷は、
XLシリーズのIPP対応プリンタへ印刷するときのみご使
用ください。



第６章
プリンタドライバの

インストール

この章では、パソコンにプリンタドライバ
（Printia XLドライバ）をインストールする手
順について説明します。

プリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストール .................................................. 118118118118118
準  備 ................................... 118
プリンタドライバのインストール
       (Windows 95/98/Me/NT4.0/2000) ..... 118
プリンタドライバのインストール
       (Windows XP/Windows Server 2003)....122
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プリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストールプリンタドライバのインストール
ここではプリンタドライバのインストール方法を説明します。

プリンタドライバのインストール方法には次の２種類があります。
運用目的に合わせて選択してください。

インストールタイプ 設定（インストール）できるもの
ローカルプリンタ ローカルポートまたはLANポートで接続されている
のインストール プリンタのドライバをインストールします。
共有プリンタの サーバ上で共有されているプリンタのドライバをネッ
インストール トワークインストールします。

ネットワークソフトウェアですでにプリンタドライバをインス
トールしている場合は、この処理を行う必要はありません。

準  備
プリンタドライバのインストールには、本プリンタに添付のCD-ROMが必要です。

Windows 95/98/Me/NT4.0/2000をお使いの場合は、次項に進んでください。
Windows XP/Windows Server 2003をお使いの場合は、122ページに進んでください。

プリンタドライバのインストール
(Windows 95/98/Me/NT4.0/2000)

ここでは、CD-ROMからプリンタドライバをインストールする方法について説明しま
す。
プリンタドライバのインストールは次の手順で行います。

テスト印刷を行う場合は、プリンタの電源を入れておきます。

Windowsを起動する

プリンタケーブルで接続している場合はWindows起動後、プラグアンドプレイに
よって次のような画面が表示されることがあります。このときは〔キャンセル〕
をクリックしてください。
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OSがWindows NT4.0/2000の場合は管理者権限でログオンしてく
ださい。

添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットし、表示される画面で〔プリ
ンタドライバ〕を選択する

�クリック�

上の画面が自動的に表示されない場合は、エクスプローラでCD-
ROM の直下の Setup.exe（CD-ROM ドライブがD:のときは「D:
¥Setup.exe」）を実行してください。

プリンタを選択し〔次へ〕をクリックする

�②クリック�

�①選択�
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インストール方法を選択し、〔次へ〕をクリックする

�②クリック�

�①選択�

プリンタをインストールする
●ローカルプリンタのとき

ポートを選択し、〔次へ〕をクリックします。

�②クリック�

�①選択�

●共有プリンタのとき

共有するサーバ上のプリンタを選択し、〔次へ〕をクリックします。

�②クリック�

�①選択�
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プリンタ名、および通常使うプリンタにするかどうかを選択し、〔次
へ〕をクリックする

�③クリック�

�①設定�

�②選択�

変更内容に問題がなければ〔次へ〕をクリックする

変更したい場合は〔戻る〕をクリックし、変更設定画面まで戻って設定します。

�クリック�

セットアップ完了画面が表示されたら〔完了〕をクリックし、Windows
を再起動する

�クリック�

「いいえ、あとでコンピュータを再起動します。」を選択する
と、再起動を行わずインストールを終了します。
なお、再起動を行わない場合の動作保証はされませんのでプリ
ンタを使用する前に必ず再起動してください。



122

オンラインマニュアル
第６章    プリンタドライバのインストール

これでプリンタドライバのインストールは完了です。
以降、必要に応じて参照してください。

実際に印刷したいとき
『取扱説明書』「第8章  日常の操作」参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
『取扱説明書』「第11章 困ったときは」参照

プリンタの共有についての詳細は、
『取扱説明書』「第7章 プリンタ共有の設定」参照

プリンタドライバのインストール
(Windows XP/Windows Server 2003)

Windows XP/Windows Server 2003のときに、プラグアンドプレイでプリンタドラ
イバをインストールする手順について説明します。
※画面はWindows XPの場合です。

管理者権限でログオンしてください。

「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）」を選択し、〔次
へ〕をクリックする

�①選択�

�②クリック�

添付のCD-ROMをセットする

CD-ROMをセットした後に「Printia LASERプリンタユーティリティ」の画面が自
動的に起動した場合は、〔終了〕を選択して閉じてください。
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「次の場所を含める」をチェックし、「D:¥FJXLV71¥WINXP」（CD-ROMドラ
イブがD:の場合）を入力し、〔次へ〕をクリックする

�②入力�

�①チェック�

�③クリック�

・環境によっては次の画面が表示される場合があります。
「c:¥windows¥inf¥oem1.inf」を選択し、〔次へ〕をクリックし
てください。

・次のダイアログが表示されたときは〔続行〕をクリックして
ください。

�クリック�
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必要なソフトウェアがインストールされたことを確認し、〔完了〕をク
リックする

�クリック�

以上でインストールは完了です。

通常使うプリンタに設定する場合には〔スタート〕から〔プリ
ンタとFAX〕を選択し、該当するプリンタのアイコンをダブルク
リックし、〔プリンタ〕メニューから〔通常使うプリンタに設定〕
を選択します。

これでプリンタドライバのインストールは完了です。
以降、必要に応じて参照してください。

実際に印刷したいとき
『取扱説明書』「第8章  日常の操作」参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったとき
『取扱説明書』「第11章 困ったときは」参照

プリンタの共有についての詳細は、
『取扱説明書』「第7章 プリンタ共有の設定」参照
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この章では、液晶ディスプレイに表示される内
容と、オペレータパネルの操作のしかたについ
て説明します。

オペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かた ................................................................................ 126126126126126
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オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定（（（（（メメメメメニニニニニュュュュューーーーーモモモモモーーーーードドドドド）））））................................... 128128128128128

基本的な操作 ............................. 128
メニューモードの項目一覧 ................. 130
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オペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かたオペレータパネルの見かた
オペレータパネルには、操作に必要なスイッチ、表示ランプ、および液晶ディスプレ
イがあります。ここでは、オペレータパネルの機能を説明します。

メッセージ�オンライン�

オンライン�

�

設定�

データ� リンク�

メニュー�

（液晶ディスプレイ）�

リセット�

●液晶ディスプレイ�
プリンタの状態を知らせるメッセージ�
や設定項目などを表示します。�
(１行16文字の２段に表示されます。)�

●オンラインスイッチ�
オンライン状態とオフライン状態を切り
替えます。��
●メニュースイッチ�
プリンタを、各種設定の操作を行うメニ
ューモードにします。メニューモードを
終了するときにも使用します。��
●リセットスイッチ�
プリンタ内に残っている未印刷データを
消去します。�

●オンラインランプ（緑色）�
プリンタがオンライン状態かオフライン状態
かを知らせます。�
点灯：オンライン状態�
消灯：オフライン状態��

●データランプ（緑色）�
プリンタ内に印刷するデータがあるかどうか
を知らせます。�
点灯：データが残っている�
点滅：データをパソコンから受信中�
消灯：データがない�　　�

●リンクランプ（緑色）�
ネットワークと接続されている状態かどうか
を知らせます。�
点灯：ネットワークと接続されている�
消灯：ネットワークと接続されていない�　　�

●メッセージランプ（オレンジ色）�
印刷できない状態にあることを知らせます。�
点灯：エラーが発生し、印刷できない状態�
消灯：印刷できる状態�

●設定スイッチ�
メニューモードのときに、選択した値を
有効にします。また、プリンタ内に残っ
ている未印刷データを印刷します。��
●▲▼　　スイッチ�
メニューモードのときに、設定項目の選
択や、設定値の選択で使用します。�

「メニュー」「 」「 」「 」「 」の各スイッチについては、「オペレー
タパネルからの設定（メニューモード）」(128ページ）参照
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液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容
液晶ディスプレイは、プリンタの設定状態や、障害が発生したときの内容などを表
示するものです。１行16文字で２段に表示されます。
障害が発生すると「メッセージ」ランプが点灯し、液晶ディスプレイにエラーメッ
セージを表示します。

電源投入時の表示内容

プリンタの電源を入れると、プリンタが動作するために必要な診断が行われます。
診断が終わり、プリンタを使用できるようになると、液晶ディスプレイに「オンラ
イン」と表示されます。

オンライン状態（印刷できる状態）時の表示内容

●動作モードの設定�
プリンタの動作モードを表示します。�
エミュレーション設定が「ESC/P」の場合は、
Printia　XLドライバからの印刷時、動作モードを
自動で切り替えます。(初期値はエミュレーション
設定「解除」(XL-6200/5750/5350のみの機能))�
ＥＰ　　：ESC/Pモード�
ＨＸ　　：HEXダンプ印刷モード�
表示なし：Printia XLドライバの印刷動作中�
ＭＷ　　：Printia XLドライバを使用した部単位

印刷時のメモリ書き込み中�
ＭＲ　　：Printia XLドライバを使用した部単位

印刷時のメモリ読み出し中�

●プリンタ状態�
プリンタの状態を表示します。�
オンライン　　：オンライン状態、�
　　　　　　　　データ受信中�
オフライン　　：オフライン状態�
インサツチュウ：印刷中�
ジュンビ　　　：ウォームアップ中、�
　　　　　　　　クールダウン中�
セツデン　　　：パワーセーブ中�

●警告情報�
警告情報を表示します。�
表示なし  　　　　：警告なし     　　　　　　�
カセットカクニンｎ：カセットなし状態　　　　　�
サイズカクニンｎ　：カセットサイズエラー状態�
トナー� ：トナー ニアエンプティ�
トナー*� ：トナー ニアエンプティ、かつ

純正品以外のプロセスカートリッ
ジを検出�

トナーコウカン� ：純正品以外のプロセスカートリ
ッジを使用�

ホシュ� ：定着器交換時期�
��           ｎ：１～３�

●インタフェース状態�
レディ状態／ポート状態を表示します。�
パラレル：パラレルポート使用状態�
ＬＡＮ  ：ＬＡＮポート使用状態�
ＵＳＢ  ：ＵＳＢポート使用状態�

●給紙口／用紙サイズ�
設定されている給紙口と用紙サイズを表示します。�
給紙口� 用紙サイズ�
１：給紙カセット１� 　Ａ３：Ａ３用紙�
２：給紙カセット２� 　Ａ４：Ａ４用紙�
３：給紙カセット３� 　Ａ５：Ａ５用紙�
Ｍ：給紙トレイ� 　Ｂ４：Ｂ４用紙�
� 　Ｂ５：Ｂ５用紙�
� 　ＬＧＬ　：リーガル用紙�
� 　ＬＴＲ　：レター用紙�
� 　ハガキ　：官製はがき�
� 　フテイ　：不定形用紙�
� 　フテイＬ：長尺紙�

給紙トレイ用紙サイズスイッチで用紙サイズを指定し
て、給紙口が給紙トレイのときは「Ｍ＊Ａ４」のように
「＊］が表示されます。�

オンライン　　　ハ゜ラレル　ＥＰ�
トナー　　　　　　　１－Ａ４　　�
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オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定オペレータパネルからの設定（（（（（メメメメメニニニニニュュュュューーーーーモモモモモーーーーードドドドド）））））
プリンタの設定を変えたり、設定内容を確認したりするときの操作方法について説
明します。設定の変更や確認は、メニューモードで行います。

メニューモードで設定できる項目（レベルおよび設定値）については、
「メニューモードの項目一覧」（130ページ）参照

基本的な操作
メニューモードに入るときは、「メニュー」スイッチを押します。
メニューモードを終了させるには、「オンライン」または「メニュー」スイッチを押
します。

� �

メッセージ�オンライン�

オンライン�

設定�

データ� リンク�

メニュー�

リセット�

メッセージ�オンライン�

オンライン�

設定�

データ� リンク�

メニュー�

リセット�

オンライン� メニュー　　　　　　　　　　�
　メニュー　インサツ　　　　　▼�

「メニュー」�

「オンライン」�

メニューモードでは、目的の設定値を上位のレベルから順に選んで表示させ、設定
します。設定値までのレベルの深さは項目によって異なります。

プリンタがオフライン状態、オンライン状態のいずれの場合も、
「メニュー」スイッチを押せばメニューモードに移行します。た
だし、印刷の途中（データランプ点灯中）は、メニューモード
に入ることはできません。
電源を入れてからしばらく経っている場合、オペレータパネル
に「セツデン」と表示されることがありますが、操作上問題は
ありません。

メニューモードでは、次のスイッチを使用します。

「 」または「 」スイッチ...同じレベルで項目を切り替えます。設定する値
を変えたいときにも使用します。

「 」または「 」スイッチ ..下のレベルまたは上のレベルに移動します。
「設定」スイッチ ............表示された値に設定するときや、メニュー印刷、

テスト印刷を行うときに押します。



オンラインマニュアル
第７章　オペレータパネルの操作

129

メニュー�
　ＬＡＮ　セッテイ� ▼�

メニュー�
  メニュー　インサツ� ▼�

  メニュー　インサツ�
セッテイ　ノ　インサツ� ▲�

  セッテイ　ノ　インサツ�
  インサツチュウ�

メニュー�
  ＩＰアト゛レス　セッテイ� ▼�

↓「設定」�

「　」↓↑「  」�

「  」�
→�
←�

「　」�
�

「  」�
→�
←�

「　」�
�

・IP アドレスを手動で設定するときは、プリンタをメニュー
モードにして「IPアドレス設定」の「DHCP自動取得」を「解
除」に設定した後、「IPアドレス」を表示させ、次の手順で操
作します。

　ＩＰアト゛レス� �*　　０．　　０．　　０．　　０  �   

↓「  」「  」� ① 「 」「 」スイッチで、設
定するブロックにカーソ
ルを移動します。

　ＩＰアト゛レス� �
  １９２．　　０．　　０．　　０　� 

↓「▲」「▼」� ② 「▲」（加算）、「▼」（減算）
スイッチで値を設定しま
す。

　ＩＰアト゛レス� �
＊１９２．１６８．　０．　　１�

↓「設定」� ③ 各ブロックの設定が終
わったらカーソルを左端
に移動し、「設定」スイッ
チを押します。

「サブネットマスク」や「ゲートウェイ」も同様の操作で設定
します。

・「LAN設定」内の設定値を変更すると、「オンライン」または「メ
ニュー」スイッチでメニューモードを終了した際に、プリン
タをリセット（初期化）します。

・「テスト印刷」の連続印刷は、「リセット」スイッチを押すと
終了します。

・「HEXダンプ印刷」を設定すると、HEXダンプ印刷モードで印刷
できる状態（オンライン状態）に移行します。HEXダンプ印刷
を解除するときは、オフライン状態にして「リセット」スイッ
チを2回押します。（XL-6200/5750/5350のみの機能）

・Ethernetのタイプを設定した場合、「オンライン」または「メ
ニュー」スイッチでメニューモードを終了した際に、プリン
タをリセット(初期化)します。

・Printia XLドライバからの印刷では、ドライバの設定に従い
ます。

・コピー枚数（印刷部数）の設定では、印刷データ内の部数指定
コマンドが優先します。

・給紙トレイ用紙サイズスイッチを「パネルで設定」にした場合
のみ、給紙トレイサイズで指定した値が有効になります。

・両面印刷は、はがき、不定形用紙、長尺紙では無効となります。
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メニューモードの項目一覧
メニューモードで設定できる項目の一覧を次の表に示します。設定値および範囲の
値の前の「＊」は、工場出荷時に登録される初期値を示します。

各項目の設定方法については、「オペレータパネルからの設定（メ
ニューモード）」(128ページ)参照

レベル1 レベル2 レベル3 設定値 機　能〔範　囲〕
メニュー印刷 設定の印刷 現在のプリンタの設定内容を印刷する。
IPアドレス設定 DHCP自動取得 ＊設定 IPアドレス、サブネットマスク、ゲート
(*1) ウェイをDHCPにより自動取得する。

解除 IPアドレス、サブネットマスク、ゲート
ウェイをDHCPにより自動取得しない。

IPアドレス(*2) IPアドレスを設定する。
XXX.XXX.XXX.XXX
サブネットマスク(*2) サブネットマスクを設定する。
XXX.XXX.XXX.XXX
ゲートウェイ(*2) ゲートウェイを設定する。
XXX.XXX.XXX.XXX

LAN設定 MACアドレス MACアドレスを表示する。
Ethernetタイプ ＊自動 自動検出して動作する。

100Mbps Full 100Mbps(Full)で動作する。
100Mbps Half 100Mbps(Half)で動作する。
10Mbps 10Mbpsで動作する。

TCP/IPプロトコル ＊有効 TCP/IPを有効にする。
無効 TCP/IPを無効にする。

ポート番号 印刷ポート番号 XXXX 印刷を行うときに使用するポート番号
(*1) 設定する。

［1～65535（初期値：9313）］
検索ポート番号 XXXX ネットワーク内のプリンタを検索すると

きに使用するポート番号を設定する。
［1～65535（初期値：9313）］

ポート設定 パラレルポート 双方向モード ＊設定 双方向インタフェースを有効にする。
設定 解除 双方向インタフェースを無効にする。

INIT受信 ＊有効 INIT信号を受信したときの初期化動作を
有効にする。

無効 INIT信号を受信したときの初期化動作を
無効にする。

タイムアウト時間 XX秒 一定時間印刷しなかった場合に、他の
ポートからの印刷を可能にするときの
タイムアウト時間を設定する。
［10～3600秒（初期値：30秒）］10秒単位

*1：「TCP/IPプロトコル」が「無効」のときは、表示されません。
*2：「DHCP自動取得」が「設定」のときは、表示されません。
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レベル1 レベル2 レベル3 設定値 機　能〔範　囲〕
ポート設定 USBポート設定 双方向モード ＊設定 双方向インタフェースを有効にする。

解除 双方向インタフェースを無効にする。
タイムアウト時間 XX秒 一定時間印刷しなかった場合に、他の

ポートからの印刷を可能にするときのタ
イムアウト時間を設定する。
［10～3600秒（初期値：30秒）］10秒単位

環境設定 パワーセーブ ＊設定 パワーセーブへの移行を有効にする。
(*3) 解除 パワーセーブへの移行を無効にする。
パワーセーブ (XL-5750/5350 ＊ 1分 1分
時間 /5250) 15分 15分

30分 30分
60分 60分

（XL-6200） ＊ 30分 30分
60分 60分
1分 1分
15分 15分

ブザー ＊設定 エラー時にブザーを鳴動させる。
解除 エラー時にブザーを鳴動させない。

タッチ音 ＊設定 スイッチを押したときに、タッチ音を鳴
らす。

解除 スイッチを押したときに、タッチ音を鳴
らさない。

印字濃度調整 ×× 印字濃度を設定する。
［0～15（初期値：8）］1単位

エミュレーション (XL-6200/5750/ ＊解除 プリンタをXLドライバモードで動作させ
設定  5350) る。

ESC/P プリンタをESC/Pエミュレーションモー
ドで動作させる。

印刷設定 給紙口 ＊カセット1 1段目の給紙カセットから給紙する。
カセット2 2段目の給紙カセット（拡張給紙ユニッ
(*4) ト）から給紙する。
カセット3 3段目の給紙カセット（拡張給紙ユニッ
(*4) ト）から給紙する。
給紙トレイ 給紙トレイから給紙する。

給紙トレイサイズ ＊ A4 A4サイズに設定する。
B5 B5サイズに設定する。
A5 A5サイズに設定する。
リーガル リーガルサイズに設定する。
レター レターサイズに設定する。
ハガキ はがきサイズに設定する。
不定形 不定形用紙に設定する。このときの用紙

サイズは、『不定形サイズ』で設定す
る。

A3 A3サイズに設定する。
B4 B4サイズに設定する。

*3：XL-6200のみ表示されます。
*4：拡張給紙ユニット（オプション）を取り付けているとき表示します。
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レベル1 レベル2 レベル3 設定値 機　能〔範　囲〕
印刷設定 不定形サイズ 不定形縦 ×××mm 不定形用紙の縦の長さを指定する。

[148～＊420mm]0.1mm単位
不定形横 ×××mm 不定形用紙の横の長さを指定する。

[100～＊297mm]0.1mm単位
両面印刷(*6) ＊ 解除 両面印刷を行わない。（片面印刷）

設定 両面印刷を行う。
印刷方向(*5) ＊ 縦 用紙の短い辺に対して平行に印刷する。

上端/左端の余白は固定。
縦余白 用紙の短い辺に対して平行に印刷する。

縦余白設定で設定した余白を付けて印刷
する。

横 用紙の長い辺に対して平行に印刷する。
上端/左端の余白は固定。

横余白 用紙の長い辺に対して平行に印刷する。
横余白設定で設定した余白を付けて印刷
する。

縮小印刷(*5) ＊ 100% 縮小せずに印刷する。
75% 75%に縮小して印刷する。
70% 70%に縮小して印刷する。
リスト印刷A4 ストックフォーム用の印刷データを75％

に縮小してA4用紙に横方向で印刷する。
リスト印刷B4 ストックフォーム用の印刷データをB4用

紙に横方向で印刷する。
コピー枚数(*5) ××枚 印刷する部数を設定する。[＊1～99枚]
綴じしろ方向 ＊長辺綴じ 長辺側を綴じしろとする。
(*5) 　 短辺綴じ 短辺側を綴じしろとする。
綴じしろモード ＊左/上綴じ 左側、または上側を綴じる。
(*5) 右/下綴じ 右側、または下側を綴じる。
綴じしろ量 表 ××mm 表面の綴じしろ量を設定する。
(*5) [＊0～30mm]1mm単位

裏(*7) ××mm 裏面の綴じしろ量を設定する。
[＊0～30mm]1mm単位

スムージング ＊設定 印刷結果を滑らかにする。
(*5) 解除 印刷結果を滑らかにしない。
トナーセーブ ＊解除 トナーを節約しない。
(*5) 設定 トナーを節約する。
データなし ＊解除 データのないページを印刷しない。
印刷(*5) 設定 データのないページを印刷する。
タイマー監視 ＊解除 タイマー監視印刷を行わない。
印刷(*5) 30秒 監視時間を30秒にする。

10秒 監視時間を10秒にする。
*5：「エミュレーション設定」で「解除」を選択している場合は、表示されません。
（XL-6200/5750/5350のみ）

*6：オプションの両面ユニットを搭載しているときのみ表示されます。
*7：両面ユニットを装着しているときのみ表示されます。
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レベル1 レベル2 レベル3 設定値 機　能〔範　囲〕
EPモード設定 文字コード ＊カタカナ カタカナコード表(157ページ)を使用す
(*5) る。

グラフィック 拡張グラフィックコード表(157ページ)
を使用する。

給紙位置(*8) ＊ 8.5mm 印刷開始位置を用紙の上辺から8.5mmに
設定する。

22mm 印刷開始位置を用紙の上辺から22mmに設
定する。

右マージン位置 ＊用紙幅 用紙幅に合わせて右マージンを設定す
る。右マージンは、使用する用紙サイズ
の印刷領域の右端まで。

136桁 用紙サイズに関係なく136桁(13.6イン
チ)に設定する。用紙幅が136桁に満たな
い場合、印刷領域を越えた部分は印刷さ
れない。

ANK文字 ＊ローマン ANK文字の書体をローマンにする。

サンセリフ ANK文字の書体をサンセリフにする。

漢字書体 ＊明朝 漢字の書体を明朝体にする。

ゴシック 漢字の書体をゴシック体にする。

CRコード ＊ CRのみ CR動作（復帰のみ）を行う。
CR&LF CR動作（復帰）とLF動作（改行）を行

う。
縦余白設定 縦上端余白 ××.×mm 縦印刷のときの上端余白を設定する。

[＊給紙位置(*8)～50.0mm]0.1mm単位
縦左端余白 ××.×mm 縦印刷のときの左側余白を設定する。

[＊5.0～50.0mm]0.1mm単位
横余白設定 横上端余白 ××.×mm 横印刷のときの上端余白を設定する。

[＊給紙位置(*8)～50.0mm]0.1mm単位
横左端余白 ××.×mm 横印刷のときの左側余白を設定する。

[＊5.0～50.0mm]0.1mm単位
印字位置調整 縦印字位置 ××.×mm 印刷時の縦印字位置を設定する。

[-30.0mm～30.0mm（初期値：0mm）
0.1mm単位

横印字位置 ××.×mm 印刷時の横印字位置を設定する。
[-30.0mm～30.0mm（初期値：0mm）］
0.1mm単位

*5：「エミュレーション設定」で「解除」を選択している場合は、表示されません。
（XL-6200/5750/5350のみ）

*8：給紙位置が余白の最小値となります。
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レベル1 レベル2 レベル3 設定値 機　能〔範　囲〕
HEXダンプ印刷(*5) 設定 ヘキサダンプ形式で印刷する。
テスト印刷 ESC/P印刷 ESC/Pモードで使用する文字を、エミュ

(*5) レーション解像度でテスト印刷する。
H連続 「H」を連続して印刷する。
黒ベタ連続 印刷可能領域をすべて黒で塗りつぶして

連続で印刷する。
白紙連続 白紙のまま連続で印刷する。
格子連続１ 格子を600dpiで連続で印刷する。
格子連続２ 格子を300dpiで連続で印刷する。
格子連続３ 格子を1200dpiで連続で印刷する。
(*9)

初期化 設定初期化 すべての設定値を工場出荷時の値に戻
す。

LAN初期化 LANに関する設定値を工場出荷時の値に
戻す。

保守モード 印刷枚数 XXXXXページ 10進数表示
メモリ容量 XXMB 10進数表示
ROM版数 Ver XX.XX 10進数表示
エンジンROM版数 Ver X.XX 10進数表示
エンジンステータス STATUS XX=XX 16進数表示
NVコード XX=XX 16進数表示
カートリッジステータス(*10) XX=XX
装置ステータス(*11) XX=XXXXXXXX
LANステータス(*12) a.bbbb.cccc.dd
主走査方向位置 XX.Xmm [-3.5～3.5mm]0.1mm単位
副走査方向位置 XX.Xmm [-3.5～3.5mm]0.1mm単位
ソフトスイッチ ソフトスイッチX-X ＊ OFF

ON
*5：「エミュレーション設定」で「解除」を選択している場合は、表示されません。
（XL-6200/5750/5350のみ）

*9：プリンタRAMモジュール-64MB（オプション）を取り付けているときに表示され
ます。（XL-6200/5350のみ）

*10：機能〔範囲〕
XL-5750/5350の場合
設定項目 機能

00=XX～ 07=XX コントローラエリア1
20=XX カートリッジ状態
21=XX カートリッジ種類
22=XX～ 23=XX 累積印字面数
30=XX～ 33=XX コントローラエリア2

XL-6200の場合
設定項目 機能

00=XX～ 07=XX コントローラエリア1
20=XX カートリッジ状態
21=XX カートリッジ種類
22=XX～ 23=XX 累積印字面数
24=XX～ 26=XX 累積ドラム回転時間
27=XX カートリッジ状態2

カートリッジ使用可の状態でなければ、値は「00」です。
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*11：機能〔範囲〕
16進法表示
00： 装置状態　b31：EEPROM　b0：定着器
01： 定着器交換後枚数
02： 定着器交換時総印刷枚数1
03： 総印刷枚数
04： 電源投入回数
05： 電源投入時間
06： 最終エンジン異常コード
07： 最終コントローラ異常コード
08： 用紙ジャム回数　カセット1
09： 用紙ジャム回数　カセット2
0A： 用紙ジャム回数　カセット3
0B： 用紙ジャム回数　給紙トレイ
0C： 用紙ジャム回数　E
0D： 用紙ジャム回数　I
0E： 用紙ジャム回数　D
0F： 印刷枚数　カセット1
10： 印刷枚数　カセット2
11： 印刷枚数　カセット3
12： 印刷枚数　給紙トレイ
13： オプション情報

*12：機能〔範囲〕

2進法表示�
a�:�リンク・ステータス　0＝無効／1=有効�

bbbb:プリンタデータ転送能力�
� 　10Base-T　半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 　10Base-T　全二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX全二重（0＝無効／1＝有効）�
cccc:リンクパ-トナデータ転送能力�
� 　10Base-T　半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 　10Base-T　全二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX全二重（0＝無効／1＝有効）�
dd:データ転送速度�

� データレート（0=10Mbps/1=100Mbps）�
� 全二重／半二重（0＝半二重／1＝全二重）�
�

� �
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付  録
問題が発生した場合の対処方法（トラブル
シューティング）など、プリンタを使用する際
に補助的に必要となることがらについて説明し
ます。
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メニューモードのときの留意点メニューモードのときの留意点メニューモードのときの留意点メニューモードのときの留意点メニューモードのときの留意点
ここでは、メニューモードで値を設定するときに、とくに留意していただきたい内
容について説明します。

設定の印刷

プリンタおよびLANポートの現在の設定内容を印刷します。印刷は現在指定してい
る方法で行います。A4サイズの用紙を基準とし、A4より小さい用紙がセットされて
いるときは、自動的に縮小して印刷します。ただし、はがき、A5サイズより小さい
不定形用紙は印刷できません。印刷した場合は、「サイズフソク　A４　ヲ　イレテ
クダサイ」と表示されますので、他のサイズに変更して再度印刷してください。
用紙がない場合は「ヨウシ　ナシ」と表示されますので、用紙を補給してください。
印刷を中止する場合は、「リセット」スイッチを押してください。
LAN 設定で「TCP/IP」を「無効」にしたとき、LAN 設定内容は印刷されません。
また、エミュレーション設定を「無効」にしたときは、エミュレーション設定の内
容は表示されません。（XL-6200/5750/5350のみの機能）

次に「設定の印刷」の印刷例を示します。

総印刷枚数� ＝� １２３４５６７８枚�
メモリ容量� ＝� ８０ＭＢ�
ＲＯＭ版数� ＝� Ｖｅｒ９９．９９�
エンジンＲＯＭ版数� ＝� Ｖｅｒ９９．９９�
両面ユニット� ＝� あり�
給紙トレイダイヤル位置� ＝� パネルで設定�
�
�

給紙トレイ� ＝�リーガル�
カセット１� ＝�リーガル�
カセット２� ＝�リーガル�
カセット３� ＝�リーガル�
�

システム情報�

給紙口情報�

ＭＡＣアドレス� ＝�０００００Ｅ８５０００６�
Ｅｔｈｅｒｎｅｔタイプ�＝�自動認識(ＸＸＸＭｂｐｓ）�
ＴＣＰ／ＩＰ設定� ＝�有効�
印刷ポート番号� ＝�６５５３５�
検索ポート番号� ＝�６５５３５�
ＴＣＰ／ＩＰ動作状態� ＝�０�
ＬＡＮステータス� ＝�１．０１０１．０１０１．０１�
�

ＤＨＣＰ自動取得� ＝�解除�
ＩＰアドレス� ＝�１３２．１６８．　　０．１１２�
サブネットマスク� ＝�２５５．２５５．２５５．　　０�
ゲートウェイ� ＝�　　０．　　０．　　０．　　０�
�

ネットワーク基本情報�

IPアドレス設定�
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TCP/IP設定

IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、および印刷ポート番号、検索ポー
ト番号を設定します。

IPアドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイの各項目は、DHCPにより自動
的に取得するように設定されているため、表示されません。IPアドレス、サブネッ
トマスク、およびゲートウェイをプリンタから設定する場合は、「DHCP自動取得」を
「解除」してください。

TCP/IPの設定を行ってもTCP/IPが正常に動作しない場合があります。このようなと
きは、メニュー印刷の「設定の印刷」を行い、「TCP/IP動作状態」（下記の表）およ
び「LANステータス」（140ページ）を確認してください。

TCP/IP動作状態コードは、次のとおりです。

コード 内容と処置
0 TCP/IPは正常に動作しています。
1 IPアドレス、またはサブネットマスクの設定に誤りがあります。

設定内容が正しいか確認してください。
2 DHCPによりTCP/IP構成情報を取得中です。
3 DHCPによるTCP/IP構成情報の取得要求がタイムアウトしました。

LANケーブルが正しく接続されているか、またはDHCPサーバの電源が投
入されているか確認してください。

4 DHCPによるTCP/IP構成情報のリース更新が拒否されました。
いったん電源を切断し、再び投入してください。

5 DHCPによるTCP/IP構成情報のリース更新要求がタイムアウトしました。
LANケーブルが正しく接続されているか、またはDHCPサーバの電源が投
入されているか確認してください。

6 DHCPにより取得したIPアドレスが他のホストで使用されています。
いったん、電源を切断し、再び投入してください。

9 ゲートウェイの設定に誤りがあります。設定内容が正しいか確認してくだ
さい。

TCP/IP動作状態コードが2（構成情報取得中）、または3（構成
情報の取得要求がタイムアウト）の場合でも、Printianavi IP
アドレス設定ユーティリティ2によるIPアドレスの設定を行う
ことができます。
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DHCPクライアントの予約について
DHCPによりTCP/IP構成情報を自動的に取得する場合は、本プリンタの電源を再投入
しても同じIPアドレスを取得できるようにDHCPサーバにクライアントの予約を行っ
てください。予約のときに必要となるプリンタのMACアドレスについては、電源投
入後、オペレータパネルに表示されるファームロード中(下段)のメッセージを参照
(127ページ)、または設定の一覧を印刷してください（138ページ）。

「プロトコル」の「TCP/IP」を「無効」にした場合、「TCP/IP設
定」は表示されません。

LANステータスは、次のとおりです。

設定項目 機　能
ａ．ｂｂｂｂ．ｃｃｃｃ．ｄｄ LANの接続状態を2進数の各コードで示します。

a：リンク・ステータス
０＝無効／１＝有効

bbbb:プリンタデータ転送能力�
� 　10Base-T　半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 　10Base-T　全二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX全二重（0＝無効／1＝有効）�
cccc:リンクパ-トナデータ転送能力�
� 　10Base-T　半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 　10Base-T　全二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX半二重（0＝無効／1＝有効）�
� 100Base-TX全二重（0＝無効／1＝有効）�
dd:データ転送速度�

� データレート（0=10Mbps/1=100Mbps）�
� 全二重／半二重（0＝半二重／1＝全二重）�
a�:�リンクステータスが0＝無効の場合、�

� 「- -」と表示�
�

� �
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綴じしろモード（綴じしろ位置）

両面印刷のときの、綴じしろ方向と綴じしろモードの関係は、次のとおりです。

（表綴じしろ量：ａ、裏綴じしろ量：ｂ）�
綴じしろ位置�

印刷方向　縦� 印刷方向　横�画面�
印刷�

綴じ�
しろ�
モード�

長辺�
綴じ�

左／上�
綴じ�

右／下�
綴じ�

短辺�
綴じ�

左／上�
綴じ�

右／下�
綴じ�

表� 裏� 表� 裏�

ａ� ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ� ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ� ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ� ｂ�
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ソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティングソフトウェアに関するトラブルシューティング
プリンタを使用しているときに発生する問題のうち、ソフトウェアに関するものに
ついて、現象と対処方法を説明します。

セットアップ時のトラブルシューティング
プリンタをセットアップするときに発生する問題と、その対処方法について説明し
ます。

ポートの選択画面に「Printianavi Network Port」が
表示されない

《現 象》
プリンタをTCP/IPのLAN環境に直接接続して使用したいが、プリンタドライバのイ
ンストール中に選択するポートの一覧に、「Printianavi Network Port」が表示さ
れない。

《対 処》
Printianaviネットワークポートモニタがインストールされているか確認し、それぞ
れの操作を行ってください。

Printianaviネットワークポートモニタがインストールされているか確認する
〔マイコンピュータ〕から〔コントロールパネル〕〔アプリケーションの追加と削除〕
をクリックし、「Printianaviネットワークソフトウェア2」を選択して〔追加と削
除〕をクリックするとセットアップ画面が表示されます。セットアップ画面にて「変
更」を選択して〔次へ〕をクリックし、「Printianaviネットワークポートモニタ」
にチェックがついているか確認してください。

・「Printianaviネットワークポートモニタ」がチェックされていないときは、変更
画面で「Printianaviネットワークポートモニタ」をチェックし、インストール
とポートの作成を行います。

インストール方法については、「第5章　ネットワークソフトウェアの
インストールとネットワークポートの追加」（93ページ）参照

・「Printianaviネットワークポートモニタ」が表示されたとき
仮のポート（LPT1など）でプリンタドライバをインストール後、プリンタのプロ
パティからポートを追加します。

ポートの追加方法については、『取扱説明書』「第8章 日常の操作」の
「プリンタの接続方法を変更するとき（印刷先ポートの追加と変更）」
参照
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プリンタドライバのインストール中に
警告画面が表示された

プリンタドライバのインストール中に、警告画面が表示されることがあります。こ
こでは、注意が必要な4つの現象（メッセージ）について説明します。

《現 象1》
「Windowsの CD-ROMを挿入してください」というメッセージが表示された。

《対 処》
製造元とモデルの選択画面で〔ディスク使用〕をクリックせずに一覧からプリンタ
を選択してインストールしようとすると表示される画面です。
インストールをキャンセルして、再度、プリンタ添付のCD-ROMからドライバをイン
ストールし直すことをお勧めします。

「第6章　プリンタドライバのインストール」（117ページ）参照

このままWindowsのCD-ROMをセットしてインストールを続行すると、OS添付のドラ
イバがインストールされます。
OS添付のドライバは、最低限の印刷は可能ですがPrintianavi機能およびさまざま
な便利な印刷機能がお使いになれません。

OS添付のドライバをインストールしたときは、ドライバを削
除してからインストールし直してください。

『取扱説明書』「第8章 日常の操作」の「プリンタ
ドライバの削除」参照

《現 象2》
〔バージョンの競合〕というメッセージが表示された。

《対 処》
現在インストールされているものより古いバージョンのプリンタドライバ、あるい
はプリンタドライバが使用する共通のモジュールをインストールしようとしたとき
に表示される画面です。
〔はい〕をクリックして、現在のファイルをそのまま使うようにしてください。
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《現 象3》
「プリンタが接続されているサーバには適切なプリンタドライバがインストールされ
ていません」というメッセージが表示された。

《対 処》
クライアントのOS（Windows）用のプリンタドライバが、サーバ側に追加（または代
替）インストールされていない状態で、クライアントからサーバ共有プリンタのド
ライバをネットワークインストールしようとしたときに表示される画面です。
クライアントのOSにより、次の操作をしてください。

クライアントがWindows 95/98/Me/NT4.0のとき
①添付のCD-ROMをクライアントにセットして、〔OK〕をクリックします。
②プリンタの製造元とモデルを選択する画面では〔ディスク使用〕をクリックし、
CD-ROMにあるプリンタドライバのフォルダ名を指定してインストールを行ってく
ださい。

クライアントがWindows 2000/XP/Windows Server 2003のとき
〔キャンセル〕をクリックして、ネットワークインストールを中止します。ポート変
更による方法でインストールし直してください。

『取扱説明書』「第7章　プリンタ共有の設定」の「クライアント側の
設定」の「ポート変更による方法」参照

サーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003でWin-
dows 95/98/Me/NT4.0のクライアントが複数台あるときは、追
加（または代替）ドライバをインストールしておくと便利です。

『取扱説明書』「第7章　プリンタ共有の設定」の「サー
バ側の設定」参照

《現 象4》
「管理者権限がないため、メッセージ連携サービスを停止状態とします」というメッ
セージが表示された。

《対 処》
Windows NT4.0をサーバとし、Windows 2000/XP/Windows Server 2003クライアン
トの環境や、Windows NTかクライアントの環境で管理者以外でログオンして、メッ
セージ連携サービスを登録しようとすると表示されます。〔OK〕をクリックし、ネッ
トワークインストールを行ってください。

Windows NT4.0のとき
プリンタドライバをインストール後、管理者権限を持つユーザ名でログオンし、
〔Printianavi〕ダイアログからメッセージ連携サービスを開始してください。

Windows 2000/XP/Windows Server 2003のとき
〔オプション〕ダイアログからメッセージ連携サービスを開始してください。このと
き、管理者権限を持つユーザ名とパスワードを入力してください。
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IP アドレスを設定したら通信ができなくなった

《現 象》
IPアドレス設定ユーティリティ2を使用して、プリンタにIPアドレスを設定したら、
通信ができなくなくなった。

《対 処》
IPアドレスを設定したときの値が正しくないと、通信は行えません。プリンタのオ
ペレータパネルを操作してLAN設定を初期化し、設定し直してください。
LAN設定の初期化は、次の操作で行います。

①オペレータパネルの「メニュー」スイッチを押し、プリンタをメニューモードに
します。

②「 」スイッチを2回押し、「ショキカ」と表示させます。
③「▼」スイッチと「 」スイッチを1回ずつ押し、「LANショキカ」と表示させます。
④「▼」スイッチを1回押して「セッテイ」と表示させ、「設定」スイッチ、「オンラ
イン」スイッチの順に押します。

「ショキカチュウ」の表示に続いて、「オンライン」と表示されれば、初期化は完了
です。

運用時のトラブルシューティング
プリンタを運用中に発生する問題と、その対処方法について説明します。

印刷できない

《現 象》
テスト印刷ができない、あるいはどのアプリケーションからも印刷できない。

《対処１》
プリンタの状態およびケーブル接続を確認します。
次の4点を確認してください。
・ プリンタの電源が入っていますか。
・ パラレルケーブル、USBケーブル、またはLANケーブルが正しく接続されていま
すか。

・ プリンタがエラー状態になっていませんか。
プリンタがエラー状態になっているときは、エラーの原因を取り除き、オンライ
ン状態に戻してください。

・ プリンタ切替器を使用していませんか。
プリンタとの通信が異常となったり、プリンタ故障の原因となったりする恐れが
ありますので、プリンタ切替器は使用しないでください。
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《対処２》
プリンタをLANケーブルで接続している場合は、LANの設定を確認します。
設定の一覧を印刷し、次の点を確認してください。

設定の一覧の印刷方法は、『取扱説明書』「第3章 プリンタ本体の設置」
の「⑥設定の一覧を印刷する」参照

Printianaviネットワークポートモニタを使用、またはLPR印刷のとき

次の３点を確認してください。

・ TCP/IP設定は「有効」になっていますか。
「無効」の場合は、プリンタのオペレータパネルの操作で「有効」に変更してくだ
さい。

・ TCP/IP状態コードは「０」（正常）になっていますか。
「０」以外のときは、それぞれ次の操作を行ってください。
「１」のとき ...... IPアドレスやサブネットマスクの設定に誤りがあります。

設定内容を確認してください。
「２」のとき ...... DHCPによりTCP/IP構成情報を取得中です。再度、LAN設

定の一覧を印刷してください。
「３」以上のとき .. DHCPによるTCP/IP構成情報の取得で異常が発生してい

ます。
DHCPサーバの設定を見直すか、プリンタのオペレータ
パネルの操作でDHCP自動取得を「解除」し、正しいIP
アドレスやサブネットマスクを設定し直してください。

・ IPアドレスは正しく設定されていますか。

本プリンタはCIDR（Classless Inter-Domain Routing）をサポー
トしていません。IPアドレスのクラスに合ったサブネットマス
クを設定してください。

IPアドレスおよびTCP/IP設定の方法については、『取扱説明書』「第
6章 ネットワークを利用してプリンタを接続する」の「②IPアドレ
スの設定」参照

《対処３》
プリンタドライバの設定を確認します。
サーバ共有プリンタに印刷を行っている場合は、サーバ側の設定も同様に確認しま
す。

プリンタドライバの設定画面を開き、次の点を確認してください。
・ 印刷先ポートに接続されていないポートが指定されていないか
・ 別の場所に設置されたプリンタが指定されていないか

「プリンタドライバで設定できる内容」（5ページ）参照

お使いのOSによって、印刷先ポートを確認する画面が異なります。
Windows 95/98/Meのとき .........〔プリンタのプロパティ〕の〔詳細〕ダイアログ
Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき ....〔プリンタのプロパティ〕の〔ポート〕ダイアログ
プリンタをLANケーブルで接続している場合は、次の点も確認してください。
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・「Printianavi Network Port」で接続のとき
印刷した設定の一覧と、IPアドレス、IPPの設定およびポート番号の設定が一致
しているか、確認してください。
それぞれ次のダイアログで確認できます。

IPアドレス（注）.........〔ポートの設定〕
ポート番号 ..............〔オプション〕

ポート番号がプリンタの印刷ポート番号と同じ
か確認してください。設定が異なっている場合
は、一致させてください。

また、接続モードがIPPの場合は、次の設定も確認してください。
プリンタのURL ...........〔ポートの設定〕

設定の一覧と同じか確認してください。値が空
白になっている場合は、「プリンタのIPアドレ
ス/ipp」と設定してください。

プロキシ設定 ............〔プロキシ設定〕
プロキシサーバの設定についてはネットワーク
管理者に問い合わせてください。

注: ホスト名を指定している場合は、そのホスト名が使用するIPアドレスで確認
してください。

・「LPR Port」で接続のとき
次の２点を確認してください。
-〔ポート〕ダイアログの〔ポートの構成〕をクリックし、IPアドレスが同じか
確認してください。設定が異なっている場合は、一致させてください。

-〔ポート〕ダイアログの「双方向サポートを有効にする」のチェックをはずし、
双方向通信を無効にしてください。

《対処４》
スプーラ上でプリンタまたはドキュメントが停止状態になっていないか、次の手順
で確認します。

①〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択します。
②〔プリンタ〕フォルダから該当するプリンタをダブルクリックします。
③ 表示される画面のタイトルバーや状態に「停止中」または「一時停止」と表示さ
れていないか確認します。
停止状態のときは、〔プリンタ〕メニューおよび〔ドキュメント〕メニューの「一
時停止」のチェックをはずします。

《対処５》
双方向通信をサポートした他のプリンタドライバ（XL-2000W、XJシリーズなど）が
インストールされていないか、確認してください。

双方向通信をサポートするプリンタの印刷先を同じプリンタポート（LPT1：）に指
定したまま使用すると、印刷が行えない場合があります。

実際に接続していないプリンタの印刷先ポートは、「FILE：」に変更してください。
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《対処６》
双方向通信機能をサポートしないプリンタポートを使用していないか確認してくだ
さい。また、Windows 95/98/Meでプリンタポート（LPT1：）から印刷しているとき
は、ポートのドライバに問題はないか確認してください。
次の手順で確認します。

①〔プリンタのプロパティ〕で〔詳細〕ダイアログを表示します。
②〔スプールの設定〕をクリックして「このプリンタで双方向印刷をサポートす
る」と「このプリンタの双方向印刷をサポートしない」のそれぞれの設定でテ
スト印刷を行います。
「このプリンタの双方向印刷をサポートしない」でのみ印刷できる場合は、ご
使用のパソコンのプリンタポートが双方向通信機能をサポートしていないか、
ポートドライバに問題があることが考えられます。

ECPプリンタポートが設定されているときは、次の手順でプリンタポートを変更して
ください。

・ Windows 95のとき

①〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔システム〕
をダブルクリックします。

②〔デバイス　マネージャ〕をクリックし、「ポート（COM&LPT）」の「プリンタ
　ポート（LPT1）」をダブルクリックします。

③〔ドライバ〕〔ドライバの更新〕の順にクリックします。「一覧からドライバを
選ぶ」を選択し、〔次へ〕をクリックします。

④「すべてのハードウェアを表示」を選択し、製造元の一覧から「スタンダード
ポート」を選択し、モデルの一覧から「プリンタポート」をダブルクリックし
て、画面の指示に従って操作します。

Windows 95でプリンタポートを変更しても問題が解決しない場合は、Windows 95の
修正モジュール等を適用し、プリンタポートのドライバファイル「LPT.VXD」を更新
してください。

・ Windows 98のとき

①〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔システム〕
をダブルクリックします。

②〔デバイス　マネージャ〕をクリックし、「ポート（COM/LPT）」の「プリンタ
　ポート（LPT1）」をダブルクリックします。

③〔ドライバ〕〔ドライバの更新〕の順にクリックします。
ウィザードの最初の画面では〔次へ〕をクリックします。

④「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を作成し、インストールするドラ
イバを選択する」を選択して〔次へ〕をクリックします。

⑤「すべてのハードウェアを表示」を選択し、製造元の一覧から「（標準ポート）」
を選択し、モデルの一覧から「プリンタポート」を選択して〔次へ〕をクリッ
クします。
以降は画面の指示に従って操作してください。
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・ Windows Meのとき

①〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔システム〕
をダブルクリックします。

②〔デバイス　マネージャ〕をクリックし、「ポート（COMとLPT）〕の〔プリンタ
　ポート（LPT1）」をダブルクリックします。

③〔ドライバ〕〔ドライバの更新〕の順にクリックします。
ウィザードの最初の画面で「ドライバの場所を指定する（詳しい知識のある方
向け）」を選択し、〔次へ〕をクリックします。

④「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を作成し、インストールするドラ
イバを選択する」を選択して〔次へ〕をクリックします。

⑤「すべてのハードウェアを表示」を選択し、製造元の一覧から「（標準ポート）」
を選択し、モデルの一覧から「プリンタポート」を選択して、〔次へ〕をクリッ
クします。
以降は画面の指示に従って操作してください。

《対処7》
IPP印刷時に双方向通信のサポートが有効になっているか確認してください。

プロキシサーバを経由したIPP印刷では、プロキシサーバの種類によっては、片方
向通信での印刷が正常に行えない場合があります。双方向通信機能を有効にして印
刷を行ってください。

双方向通信機能を有効にしても印刷できない場合は、プロキシサーバの設定が正し
いか確認してください。

《対処8》
給紙トレイにセットした長尺紙が推奨用紙か確認してください。

幅297mm以外の長尺紙がセットされている場合は印刷できません。長尺紙に印刷す
る場合は幅が297mmのものをご用意ください。

Printianaviのメッセージが表示されない

《現 象》
印刷は行えるが、印刷を行ったパソコンにPrintianavi のメッセージが表示されない。

《対 処》
〔プリンタのプロパティ〕を開き、次の点を確認してください。

「プリンタドライバで設定できる内容」（5ページ）参照

・ Printianaviに対応していないプリンタドライバを使用していませんか。
OS添付のプリンタドライバやエミュレーションモード（ESC/P）で印刷している
場合は、Printianavi機能は使用できません。

また、古い機種用のPrintia XLドライバでは、新しいプリンタやPrintianavi機
能に対応していないことがあります。
添付のCD-ROMに収められたプリンタドライバを使用してください。

・ LPR Port印刷ではありませんか。
Windows 95/98/Meは〔詳細〕ダイアログ、Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server
2003は〔ポート〕ダイアログで印刷先のポートがLPR Portの場合は、Printianavi
機能は使用できません。
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・ メッセージ連携サービスは、サーバとクライアントの両方で開始されていますか。
〔オプション〕ダイアログからメッセージ連携サービスを開始してください。

・ Printianaviのメッセージを表示する設定になっていますか。
〔Printianavi〕ダイアログの「印刷中のステータス表示」「ステータスを最前面に
する」「印刷の終了を通知する」の設定を確認してください。

詳細は、プリンタドライバのヘルプ参照

・ ステータスとメッセージの通知先の設定を別のパソコンに指定していませんか。
〔Printianavi〕ダイアログで〔オプション〕をクリックすると表示される画面の
「ステータスの表示先」に、「コンピュータを指定」で指定したパソコンにメッセー
ジが表示されている場合は、「このコンピュータ」に変更してください。

・ 双方向通信機能をサポートする設定になっていますか。
Windows 95/98/Meのとき ......〔詳細〕ダイアログの〔スプールの設定〕を

クリックします。「このプリンタで双方向通
信機能をサポートする」を選択します。

Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき ..〔ポート〕ダイアログの「双方向サポートを
有効にする」のチェックがはずれている場合
はチェックします。

・ ネットワークインストールしたプリンタの印刷先をローカルポートに変更していませんか。
サーバ共有プリンタに印刷するためにネットワークインストールしたプリンタド
ライバの印刷先ポートをローカルポートに変更すると、双方向通信機能が動作し
ないため、Printianavi機能が使用できなくなります。
印刷先をローカルポートに変更するときは、新たにローカルプリンタとしてプリ
ンタドライバをインストールし直してください。

・ Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003で区切りページを指定していませんか。
本プリンタではWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の区切りページ
ファイル（*.sep）の印刷をサポートしていません。また、Printianavi機能が正
常に動作しなくなりますので、お使いにならないでください。

サーバ共有プリンタに印刷を行っている場合は、次の点を確認してください。
・ サーバのOSがWindows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003以外ではありませんか。
PrintianaviはWindows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003対応です。また、
クライアントがPrintianavi対応でも、Printianaviに対応していないサーバの共有プリ
ンタに印刷の際は、Printianavi機能はお使いになれませんのでご了承ください。

・ Windows NT4.0のサーバからWindows 2000/XP/Windows Server 2003のクライア
ントにプリンタドライバをネットワークインストールしていませんか。
この場合〔ポート〕ダイアログの「双方向サポートを有効にする」のチェックが
グレイアウトされ、Printianavi機能が正常に動作しません。
プリンタドライバを削除し、インストールし直してください。

『取扱説明書』「第8章　日常の操作」の「プリンタドライバの削除」参　照
『取扱説明書』「第7 章　プリンタ共有の設定」の「クライアント側の設定」の「ポート変更による方法」参照

・ Windows NT4.0のSpoolerサービスの設定で、「デスクトップとの対話をサービス
に許可」がチェックされているか確認してください。
チェックされていない場合、印刷中のステータスや、エラーメッセージ、プリン
タ状態表示、プリンタ状態を設定値に反映するなどの機能が正常に行われません。
Spoolerサービスの「デスクトップとの対話をサービスに許可」をチェックする
と正常に機能します。
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①〔スタート〕-〔設定〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、「サービス」を
ダブルクリックする

②〔サービス〕ダイアログで、「Spooler」を選択し、〔スタートアップ〕をクリックする
③「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサービスに許可」
をチェックした後、〔OK〕をクリックする

④〔停止〕をクリックし、Spoolerサービスを停止する
⑤〔開始〕をクリックし、Spoolerサービスを開始する
⑥〔閉じる〕をクリックする

プリンタの状態の表示や反映が行えない

《現 象》
プリンタドライバの設定画面で「プリンタ状態表示」が行えない。また、「プリンタ
状態を設定値に反映する」で情報の取得に失敗してしまう。

《対 処》
印刷中の状態表示や印刷完了通知などPrintianaviのメッセージ通知も正常に行われない場
合は、「Printianaviのメッセージが表示されない」（149ページ）を参照してください。

「プリンタ状態表示」および「プリンタ状態を設定値に反映する」でのみ問題が発生
する場合は、次の点を確認してください。

・ プリンタのモデルが異なるプリンタドライバを使用していませんか。
プリンタドライバはプリンタモデルにあったものを使用してください。

・ プリンタドライバを更新せずにPrintianaviネットワークポートモニタのみ新し
いものをインストールていませんか（Windows 2000/XP/Windows Server 2003）

『取扱説明書』「第11章 困ったときは」の「旧バージョン・レベルと
の混在運用について」および「第8章 日常の操作」の「プリンタド
ライバの削除」参照

・ Windows NT4.0のSpoolerサービスの設定で、「デスクトップとの対話をサービス
に許可」がチェックされているか確認してください。
チェックされていない場合、印刷中のステータスや、エラーメッセージ、プリン
タ状態表示、プリンタ状態を設定値に反映するなどの機能が正常に行われません。
Spoolerサービスの「デスクトップとの対話をサービスに許可」をチェックする
と正常に機能します。

①〔スタート〕-〔設定〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、「サービス」を
ダブルクリックする

②〔サービス〕ダイアログで、「Spooler」を選択し、〔スタートアップ〕をクリックする
③「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサービスに許可」
をチェックした後、〔OK〕をクリックする

④〔停止〕をクリックし、Spoolerサービスを停止する
⑤〔開始〕をクリックし、Spoolerサービスを開始する
⑥〔閉じる〕をクリックする
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印刷結果がプリンタドライバの設定と違う
《現 象》

アプリケーションから印刷を行ったが、印刷結果がプリンタドライバで設定した内
容と違っている。

《対 処》
アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関する設定（プリン
タドライバの設定を含む）を保存します。
このため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存してある設定値で
印刷されることがあります。また、アプリケーション側で部数や用紙サイズなど
を設定するものもあります。
このような場合は、〔プリンタのプロパティ〕（Windows 95/98/Me）や〔印刷設定〕
（Windows 2000/XP/Windows Server 2003）、〔ドキュメントの既定値〕（Windows
NT4.0）で設定を変更しても反映されません。
印刷する文書を開いたアプリケーション側でプリンタ設定のプロパティを開いて、
設定を変更してください。

「プリンタドライバで設定できる内容」（5ページ）参照

給紙トレイから印刷後、エラーまたは警告が表示される
《現 象1》

給紙トレイから印刷後、用紙サイズ不一致のエラーメッセージまたは警告が表示さ
れる。

《対 処》
給紙トレイにセットされている用紙が、プリンタドライバで指定した用紙サイズと
一致しているか確認してください。プリンタドライバでの指定と実際にセットされ
ている用紙が合っていないと、印刷後にエラーまたは警告が表示されます。
給紙トレイから印刷するときは、プリンタドライバで指定したサイズの用紙が
セットされていることを確認してください。

《現 象2》
ユーザー定義指定で印刷後、用紙サイズ不一致のエラーメッセージが表示される。

《対 処》
プリンタドライバの〔印刷オプション〕ダイアログにある「定型用紙のサイズを
チェックする」のチェックを外すと、エラーメッセージを表示せずに印刷すること
ができます。ただし、印刷速度が遅くなることがあります。

印刷を行う際には、必ずプリンタドライバで指定した用紙サ
イズに合った用紙を給紙トレイ、および給紙カセットにセッ
トしてください。
プリンタドライバで指定した用紙サイズより幅の狭い用紙を
給紙トレイ、および給紙カセットにセットして印刷を行う
と、定着器が加熱し、損傷する可能性があります。
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Printia LASER Internet Serviceが正しく動作しな
い、またはエラー表示される
Printia LASER Internet Serviceが起動時または起動中に、次のような状態になっ
てしまう。

《現 象1》
Printia LASER Internet Service の画面が表示されない、または画面の一部が表
示されない。

《対 処》
次の点を確認してください。
・ プリンタに電源が入っていますか。
・ LANケーブルは正しく接続されていますか。
・ Webブラウザに入力したURLは正しいですか。
Printia LASER Internet Serviceを表示するときのURLは「http://」＋「プリ
ンタのIPアドレス」または「http://」＋「ホスト名＋ドメイン名」を指定しま
す。
プリンタのURLに指定したIPPプリンタ名（「/」以降）は指定しないでください。

また、設定の一覧を印刷し、次の点も確認してください。
・ プリンタにIPアドレスが正しく設定されていますか。
URLに「ホスト名＋ドメイン名」を指定した場合はDNSサーバの設定も正しいか
確認してください。

・TCP/IP設定は「有効」になっていますか。
「無効」の場合は、プリンタのオペレータパネルの操作で「有効」に変更してくだ
さい。

・ Netscape 6.xを「通常使うブラウザ」に設定している環境で、Printianavi ネッ
トワークマネージャから〔ブラウザで状態を表示〕機能を使用すると、次の現象
が発生することがあります。
- 「ブラウザの起動に失敗しました」とメッセージが表示される
Printia LASER Internet Serviceの動作に問題はありません。メッセージダ
イアログを閉じてください。

- Internet Explorerが起動していると、Printia LASER Internet Serviceが
表示されない
Internet Explorerを閉じてから、再度〔ブラウザで状態を表示〕を実行して
ください。

《現 象2》
設定が反映されない、または〔設定〕が表示されない。

《対 処》
次の点を確認してください。
・ サポート外のWebブラウザを使用していませんか
Netscape 4.0以上またはInternet Explorer 4.0以上の製品版ブラウザをお使
いください。

・ WebブラウザがJavaScriptの使用を禁止する設定になっていませんか
・〔設定〕をクリックする前に他の情報（ページ）を表示していませんか
設定は各情報（ページ）ごとに行ってください。また、設定中に他の情報（ページ）
に切り替えると切り替え前の設定値は反映されませんのでご注意ください。
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《現 象3》
設定中にエラーが表示された、または設定後の表示が「プリンタリセット中...」の
ままになる。

《対 処》
エラーメッセージが表示されている場合は、メッセージの内容に従って対処してく
ださい。

設定後の表示が「プリンタリセット中...」のままの場合は、プリンタリセット中に
プリンタの電源が切断されるなどで通信が行えなくなったことが考えられます。
プリンタの電源やネットワーク接続を確認後、一度Webブラウザを終了し、キャッ
シュをクリアしてから再度表示しなおしてください。

消耗品の交換を通知するEメールが送信されない

《現象》
消耗品の交換時期になっても、Eメールが送信されない。

《対 処1》
DHCP環境で運用している場合、電源投入直後はプリンタがIPアドレスを取得できな
いことがあります。この場合、電源投入直後に検出した交換情報は通知できません。
再送待ち時間後（30分）に発信されます。

《対 処2》
Eメールの設定が正しいか確認してください。送信元アドレス、送信先アドレスは、
@以下を含むアドレスすべてを指定する必要があります。

USBインタフェースのときにプリンタが検出されない
《現象》

USBインタフェースでプリンタドライバをインストールする場合に、新しいハード
ウェアが検出されない。(Windows 98/Me)

《対処》
次の点を確認してください。

・ プリンタの電源は入っていますか
プリンタの電源を入れてください。

『取扱説明書』「第3章 プリンタ本体の設置」の「電源を入れる」参照

・ Windows 95/3.1からWindows 98/Meにアップグレードしましたか
Windows 95/3.1からWindows 98/Me にアップグレードしたパソコンでは動作保
証できません。
Windows 98/Meをクリーンインストールしたパソコンを使用してください。

『取扱説明書』「第5章 ネットワークを利用せずにプリンタを接続す
る」の「USBによる接続とインストール」参照
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・ パソコンはUSBに対応していますか
デバイスマネージャでUSBコントローラが表示されるか確認してください。

『取扱説明書』「第5章 ネットワークを利用せずにプリンタを接続す
る」の「USBによる接続とインストール」参照

・ USBケーブルの規格は合っていますか
USB 1.1に準拠したケーブルを使用してください。

『取扱説明書』「付録」の「USBインタフェース仕様とコネクタピン配
列」、「プリンタケーブル」参照

・ USBケーブルは正しく接続されていますか
USBケーブルが正しく接続されているか確認してください。

『取扱説明書』「第5章 ネットワークを利用せずにプリンタを接続す
る」の「USBによる接続とインストール」参照

ポートが追加できない

《現象1》
Windows NT4.0で、CD-ROMの「ネットワークでプリンタを使う」からインストール
を行い、ポートを追加しようとすると、ダイアログでメッセージ表示され、ポート
が追加されない。

《現象2》
Windows NT4.0で、Printianavi ネットワークポート管理からポートを追加しよう
としたらメッセージが表示され、ポートが追加されない。

《対処》
WindowsNT4.0のSpoolerサービスの設定で「デスクトップとの対話をサービスに許
可」がチェックされていないと上記のエラーメッセージが表示され、ポートが追加
できません。以下の手順に従い、「デスクトップとの対話をサービスに許可」を
チェックし、再度ポートの追加を行ってください。

①〔スタート〕-〔設定〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、「サービス」を
ダブルクリックする

②〔サービス〕ダイアログで、「Spooler」を選択し、〔スタートアップ〕をクリッ
クする

③「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサービスに許可」
をチェックした後、〔OK〕をクリックする

ポートの追加およびポートを構成した後に、Spoolerサービスの
設定を元に戻す場合は、「デスクトップとの対話をサービスに許
可」のチェックを外してください。

④〔停止〕をクリックし、Spoolerサービスを停止する
⑤〔開始〕をクリックし、Spoolerサービスを開始する
⑥〔閉じる〕をクリックする

「ポートの追加」（107ページ）参照
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●書式設定・実行
機能名称 コマンド名 コード名

印字領域設定 行単位ページ長設定 ESC+Ｃ +Pa
インチ単位ページ長設定 ESC+Ｃ+NUL+Pa
ミシン目スキップ設定 ESC+Ｎ +Pa
ミシン目スキップ解除 ESC+Ｏ
右マージン設定 ESC+Ｑ +Pa
左マージン設定 ESC+Ｌ +Pa

改行量設定 1/8インチ改行量指定 ESC+0
1/6インチ改行量指定 ESC+２
n/180インチ改行量指定 ESC+３ +Pa
n/60インチ改行量指定 ESC+Ａ +Pa

タブ設定 垂直タブ位置設定 ESC+Ｂ +P1+P2+…
Pn+NUL

水平タブ位置設定 ESC+Ｄ+P1+P2+…
Pn+NUL

VFUチャネル選択 ESC+／ +Pa
VFUタブ位置設定 ESC+ｂ +Pa+P1+…

Pn+NUL
印字・紙送り 印字復帰 CR

改行 LF
改ページ FF
n/180インチ順方向紙送り ESC+Ｊ +Pa
n/180インチ逆方向紙送り ESC+ｊ +Pa

印字位置設定 水平タブ実行 HT
垂直タブ実行 VT
後退 BS
絶対位置指定 ESC+＄+P1+P2
相対位置指定 ESC+￥+P1+P2

●テキスト処理～ANK文字
機能名称 コマンド名 コード名

文字セット 12CPI指定 ESC+M
10CPI指定 ESC+Ｐ
15CPI指定 ESC+ｇ
プロポーショナル指定／解除 ESC+ｐ +Pa
国際文字選択 ESC+Ｒ +Pa
スーパー/ サブスクリプト指定 ESC+Ｓ +Pa
スーパー/ サブスクリプト解除 ESC+Ｔ
文字品位選択 ESC+ｘ +Pa
書体選択 ESC+ｋ +Pa
文字コード表選択 ESC+ｔ +Pa

文字定義 ダウンロード文字セット指定/ 解除 ESC+％+Pa
ダウンロード文字定義 ESC+＆+NUL+P1+P2+

｛Pa1+Pb1+Pc1+D1 ～ Dn｝
×ｎ

文字セットコピー ESC+：+NUL+P1+P2
文字ピッチ調整 文字間スペース量設定 ESC+sp+Pa
位置揃え選択 位置揃え選択 ESC+ａ +Pa
装飾 縮小指定 SI

縮小指定 ESC+SI
縮小解除 DC2
アンダーライン指定／解除 ESC+―+Pa
縦倍拡大指定／解除 ESC+ｗ +Pa

ESC/PESC/PESC/PESC/PESC/Pコマンドコマンドコマンドコマンドコマンド（（（（（機機機機機能能能能能コココココーーーーードドドドド）））））一覧一覧一覧一覧一覧
ESC/Pコマンドは、XL-6200/5750/5350のみ使用できます。
ESC/Pコマンドを使用する場合、プリンタのメニューモードで
「環境設定」の「エミュレーション設定」を「ESC/P」に変更し
てください。（初期値は「解除」）

以下に使用できるコマンドの一覧を示します。
表中のPa、P1、P2、…、Pnは、パラメータを表します。
表中のD1、D2、…、Dnは、データを表します。
表中のspは、スペース記号を示します。

ESC/Pモードコマンドは、下表のとおりです。
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●テキスト処理～共通
機能名称 コマンド名 コード名

装飾 自動解除付き倍幅拡大指定 SO
自動解除付き倍幅拡大指定 ESC+SO
自動解除付き倍幅拡大解除 DC4
倍幅拡大指定／解除 ESC+Ｗ +Pa
強調指定 ESC+Ｅ
強調解除 ESC+Ｆ
二重印字指定 ESC+Ｇ
二重印字解除 ESC+Ｈ
自動解除付き倍幅拡大指定 FS+SO
自動解除付き倍幅拡大解除 FS+DC4
一括指定 ESC+！ +Pa
イタリック指定 ESC+４
イタリック解除 ESC+５
文字スタイル選択 ESC+ｑ +Pa

●テキスト処理～漢字
機能名称 コマンド名 コード名

装飾 縦書き指定 FS+Ｊ
横書き指定 FS+Ｋ
半角縦書き２文字指定 FS+Ｄ
４倍角指定／解除 FS+Ｗ +Pa
漢字アンダーライン指定／解除 FS+―+Pa
漢字一括指定 FS+！ +Pa

文字セット 漢字モード指定 FS+＆
漢字モード解除 FS+．
半角文字指定 FS+SI
半角文字解除 FS+DC2
１／４角文字指定 FS+ｒ +Pa
漢字書体選択 FS+ｋ +Pa

文字定義 外字定義 FS+２+P1+P2+D1 ～ D72
文字ピッチ調整 全角文字スペース量設定 FS+Ｓ +P1+P2

半角文字スペース量設定 FS+Ｔ +P1+P2
半角文字スペース量補正 FS+Ｕ
半角文字スペース量補正解除 FS+Ｖ

●イメージ処理
コマンド名 コード名

８ドット単密度ビットイメージ ESC+Ｋ +P1+P2+D1
～ Dn

８ドット倍密度ビットイメージ ESC+Ｌ +P1+P2+D1
～ Dn

８ドット倍速倍密度ビットイメージ ESC+Ｙ +P1+P2+D1
～ Dn

８ドット４倍密度ビットイメージ ESC+Ｚ +P1+P2+D1
～ Dn

ビットイメージ選択 ESC+＊ +Pa+P1+
P2+D1～ Dn

ビットイメージ変換 ESC+？ +P1+P2

●補助機能
機能名称 コマンド名 コード名

初期化 初期化 ESC+＠
データ入力制御 データ抹消 CAN
ＣＳＦ制御 カットシートフィーダ制御 ESC+EM+Pa

●エミュレーションチェンジ
コマンド名 コード名

プリンタモード移行 ESC+z+NUL+NUL
エミュレーション切替え ESC+/+イ +＠

+DEL+ESC+
DEL+NUL+
NUL+SOH+Pa
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ESC/PESC/PESC/PESC/PESC/Pモードキャラクタコード一覧モードキャラクタコード一覧モードキャラクタコード一覧モードキャラクタコード一覧モードキャラクタコード一覧
ESC/Pコマンドは、XL-6200/5750/5350のみ使用できます。
ESC/Pコマンドを使用する場合、プリンタのメニューモードで
「環境設定」の「エミュレーション設定」を「ESC/P」に変更し
てください。（初期値は「解除」）

ESC/Pモードのときのキャラクタコード（ANKコード）の一覧を以下にまとめます。
なお、キャラクタコードはすべて16進形式です。

 カタカナコード

●国際文字コード

 拡張グラフィックコード

●国際文字コード
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ＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳ-90-90-90-90-90 第一水準漢字一覧表第一水準漢字一覧表第一水準漢字一覧表第一水準漢字一覧表第一水準漢字一覧表



160

オンラインマニュアル
付  録



 オンラインマニュアル
付  録

161



162

オンラインマニュアル
付  録

ＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳ-90-90-90-90-90 第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表
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ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意

JIS C6234-1983の字体との違い

このプリンタが印刷する漢字は、JIS X0208-1983（情報交換用漢字符号系：旧JIS
C6226-1983）に準拠していますが、JIS X9052-1983（ドットプリンタ用24ドット字
形：旧JIS C6234-1983）は採用していません。したがって、パソコン本体の表示画
面の文字および記号などと必ずしも一致いたしませんのでご了承ください。

JIS X9052-1983の字体との違いは、おおむね次の表のとおりです。
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プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法
最新版のプリンタドライバは、インターネットの「FMWORLD.NET」からダウンロード
することができます。「FMWORLD.NET」ではサポートサービスなどに関するさまざま
な情報も提供しています。

下記に示したURLよりプリンタドライバをダウンロードしてください。
FMWORLD.NET URL: http://www.fmworld.net/

・「FMWORLD.NET」をご利用になる際は、Webブラウザおよびイン
ターネットに接続できる環境が必要です。

・添付のCD-ROMには、製品出荷時での最新版ドライバが収めら
れおり、「FMWORLD.NET」からダウンロードできるものと同一
の可能性があります。お使いのプリンタドライバのバージョ
ンを確認してからダウンロードを行ってください。
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アフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについて
・ お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保管してください。

・ 保証書は日本国内のみで有効です。

・ 無償保証期間は、お買い上げ日より６ケ月です。詳細は保証書をご覧ください。

・ 保守部品の供給期間は、このプリンタの製造中止後６年です。ご了承ください。

・ 分解、改造などを行わないでください。無償保証の期間内でも無償修理が受けら
れないことがあります。

・ プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いください。純正の
サプライ用品以外の用品をお使いになったことによる製品の誤動作および故障に
関しましては、当社は一切責任を負いかねますのでご了承ください。

・ 故障の際は下記までご連絡ください。

『ハードウェア修理相談センター』
フリーダイヤル ： 0120-422-297
受付時間 ： 平日9:00～ 17:00

（土曜・日曜・祝日および当社指定の休日を除く）

・ プリンタのご使用に関する技術的なご相談は、下記までご連絡ください。

『富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口』
フリーダイヤル ： 0120-950-222
受付時間 ： 平日9:00～ 17:00

（土曜・日曜・祝日およびメンテナンス日を除く）

使用済みプロセスカートリッジの回収サービス

富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みプロセスカートリッジを無償
で回収しております。
下記の『エコ受付センター』までご連絡をいただければ、回収便にて引き取りにう
かがいます。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。

『エコ受付センター』
フリーダイヤル：0120-30-0693
平日 8:40～ 12:00および13:00～ 17:30
（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）
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修理装置の返却準備  ～お客様へ～
「ハードウェア修理相談センター」に連絡した結果、修理装置の返却が必要と判断さ
れた場合は、輸送時のトラブル防止のため、以下の手順で準備いただきますようお
願い申し上げます。

XL-5750/5350/5250のとき

設定の一覧を印刷する
オペレータパネルで次の操作を行い、ネットワークプリンタとして設定するため
に必要な情報を印刷します。

オンライン状態�

メニュー�

  メニュー  インサツ�

�
↓「メニュー」スイッチ押下�

　メニュー インサツ�

  セッテイ ノ インサツ�

↓「　」スイッチ押下�

　セッテイ  ノ  インサツ�

　インサツチュウ�

↓「設定」スイッチ押下�

↓印刷終了�

　メニュー　インサツ�

　セッテイ　ノ　インサツ�

①�

②�

③�

④�

�

拡張給紙ユニットを取り外す

注意 け が ・ 必ず２人で行ってください。
・ 装置の電源スイッチを切り、ケーブル類（電源コード、
パラレルケーブル、USBケーブル、LANケーブル）を外
してから行ってください。

① すべての給紙カセットを取り外し、給紙トレイと排紙トレイを閉じます。
② 下記に示す4か所の固定クリップを外します。

（前部）� （後部）�

③ プリンタを2人でまっすぐに持ち上げます。　

取り外したネジ、クリップ等の接続部品は、で印刷した「設
定の一覧」とともに袋に入れ、返却する装置に添付してくだ
さい。
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XL-6200のとき

設定の一覧を印刷する
オペレータパネルで次の操作を行い、ネットワークプリンタとして設定するため
に必要な情報を印刷します。

オンライン状態�

メニュー�

  メニュー  インサツ�

�
↓「メニュー」スイッチ押下�

　メニュー インサツ�

  セッテイ ノ インサツ�

↓「　」スイッチ押下�

　セッテイ  ノ  インサツ�

　インサツチュウ�

↓「設定」スイッチ押下�

↓印刷終了�

　メニュー　インサツ�

　セッテイ　ノ　インサツ�

①�

②�

③�

④�

�

拡張給紙ユニットを取り外す

注意 け が ・ 必ず２人で行ってください。
・ 装置の電源スイッチを切り、ケーブル類（電源コード、
パラレルケーブル、USBケーブル、LANケーブル）を外
してから行ってください。

① すべての給紙カセットを取り外し、給紙トレイと排紙トレイを閉じます。
② ２ヵ所の固定ネジを外します。

③ プリンタを2人でまっすぐに持ち上げます。　

取り外したネジ、クリップ等の接続部品は、で印刷した「設
定の一覧」とともに袋に入れ、返却する装置に添付してくだ
さい。
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DHCPクライアントの予約 ................ 140
DHCP自動取得 ........................... 85
DHCP設定 ............................... 64
DNSサーバ情報 ...................... 66, 85
DNSサーバのアドレスを自動的に取得する .. 66
DNS情報の自動取得 ...................... 85
DNSドメイン名 ...................... 66, 85

E
EMF形式 ................................ 24
EMFでスプールする ...................... 24
EPモード設定 .......................... 133
ESC/Pコマンド一覧 ..................... 156
Ethernetタイプ ..................... 63, 84
Eメール
―で送信する ......................... 41
―で通知する ..................... 70, 88

Eメール情報 ............................ 69
Eメール送信設定 ........................ 87
Eメール送信設定ダイアログ .............. 69
Eメールの詳細画面 ...................... 42

H
HEXダンプ印刷 ......................... 134

I
IPPサポート情報 .................... 63, 84
IPアドレス ................. 64, 68, 85, 87
IPアドレス設定 ........................ 130
IPアドレス設定ユーティリティ2を起動する ... 57

J
JIS-90第一水準漢字一覧表 ............... 159
JIS-90第二水準漢字一覧表 ............... 162

L
LANステータス ......................... 140
LAN設定 ............................... 130
LANポートの追加 ....................... 108

M
MACアドレス ........................ 63, 84
MIB参照 ............................ 67, 86

N
NetWare情報 ............................ 66
NetWare設定 ............................ 63
NetWareポート名 ........................ 66
NetWareマシン名 ........................ 66
N-up ............................... 15, 16

P
Printia LASER Internet Service
―とは ............................... 76
―の使い方 ........................... 77
―を表示する ......................... 77

Printianaviダイアログ .................. 27
Printianaviネットワークマネージャ ...... 49

R
ROM Ver: ............................... 62

S
SMTPサーバポート番号 ........... 42, 69, 87
SMTPサーバ名 ................... 42, 69, 87
SNMP情報 ........................... 80, 86
SNMP情報ダイアログ ..................... 67
Systemwalker PrintMGRと連携する........ 31

T
TCP/IP情報 ......................... 64, 85
TCP/IP設定 ............................ 139
TCP/IPプロトコル ................... 63, 84
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ア
アイコン ............................... 36
明るさ ................................. 23
アドレス取込み ......................... 85
アフターサービスについて .............. 167

イ
一覧 ................................... 57
イメージサイズの調整 ................... 15
印刷位置の微調整 ....................... 25
印刷イメージを180°回転して印刷する .... 24
印刷オプションダイアログ ............... 24
印刷完了ページ ......................... 36
印刷完了枚数 ........................... 36
印刷終了を通知する ..................... 30
印刷設定 .............................. 131
印刷中のステータス表示 ................. 27
印刷中文書 ............................. 82
印刷中文書表示設定 ..................... 90
印刷の終了を通知する ................... 27
印刷ポート番号 ..................... 64, 85
印刷枚数 ........................... 35, 62
印刷面 ......................... 15, 18, 19
印刷要求元 ......................... 35, 36
印刷ログ
―一覧 ............................... 35
―機能 ............................... 34
―情報表示 ........................... 36
―を残す ............................. 31

印刷ログビューア ....................... 34
―の環境設定 ......................... 37
―の見かた ........................... 35
―を起動する ......................... 34

インストール
ネットワークソフトウェアのインストール .. 94
プリンタドライバのインストール.... 118, 122

エ
液晶ディスプレイ ...................... 126
―の表示内容 ........................ 127

エコ受付センター ...................... 167
エラー時ポップアップ ................... 27

オ
お気に入り ......................... 80, 92
オプション .................... 27, 62, 114
オプション機能 ......................... 83
オプション情報 ......................... 90
オプション情報ダイアログ ............... 65
オプションダイアログ ................... 31
オペレータパネル
―の見かた .......................... 126
―の操作 ............................ 125

オンライン状態 ........................ 127
オンラインスイッチ .................... 126
オンラインランプ ...................... 126

カ
開始 ................................... 32
回収サービス
使用済みプロセスカートリッジの回収サービス ... 167

解像度 ................................. 23
拡大縮小 ............................ 6, 11
カセット情報 ........................... 62
片面印刷時の詳細設定 ............... 19, 20
片面時に白紙ページを印刷する ........... 19
簡易表示 ................................ 8
環境設定 .......................... 39, 131
監視リスト ............................. 51
―の見かたと設定 ..................... 55

監視リストから削除 ................. 56, 58
管理者情報 ............................. 90
管理者にメール ......................... 80
管理者モード ........................... 79

キ
機能コード一覧 ........................ 156
基本情報 ....................... 63, 80, 84
基本情報ダイアログ ..................... 63
基本設定ダイアログ ...................... 6
キャラクタコード一覧表
ESC/Pモードキャラクタコード一覧表... 158

給紙カセット数 ......................... 26
給紙口 ................................. 82
給紙口情報リスト ........................ 8
給紙情報 ................................ 9
給紙方法 ................................ 7
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ク
グラフィックスダイアログ ............... 23

ケ
ゲートウェイ ....................... 64, 85
警告情報 ............................... 83
継続通信モードを有効にする ............ 113
検索時間 ............................... 54
検索範囲
プリンタの検索範囲を設定する ........ 110

検索範囲の設定 ......................... 56
検索範囲を指定 ......................... 54
検索ポート番号 ................. 54, 64, 85
件名 ................................... 42

コ
更新間隔 ........................... 83, 90
故障時の連絡先 ......................... 67
コピーを作成する ....................... 42
コマンド一覧 .......................... 156
コミュニティ名 ..................... 67, 86
コンポーネントの追加、削除 ............ 103

サ
最小化 ............................. 27, 29
最大ログサイズ ......................... 37
サブネットマスク ............... 54, 64, 85
サマリ
プリンタ装置サマリ .................... 8

シ
システム管理者 ......................... 67
自動更新する ....................... 83, 90
写真をきれいに印刷する ................. 23
詳細 ................................... 57
詳細画面 ............................... 51
―の見かたと設定 ..................... 61

詳細画面の表示 ..................... 56, 58
詳細情報 ............................... 82
詳細設定ボタン ......................... 15
詳細表示 ................................ 8
状態表示
プリンタの状態表示 .................... 8

情報 ........................... 67, 78, 86

情報更新間隔 ........................... 83
情報更新設定 ................... 80, 83, 90
情報の更新 ............................. 57
消耗品ログ
―一覧 ............................... 39
―機能 ............................... 38
―を表示/保存/送信/初期化する...... 40

消耗品ログビューア ..................... 38
―の見かた ........................... 39
―を起動する ......................... 38

初期化 ................................ 134
新規登録 ........................... 56, 58

ス
ステータスアイコン ............... 8, 9, 62
ステータス情報 ..................... 62, 82
ステータス情報更新 ..................... 83
ステータスの表示先 ..................... 31
ステータスバー ......................... 57
ステータス表示の種類 ................... 28
ステータスを最前面に表示する ........... 27
全てのプリンタ ......................... 57
全てのプリンタの情報を更新 ............. 58
スムージングする ....................... 23

セ
セカンダリサーバアドレス ........... 66, 85
設置場所 ............................... 67
設定スイッチ .......................... 126
設定の印刷 ............................ 138
設定を有効にする ....................... 73

ソ
総印刷枚数 ............................. 62
送信先アドレス ................. 42, 69, 87
送信者名 ............................... 42
送信テスト ..................... 42, 70, 88
送信元アドレス ................. 42, 69, 87
送信元名 ........................... 69, 87
装置オプションダイアログ ............... 26
装置情報 ............................... 62
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ダイアログ
〔Eメール送信設定〕ダイアログ......... 69
〔Printianavi〕ダイアログ ............. 27
〔SNMP情報〕ダイアログ................ 67
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〔グラフィックス〕ダイアログ .......... 23
〔装置オプション〕ダイアログ .......... 26
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タイトル ............................... 78
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タイムアウト ........................... 60

チ
長尺紙 ................................. 10

ツ
ツール ................................. 57
ツールバー ............................. 57
追加
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